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絶対に好きじゃナイ！
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私と社長の恋愛闘争記










ファースト・キスに関する闘争の記録




「ハレンチ！　変態！　セクハラ上司！」

　逆毛を立てて威い嚇かくする猫みたいに、目の前の社長を睨にらみつける。

「ひどい言われようだな」

　そう言いながらも、社長はおかしそうに笑うばかり。

　油断してた……。たとえ今がお昼の休憩時間内だとしても、社長が自分から『コーヒーを淹いれてほしい』なんて滅多に言うことじゃないのに。

　その上、『椎しい名なの淹れるコーヒーは特別うまいから、ちょっと隣で淹れ方を見せてくれないか』と、一緒に給湯室に入ってきた。

　今考えれば、確実に変だった！　しかも、社長は私の後ろに続いて給湯室に入ってきたはず。なのに、ごくごく軽い力で肩をぽんっと押されたかと思うと、気づいたときには壁を背にじりじり迫られているという、おかしな状態が完成していた。

　今の私が逆毛を立てる猫だとするなら、社長はさながら獲物を追いつめる虎って感じ。今にも食べられちゃいそう。

「離れてください！　近寄らないで！」

　背中を精いっぱい壁にくっつけて、かなり本気で叫んだつもりなのに、社長は軽く笑い、離れるどころかどんどんふたりの距離を縮めてくる。

「だけどお前、あの日からチラチラと俺のほうばかり気にしてるだろ。バレバレだ」

　そう言うと、ドンと私の顔の横に片手をついて、端正な顔をグッと寄せた。

　その瞬間、胸がキュンと小さな音を立てる。

　違う、違う、違う！　これは世の女性憧れの〝壁ドン〟というシチュエーションにときめいちゃっただけで、断じて社長にキュンキュンしてるわけじゃない！

　だけど目の前の社長の整ったお顔といったら、溜ため息が出ちゃうくらい素敵。

　見上げた先にある、スッキリとした顎あごのラインに、つい見み惚とれてしまうほどまっすぐな鼻筋と少し薄くて形のいい唇。愉快そうに細められた目は、仕事中は強い眼差しをたたえて、とっても精せい悍かんな顔つきを演出する。

　オフィスじゃ滅多に見られないけど、このキリッとした顔が崩れてふにゃりと笑うとき、目元がとっても優しくなることを私は知っている。

　速くなる鼓動を感じて慌てて目を逸らす。目線の先には、明るめの紺色スーツをいつも通り完かん璧ぺきに着こなした社長のネクタイの結び目が見えた。

　このおかしなシチュエーションのせいで、微かすかに甘い社長の香りが鼻先をくすぐる。普段は感じるはずのない香りにめまいがして、頭の中までふにゃふにゃになってしまいそう。しかもその淡い香りをもっとはっきりと感じてみたくなって、身体が勝手に引き寄せられちゃうんだから、さらに厄介。

　私じゃなかったら、完全にノックアウトでしょうよ。

　ベリッと音がするんじゃないかと思うほど無理やり視線を逸らした私を見て、社長が喉のどの奥でおかしそうに笑ったのがわかる。無造作にセットされた柔らかそうな黒髪が、微かに揺れて視界を掠かすめた。

　そして社長が私の脚の間にグッと膝ひざを押し込んでくるから、とうとう逃げられなくなってしまう。

「ソワソワして、小さなミスもいくつか。それって俺のせいだろ？」

「べっ、別に社長のせいなんかじゃないです！」

　私は今にも崩れそうになる身体にギュッと力を入れて叫んだ。

　確かに、漢字の変換ミスとか細かい数字の打ち間違いとか、普段ならすぐに自分で気づくようなミスを連発しているかもしれない。自分で置いたはずの資料を見失ってバタバタしたり、そうかと思えばボーッとして先輩に注意されたり……。

　結局、資料はデスクの上にあったし、先輩には『ずっと社長のこと見てたでしょ』なんてからかわれる始末。集中力が欠けているのは自分でもわかっている。

　わかってるけど……それは断じて社長のせいなんかじゃない！

　キッと睨み上げた私を見て、社長が不敵に笑う。そんな顔すら、様になっているのが悔しい。そして私の耳元に唇を寄せると、オフィスでは絶対に発することのないような甘い声を響かせた。

「梨り子こ」

　ああ、もう！　こんなところで下の名前を呼ばないでよね！　それからさっきも言ったけど、もう少し離れてください！

　言いたいことはいっぱいあるけれど、私は自分の心臓を落ち着かせるのに精いっぱいで、唇だけがプルプルと震えて空回る。

「意地っぱりなぶん、顔によく出るな。耳まで真っ赤だぞ」

　あと半年もすれば三十歳の誕生日を迎えるいい大人なくせして、いたずらっぽい笑い方はまるで高校生の男の子みたい。そのくらい、私を見つめる社長の笑顔はまぶしく見えた。

「こ、これは、社長がそうやって私のことをからかうからで……！」

「なるほど。それじゃあ俺が責任持って落ち着かせてやらないと」

　私の顔の横についた、少しゴツゴツした社長の手。もう片方の手がそっと私の頬ほおに触れると、そのまま包み込んで顔を上向かせた。

「梨子は俺が気になって、仕事に身が入らないんだろ？」

「は、はあ!?　なに言ってんですか！　あ、あなたのことなんて、全然気にしてません！」

「そうか？　その割にはさっきから足が震えっぱなしだけど。支えてやろうか？」

「けっ、けっこうです！」

「それは残念」

　全然残念じゃなさそうに言った唇がどんどん迫ってきて、しまいには端正な社長の顔が近すぎてボヤけてしまった。

　ああもう、ヤバい。違うの、こんなはずじゃない。

　だって私、社長のことなんて……。

「あ、あなたのことなんて、絶対、絶対に好きじゃナイ！」

　だけど私の叫び声は、楽しそうに弧を描いた社長の唇に触れて飲み込まれた。

　意地っぱりな私をどろどろに溶かして、いとも簡単に翻ほん弄ろうしていく社長と、人生二回目のキスを甘んじて受ける私。

　これは私たちの恋愛闘争における、ほんの一コマの出来事。

　そもそもこの戦いが激化した原因は、三日前の合コンにあった――。
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　今日の仕事をすべて終えると、気合いを入れてトイレでメイクを直した。

　モデルさんのようにとまではいかなくとも、それなりにきちんと化粧の施された顔を鏡で確認して、まだみんなが残っているオフィスに戻る。

「あら、梨子ちゃん。今日も合コン？」

　スカートをひらひらさせて、いつもよりおめかしした私に声をかけたのは、事務職の梅うめ村むら紫し枝えさん。私の先輩で、社長と同い年の気さくな人。

　私も紫枝さんみたいにキレイで大人っぽい女の人ならよかったのにって、いつも思っちゃう。

　紫枝さんの瞳ひとみは特別大きいわけじゃないのに、ニッコリ笑うと美しい三日月形になるのが印象的。見つめられたらドキドキしちゃうような魅力がある。それに比べて私はちょっと垂れ目だし、頬も顔も丸い。笑うと小さなえくぼが浮かんで、なんだか幼く見える。

　紫枝さんの厚めの唇は、口元のほくろと相まってとってもセクシー。一方、私の唇はぷっくりしててちょっと小さい気がするし、もちろん口元のほくろなんて色っぽい要素もない。

　女の人にしてはすらっと背の高い紫枝さんはかっこいいパンツスタイルもよく似合うけど、さして背の高くない私はあんなふうに着こなす自信ゼロ。子どもっぽく見えないような色使いを考えて服を選ぶのに、いつも苦労しているのだ。

　紫枝さんも今日は仕事が早めに片付いたようで、帰り支度をしている。自然に首を傾げる仕草に合わせて、長くてつやつやした黒い髪がサラリと揺れた。

　私は、勢いよくコクリと頷うなずいた。

「はい！　今日も行ってきます！」

「ふふ、最近気合いが入ってるわね」

「そりゃそうですよ～。私、もう二十一歳ですもん」

　春に短大を卒業し、この秋で二十一歳になった私は、彼氏いない歴も二十一年。キスもその先も、もちろん知らない。

　映画や小説のような素敵な恋をしてみたくて、ずっと私だけの〝王子様〟が現れるのを待っていたけど、学生生活を終えて、勝手に華やかなイメージを持っていた社会人になっても私を迎えに来てくれる人なんていなかった。

　だから、最近気づいたの。受け身じゃダメ、出会いは自分から探さなきゃダメなんだって。

「梨子ちゃん、かわいいんだから、そんなに焦らなくても大丈夫なのに」

　少し眉まゆを下げて言った紫枝さんが、オフィスの奥のほうにいる社長にふと視線を流した。

　紫枝さんと社長は大学時代の知り合いで、社長が二年前にこの会社を立ち上げるときに誘われて入社したらしい。

　正確には紫枝さんは、社長のお友だちの幼なじみなんだけど、私は入社したてのころ、社長と特別な関係だったんじゃないかと思って、なかなか詳しく聞く勇気がなかった。

　ずーっと気になったまま半年が経ち、ようやくなんでもないふうを装ってふたりに聞いてみた。そしたら紫枝さんには珍しく声を上げてケラケラ笑われ、社長はなぜか不機嫌になった。つまり、私の盛大な勘違いだったらしい。

　二十一年間、一度も恋人を持ったことがない私には、恋愛事に関して〝鋭い女の勘〟というのは備わっていないようだ。

　そんなことを考えながら紫枝さんが荷物をまとめるのを見ていたら、彼女の隣のデスクで仕事をしていた松まつ丸まるくんがふと顔を上げて言った。

「梨子ちゃん、もう帰っちゃうの？　俺と飲みにでも行こうよ」

「うん、いいよ。またいつでも誘って。でも今日は合コンに行くよ」

「また？　この前も合コン優先して俺の誘いは断っただろ？」

「だって、松丸くんとお酒飲むのは楽しいけど、恋は始まらないもん」

　松丸くんがガクッとデスクに突っ伏す。

　彼の名前は松丸颯そう太たで、私とは同期入社。今年四年制の大学を卒業し、新卒で入社した二十三歳。

　明るい栗くり色いろのふわふわとした髪の毛に、男の人にしてはぱっちりとした目がかわいらしい雰囲気。性格も人懐っこいので、ふたつ年上なんだけど全然そんな感じはしない。

　だからけっこう仲がよくて、松丸くんも年下の私をよくかわいがってくれている。ふたりでご飯を食べに行くこともあるし、仕事でミスをしたときに反省会をするのは大抵、彼とだ。

　いまだにデスクに突っ伏して嘆いている松丸くんに「また今度一緒においしいものでも食べに行こうね」と声をかけ、フロアの奥のデスクでパソコンと睨めっこをしている社長に近づいた。

　社長のデスクの前に立って、ピンと背筋を伸ばす。

「社長。お先に失礼します」

「ん？　ああ……あ？　お前また合コンか？」

　パソコンから目を離してこちらを見上げた社長が、私の姿をその目に捉とらえて、スッと視線を鋭くした。どうやら社長にも気合いを入れた私の格好はバレバレらしい。

　うっ……、そ、その目で睨まないでください！

　ニッコリと笑えばすごく優しく見えるのに、お顔が整っているだけにグッと眉を寄せて細められた薄茶色の瞳は、そりゃあもう、ド迫力だ。

　だから『元ヤン』とか言われちゃうんだよ、この不良社長！

　怒っているわけじゃないってわかってるんだけど、鋭い視線に身体がブルリと震えて逃げ出したくなっちゃう。私は、これ以上訳もなく気け圧おされないように力強く頷く。

「はい、崖がけっぷちなんで」

「なにが崖っぷちだ。まだ二十歳はたちだろーが」

　私の『崖っぷち』という言葉をバカにしたように、社長がフンッと鼻で笑い飛ばす。

　これは大げさなんかじゃない。本当に崖っぷちなのだ。社会人になったらきっと素敵な恋ができるなんて想像は、想像でしかなかったことに気づいたんだから。

「お言葉ですが社長、私、先日二十一歳になりましたので」

　私の言葉に「そうだったか？」と言って、少し目を丸くした社長。「早いもんだな」なんて感心している。

「それでは、失礼します！」

　社長の気が逸れた隙すきにガバリと頭を下げて、ピューンと不良社長の前から退散する。

　荷物を掴つかんで、まだフロアに残るみんなに挨あい拶さつをした後、小さく鼻歌を歌いながらオフィスを出た。

　立ち並ぶビルの隙間から、赤く染まっていく空が少しだけ見える。秋の名残なごりが混ざる生暖かい風に、スカートがひらひらと揺れた。

　もうすぐ、この街で迎える初めての冬がやってくる。

　この街に出てくるまで地方の女子短大に通っていた私は、大学生活の慣れない一年目を慌ただしく過ごし、やっと余裕が出てきたころにはすぐに就活が始まって、遊ぶ暇が全然なかった。もちろん恋愛をしている暇もなく、二年の間、素敵な恋に出くわすなんてことは皆無。その上、真面目に学校に行っていても就職状況は厳しくて、就活はなかなかうまくいかなかった。

　いよいよ正社員での就職を諦あきらめかけていた二年の秋ごろ、私の前に突然、社長が現れた。

　実は社長とは実家が近所だった。

　八歳も離れているから学校で一緒になることはなかったけれど、地元でちょっとした有名人だった社長は、私のことをよくかわいがってくれた。

　有名というのは、〝よく悪さをする〟という意味で。いわゆる不良ってヤツ。しょっちゅうケンカをしていて、あのころの社長の顔にはいつも小さな傷があった。

　女の子関係も派手で、女の子とふたりきりでいるのをよく見かけたし、そのたびに相手は違っていた。特定の恋人がいる様子はなかったけど、社長さえ拒んだりしなければ選びたい放題だったと思う。

　学校にはちゃんと行っているのかどうかって感じだったくせに、勉強はできた。たぶんそれも、女の子にモテた理由のひとつなんだと思う。

　私の両親や近所のおばちゃんたちなど、彼をよく知っている人たちは、彼がどんなにやんちゃなことをしていても、本当はすごく優しくて憎めない人間だってわかっていたから、誰だれも悪く言ったりはしなかった。

『新しく事務と広報をやってくれる子を探してるんだ。ウチの会社に来ないか？』

　ある日、短大時代の下宿先に帰ると、玄関の前で社長が待っていた。きっと私の母親から住所を聞き出したんだと思う。お母さんは、社長のことがお気に入りだったから。

　社長に会うのは四年ぶりだった。すごく久しぶりだったのに、社長は映画に誘うみたいに軽い調子でそんなことを言い出した。

　事務とか広報とか言われても、どんな仕事をするのか全然知らなかったし、そもそも社長がどんな会社を経営してるのかすら知らなかった。だけど、うまくいかない就活の中、特にやりたいこともなかった私は、新卒で正社員採用してもらえるなら御の字と、その誘いに飛びついたのだ。

　社長は高校を卒業した後、都会の有名大学に行ったと聞いていた。これはお母さん情報で、小さな地元ではそういう情報って驚くほど早く広まる。

　さすがに社長が就職した後のことはよく知らなかったけど、どうやら一級建築士の資格を取って、二十七歳のとき自分の事務所を設立していたらしい。

　そんなわけで私は今、建築デザイン事務所で働いている。従業員は五人で、私の担当は事務と広報。

　この春に入社して、半年と少し。都会でのひとり暮らしにもだいぶ慣れて、仕事も少しずつわかるようになってきた。

　あとはドキドキするような恋さえできたら、もっと素敵な毎日になるんじゃないかって思う。

　恋の始め方なんてよくわからないけど、いつかは心ときめく恋に出会いたい。

　夢に見るだけじゃない、本当の恋をするためにも、自分から探しに行かなくちゃ。

　今日こそはきっと、素敵な人を見つけてみせる！




　短大時代の友だちがセッティングしてくれた合コン会場は、会社から少し離れた飲み屋街にあった。落ち着いた照明がオシャレな店で、高級そうな雰囲気も味わえるけどお財布にも優しくて、すっかり私たちの行きつけになっている。

　にぎやかな通りを抜けて私がお店に着いたころには、女の子たちはもう全員集まっていて、ガールズトークに花を咲かせていた。

「あ、梨子！　やっと来た！」

　私を見つけてひとりが声を上げると、みんなが一斉にこっちを見て次々に声をかけてくれる。

「ごめん、ちょっと遅くなった」

　私のために空けられた端の席に座って、フッと息をついた。

「いいよ、いいよ～。まだ男性陣は来てないからさ！」

「今日はなんと！　お医者様だって～！」

　キャピキャピとテンションの高いみんなを見ていると、肩の力が抜けて一気に懐かしい気持ちになる。

　短大時代も女子ばっかりの中で、こんなふうにどの男の子がかっこいいかなんて話で盛り上がったっけ。とはいえ、周りに男の子なんていなかったから、話題はいつもテレビの中の男性芸能人についてだったけど。

　しばらく女子だけで話をしていると、店員さんに案内されて男性陣がぞろぞろとやってきた。

　とりあえず乾杯をしたり、それぞれちょっとした自己紹介をしたり。いつも通りに始まった合コン。だけど開始から二十分を過ぎても、いちばん端に座る私の目の前の席は空席のまま。

『ごめんね、ひとり急に来れなくなったヤツがいて。でも代打を頼んだから！　そいつは、医療関係者じゃないんだけど……』

　向こうの幹事さんがそう言っていた。

　まあ、別にいいんだけどね。私はお医者様の彼氏が欲しいわけじゃないんだもん。ただ、私と恋愛してくれる男の人を探しているだけ。

　そう思って目の前の料理を食べながら少しだけお酒を飲んで、近い席の人たちの話にひたすら耳を傾けていた。

「椎名さんは、建築デザイン事務所で働いてるんだっけ？　設計とかするの？」

　黙々と料理を食べていたら、あんまり輪に入れていない私に気を遣ったのか、斜め前に座っていた男性が声をかけてくれた。

　私がハッとして顔を上げると、優しそうな男性が私を見つめていて、私の隣に座っていた友だちはそんな私の様子に苦笑している。

　大変、大変。そうだった。素敵な恋を見つけるためには受け身じゃダメだった！　ちゃんと話さなきゃ。せっかく話しかけてくれたんだから、この人、えーっと……。あれ、なんて名前だったっけ。

「上かみ村むらさんだよ」

　ああ、そうだった。上村さん。

　こっそり耳打ちしてくれた友だちに目線で『ありがとう』と伝えて、なるべくニッコリ笑って答える。

「いえ、私は主に広報を担当していて、設計にはほとんど関わらないんです」

「へえー、そうなんだ」

「えっと、上村さんは……」

　さあ、がんばれ梨子！　たくさん話して、素敵な恋のお相手を見つけるんでしょ！

　私がなんとか話を広げようと思って身を乗り出したとき……。

「あ、来た来た。あいつだよ」

　上村さんが店の入口に向かって片手を挙げた。視線を向けると、すらりと背の高い男性が柔らかく表情を崩して、こちらに近づいてきた。

「どうも、すみません。突然呼ばれたので遅れてしまって」

　センスのいい私服を着こなした彼は、そう言って、空いていた私の前の席に座った。

　短くさっぱりとした黒髪と、細いフレームの眼鏡がよく似合う。イスを引いて座る、たったそれだけの仕草なのに、まるでお店にいる人みんなの視線を釘くぎ付づけにしちゃうような不思議な雰囲気をまとった人だった。

　なんとなく目が離せなくなって、中性的でキレイに整った顔を見つめる。

　なんて言うんだろう、こういうの。ピーンときたような、そうじゃないような……なんだか初めて会った気がしない。

　柔らかな物腰だけどどこか危険な香りがすると、私の勘が告げている。

　まあ、二十一年間恋人を見つけられなかった、頼りにならない勘だけど。

「芹せり澤ざわ要かなめといいます。高校教師をしています。今日は急用の入った友だちの代わりで来たので医療関係者ではないんですけど、どうぞよろしくお願いします」

　優しく微ほほ笑えんだ彼は、一つひとつの視線に応えるように全体をぐるりと見渡す。最後に私を見て、小さく首を傾げてニッコリと笑ってみせた。

　私はその仕草にドギマギしながら慌てて頭を下げる。

「あ、し、椎名梨子です。えっと芹澤さん……」

　……ん？　せりざわ、かなめ？

　なぜか引っかかるその名前に恐る恐る頭を上げて、改めて目の前の男性の顔を凝視する。すると、眉を寄せて首を傾げた私を見て、眼鏡の奥の切れ長の瞳が大きく見開かれた。

「あれ？　梨子ちゃんって、あの梨子ちゃん？　懐かしいなあ、俺のこと覚えてない？」

　その瞬間、目の前の相手が誰なのかを思い出した。

　見たことがあるような気がした彼の顔。久々すぎて、髪型とか少し尖とがった顎とか、記憶にない部分もあるけれど、眼鏡のレンズ越しに見える黒い瞳には確かな既視感があった。

「か、要さん!?」

　ああ、もう！　なんですぐにわからなかったんだろう。なにが柔らかな物腰よ、このウソくさい笑顔といったら！　なんにも変わってない！

「ああ、よかった。忘れられてたらどうしようかと思ったよ」

　そう言ってヘラヘラ笑う彼は、ウチの社長の中学生のころからのお友だちだ。つまり私の地元の知り合いでもある。

　中学から高校まで社長の隣にはいつも彼がいた。当然、私は何度も会っているし、話も数えきれないほどしていたはずなのに、全然気づかなかった。

　要さんのことを忘れていたわけじゃないけど、彼も高校卒業と同時に地元を離れていたし、もう会うこともないだろうと思っていたからかもしれない。

　まさか、こんなところで再会するなんて……。

　久しぶりすぎて、なんて言ったらいいかわからず、ソワソワする私とは対照的に、ヘラヘラと笑ったままの要さんは、なんてことないように話しかけてくる。

「梨子ちゃん今、虎こ鉄てつのとこにいるんだろ？」

「あ、はい。そうなんです」

　虎鉄っていうのは、社長の名前。ちなみに苗字は西さい城じょう。西城虎鉄なんて、社長は名前までしっかりと強そうなのだ。

　それにしても、要さんとは十年ぶりくらいの再会じゃないだろうか。彼が高校を卒業してから、一度も会っていないはず。

「ちょっと梨子、知り合いなの？」

　隣に座っていた友だちが好奇心を抑えきれない声で囁ささやいて、私の腕を肘ひじでチョンと突いた。

「うん……。ちょっと地元のね」

「えー！　なによ、ズルい！　すごいイケメンじゃない！」

　女の子たちを見回してみれば、要さんに盛大な視線を注いでいる。

　社長と要さんは、普段の行動が派手なせいもあったけど、その容姿で今みたいに地元の女の子の視線を釘付けにしていた。

　要さんなんて物腰も柔らかいものだから、同年代の女の子から年上の女性まで、守備範囲がすごく広かった。なんていうか器用な人で、社長とはまたちょっと違った意味でなんでもそつなくこなしちゃう、大人びた男の子だったように思う。

「そ、それにしてもあの要さんが高校教師ですか？　びっくりしました……」

「ははは、相変わらず物もの怖おじしないんだな、梨子ちゃん。あのころから俺たちふたりを怖がらずに相手してくれてたもんなあ」

「は、はあ……」

　相手をされていたのは、どっちかと言えば私のほうだと思うけど。

　近所に住んでいた社長とは、初めて会ったのがいつだったかなんて思い出せないほど小さなころからの知り合いなんだけど、要さんとよく話をするようになったのは、私がようやく小学生になったころ。社長と要さんは中学三年生だった。

　かっこよくて優しくて誰よりも強かった西城虎鉄と、いつもニコニコしていて頭もよくてまさに美少年の代名詞だった芹澤要。憧れるだけの女の子が多い中、地元で注目の的のふたりと話ができるのは、ちょっとした自慢だった。

　その西城虎鉄は今では私の勤める会社の社長さん。要さんとは合コンなんかで再会して、たった今、目の前でお酒を飲んでいるのだから、あのころから考えると不思議な気分。

　ジョッキを傾ける要さんは昔と変わらずニコニコと笑っていて、彼に興味津々で次々に質問を投げかける女の子たちに丁寧に答えていた。

　その集中砲火の合間を縫って、要さんが私に話しかけてくる。

「しかし梨子ちゃんがここに来ること、虎鉄がよく許したもんだな」

　えっ？　社長が許すって、どういうことだろ？　別に私が合コンに来ようが誰と付き合おうが、社長に許可をもらう必要はないはずだけど。

「なんでまた合コン？」

「えーっと……いろいろあって……」

　私が合コンに来ている理由なんてなるべく話したくはないから、「へへへ」と笑ってごまかそうとしてみる。

「いろいろって、なに？」

　それでも要さんはジョッキを置いて身を乗り出し、完全に私の話をじっくりと引き出そうというスタンスだ。

「え、えぇ？」

　そこ、突っ込んで聞く？　濁してるんだから察してよね！

　そう思ったけど、ニコニコしながら私を見る要さんにはイヤだと言わせない迫力がある。

　周りを見渡してみても私たちだけ隔離されたような雰囲気になっていて、助けてくれそうな人は誰もいない。いつもなら私の恋愛経験値の低さをごまかしてくれる友だちも、今は自分たちの会話に夢中らしい。

　きっと私と要さんが知り合いだからって、安心してるんだろう。

　もう一度、要さんのウソくさい笑顔を見てから、私は完全に諦めた。

「……私、二十一歳になったんです」

「へえ、もうそんなか！　早いなあ。俺の中ではずっと小学生の梨子ちゃんだからなあ」

　俺も年取るわけだ、なんて笑っている。

　それでうまく話が逸れてくれたらよかったんだけど、目が『それから？』と、話の先を促している。

　私はそれぞれの話に盛り上がっているみんなをもう一度見渡して、私たちの話を聞いている人が他にいないのを確認してから、声を落として言った。もちろん友だちはこのことを知っているけど、声に出して改めて言うのは、少しばかり恥ずかしい。

「……今まで、その……彼氏が、できたことなくて。だから……」

　だから、キスすらしたことない。

　声にはならなかった呟つぶやきは、どうやら察してくれたらしい。

「ああ、なるほどね。それで合コンか」

　要さんは納得した様子で頷いた。

　あーあ、もう。なんでこんなこと要さんに言わなきゃいけないんだろう。

　小さいころからの知り合いっていうのが、余計に気恥ずかしい。

　ムスッとした私を見て、要さんがクスクスと笑う。

「虎鉄とはどうなってんの？」

「え？　ど、どうって……」

　どうなってるもなにも、社長が仕事をしているときは鬼のように恐ろしい。なんていうか、もう、オーラがね。

　あのオフィスには一応社長室というのがあるけど、彼はほとんどの時間をみんなと同じフロアで過ごしている。怒鳴り散らしたりすることは決してないけど、薄茶色の瞳を鋭く細め、精悍な顔つきで仕事をする社長はド迫力だ。

　小さなミスでも連発すると、スッと細めた目でこう言われる。『気合いが足らん。俺が入れ直してやろうか？』ってね。

　だから資料を提出しに行くのも、社長がリラックスしている隙を狙ってサッと済ませるようにしている。

　地元にいたころの社長と、オフィスで仕事をしているときの社長は全然違う。当時の社長は不良だなんて言われていたけど、彼のことを本当に怖いと思ったことは一度もなかった。対照的に、仕事に集中して真剣な目をする社長は、私の知っている彼とは別人のようで、入社当初は声をかけるのもちょっと気が引けた。

　今は、怒っているのではなく、ただ単に集中しているだけだってわかってきたけど、やっぱり仕事中の社長に話しかけるときには気合いが必要だ。

「慎重にやってますよ。怒ると怖いのは知ってるので……」

「はは。だけど、梨子ちゃんには滅多に怒らないことも知ってるだろ？」

　それは昔の話。確かにあのころの社長は、生意気な小学生の私がなにを言っても絶対に怒らなかった。

　名前を呼び捨てにしても、敬語なんて一度も使ったことがなくても、髪を引っぱったりポカポカ殴ったり『バカ』とか暴言を吐いたりしても……。

　あぁ、そういえば一度だけ例外があったっけ。

「でも、それはもう昔の話です。今は、事務所の社長とただの社員ですから」

　だから社長は私のことを苗字で『椎名』と呼ぶし、私も彼を『社長』としか呼ばない。彼を『虎鉄』と呼び捨てにできた私は、もうどこにもいない。

「ふーん、そっか。まだそういう段階なのか。グズグズしてんな、虎鉄も」

「『まだ』っていうか、規模は小さくても相手は会社の社長ですよ？　普通のことだと思いますけど……」

「ああ、いいのいいの。こっちの話だから気にしないで」

　ヘラヘラと笑う要さんに、私は眉を寄せて少し頬を膨らませた。

　あのころも、こういう言い方がイヤだった。

　私も仲間に入れてほしかったのに、そんなふうに言われると、私と彼らの間にはやっぱり壁があるんだって思い知らされているような気がして寂しかった。私は小学生の女の子で、彼らは中学生の男の子なんだって。

　高校生になった社長と要さんは、同級生の仲間と一緒にどこかへ行ってしまうことも増えた。いつも傷だらけで帰ってくるのに、その顔はどんなときも楽しそうだった。

『こてつ！　今度は西高の人とタンマするんでしょ？　梨子も連れてって！』

『あ？　〝タンマ〟じゃなくて〝タイマン〟な。誰が言ってた？』

『坊主の怖い人！　こてつの友だち！』

　幼い私に、スッと目を細めて『あの野郎、今度会ったらシバいてやる』と言った社長の声が、頭の中に小さく響いて聞こえてくる。

　怒ったときの鋭い目つきは今でも全然変わってない。

『梨子ちゃん、梨子ちゃんはまだ小学生だから一緒には行けないよ』

　不良のくせに制服の学ランを校則通りに着た要さんが言った。

『なんで？　梨子も行きたいのに……』

　あのときの私は本気でふたりに付いていきたかったし、お願いすれば連れていってくれると思っていた。それなのに要さんに止められて、シュンとなった私は、背負った赤いランドセルの肩ベルトをキュッと握って社長を見上げた。

　社長は小さな私の前にしゃがんで目線を合わせると、少し乱暴に頭を撫なでて言った。

『梨子嬢』

　ちなみにこの変な呼び方をしたのは、あのころの社長だけ。ちょっとませた女の子だった私を、社長はときどきからかってそう呼んでいた。

『危ないから、ちゃんと家で大人しく留守番してるんだぞ。帰ったらまた遊ぼう』

　社長の強い瞳が同じ目線でまっすぐに言うから、私は『……わかった』と、しぶしぶ頷いた。

『早く帰ってくる？』

『ああ、すぐ帰ってきてやる』

『待ってるからね』

　そうは言ったけど、私も生意気盛りの小学三年生だったから、大人しく留守番なんて全然できずにこっそりと社長たちの後を付けた。

　社長が言っていた『タイマン』は、だんだん激しくなっていき最後にはただの乱闘騒ぎに変わった。

　私はその乱闘に巻き込まれて、私を助けようとした要さんが隙をつかれて相手の人に捕まり、それからそれを見た社長がキレちゃって……。

　とにかく、あの日は散々だった。無事に家に帰り着いた後は、私は社長に思いきり怒鳴られた。

　あの人が私に向かって声を荒げたのは、後にも先にもそれ一回きり。

「……だから合コンなんかで男を探してるってわけかあ」

　私が昔のことを思い出している間、要さんは要さんでなにか考え事をしていたみたいで、独り言のようにそう言った。

「仕方ないじゃないですか。出会いがないんです、出会いが！」

　そう言う私に、要さんは眼鏡の奥で曖あい昧まいに笑うだけだった。




「梨子ちゃん、もう抜けない？」

　最初のお店を出て、二次会のカラオケに移動する途中で要さんが言った。

「え？　今からですか？」

「だって、もうほとんどペアも決まっちゃったし。もともと俺、ただの人数合わせだし」

「そうですねえ。あーあ、今日も収穫ナシかあ……」

　要さんが来てしばらくは、話しかけてくれる男の人も何人かいたのになあ。

　聞かれたことには快く答えていたけれど、人数合わせで本当はやる気なかったのか、要さんはずっと私の側にいた。その上ちょいちょい口を挟んでくるから、私と他の男性との会話が盛り上がることはほとんどなかった。

　要さんってば、社長の話とか地元のこととか、ふたりにしかわからないような話題ばっかり振ってくるし。合コンが面倒なのは勝手だけど、私の邪魔はしないでほしかった。

「家まで送るよ。ひとり暮らしでしょ？」

　要さんはそう言うと、ポケットから携帯を取り出して誰かにメールを打ち始めた。

　他のみんなが向かっていくカラオケとは反対の方向に歩き始めているから、抜けるのは決定事項らしい。

「要さん、家こっちです」

　仕方ないから、メールに夢中の要さんの肘を掴んで自宅の方向に向かって歩きだす。

　確かに、今日はこれ以上いても他の誰かと進展はなさそうだし、いいんだけどね。

　メール中の要さんをチラリと見上げてから、私も携帯で友だちに連絡を入れた。抜けるけど、要さんに送ってもらうだけだから心配しないでって。

　メールを打ち終えた要さんはポケットに携帯をしまいながら、なんだかすごく満足そうな顔をしていた。

「これでばっちりだね」

「……なにがですか？」

「うん、梨子ちゃんもそのうちわかるよ」

　ニッコリと笑った切れ長の瞳が、眼鏡の奥から楽しそうに私を見下ろしていた。

　ふたりで並んで、私たちが通った小学校の話とか、三人で寄り道した駄菓子屋さんの話とか、あのころの懐かしい話をいくつかした。

　私の通っていた小学校と彼らの高校は隣接していて帰る方向も同じだったから、ときどき帰る時間が一緒になって三人で並んでおしゃべりをしながら歩いた。でも小学生の私と毎日下校時間が一緒なわけはないから、あのときの彼らは授業をサボってあの時間に帰っていたんだろうけど。

　キラキラした飲み屋街を抜けて静かな住宅街に差しかかったとき、要さんがフラリと道を逸れた。

「あ、梨子ちゃん。ちょっとそこの公園に寄っていこう」

「え、えぇ？　公園ですか？」

　なんで急に？　よくわかんないや、要さんって。デートでもないのに公園なんて寄ってどうするんだろう。いや、まあデートなんてしたことないんだけどね。

　小高い丘にある公園は、奥まで進めば明かりの灯る街を見下ろせる。ここら辺の学生のデートスポットだったりして、けっこう雰囲気のある素敵な公園だ。

　私だって、ちゃんと彼氏ができたらこういう場所に一緒に来たい。手を繋つないで、寄り添って、それから……。

「そろそろタイムリミットかな」

　私があれやこれやと妄想に耽ふけっていると、要さんがポツリと言った。

「へ？　タイムリミットって……」

　なんか用事でもあったのかな？　いやいや、だったら突然、公園に寄ろうなんて言わないはずだよね。

　要さんが、首を傾げる私と向き合う。柔らかい街灯に反射して、眼鏡の奥の表情がよく見えない。

「梨子ちゃんはさ、彼氏が欲しいんだよね？」

「え？　うーん、まあ……」

　そりゃ、欲しいか欲しくないかと言われれば欲しい。でもそういう言い方をされると、なんか違うような気がする……。

「それとも、キスやその先のことを教えてくれる相手が欲しいのかな？」

　そう言って顔を上げた要さんと目が合って、私は息を呑んだ。

　わ、笑ってる……？　ううん、顔は笑ってるけど、目が笑ってない！　な、なんだかよくわかんないけど、これってヤバいんじゃない……？

　今度の勘は頼りにならない勘なんかじゃない。彼の側にいた小さな私が、確実にヤバいって言っている。こういう状態の要さんには近づいちゃいけない気がする。

　私はその勘に素直に従って一歩後ずさった。

「そういうことができる相手なら、誰でもいいの？」

　危険な香りを漂わせる要さんのオーラに意味もなく逃げ腰な私だったけど、これにはさすがにカチンときた。

　そんな言い方ひどい。女の子として、恋をしてみたい気持ちがあるのは当然じゃない。だけどそれは、ちゃんと好きな相手とって思ってるもん。

　私はギュッと両手を握りしめて、背の高い要さんに一歩詰め寄った。

「違います。誰でもよくなんてないです！　だからこうやって合コンでいろんな人と知り合って、ちゃんと人柄を……」

「それなら、俺でもいいよね？」

　要さんの放った言葉に、口を開けたままポカーンと固まった。

『俺でもいいよね』って、な、なに言ってんのこの人……？

「……要さん、なんかあったんですか？」

「はは、ひどいなぁ。真剣に言ってるつもりなんだけどな」

　ケラケラと笑う要さんは私が逃げられないように腕をガシッと掴むと、もう片方の手で優しく顎を持ち上げた。

　あ、ヤバい。予想以上に顔が近い。

　キスをするとき、ここまで顔が近いものだなんて知らなかった。

　それは想像していた以上に近くにあって、ピントが合わなくてボヤけてしまうくらい。

　要さんの切れ長の目は、眼鏡の奥でランランと光っている。

　これ、眼鏡が当たって邪魔になったりしないのかな……じゃなくて！　要さんは明らかにヤバいオーラを出していたんだから、迂う闊かつに近づいちゃいけないってわかってたはずなのに、なんで自分から詰め寄っちゃったんだろう。バカ！　私のバカ！

　私がひとりで慌てている間にも、要さんの中性的な顔はどんどん近づいてくる。

「かっ、かかか要さん……！」

　ああ、もうダメ。どうしよう。これってキスしようとしてるんだよね？

　まさか、これが私のファースト・キスになっちゃうの？

　暴れようとか抵抗しようとか、全然思いつかなかった。ただひたすら、要さんの眼鏡のレンズが近づいてくるのを呆ぼう然ぜんと見上げてしまう。

　ああ、目を閉じるタイミングも知らないのに。相手を選ぶ暇すらなく、もうすぐ唇が触れてしまう……。

　そのとき、眼鏡のフレームが微かに頬を撫でた。唇が触れそうになって、吐息のかかる距離で要さんがおもしろそうに呟く。

「……やっと来たか」

「んんっ!?」

　要さんの言葉を疑問に思う隙すらなく、少しゴツゴツとしたものが口元を覆った。

　な、なに!?　なにが起こってるの？　あれだ、テレビでよく観る誘拐されちゃうシーンみたいな……。

　そのくらいの勢いで、私と要さんの間にあったわずかな隙間に割り込んできた大きな手のひら。そのままグイッと顎を持ち上げられて、同時に強く腰を引き寄せられる。片手でギュッと抱きしめられ、私の身体は一気に誰かの硬い胸の中。

　すると首が痛くなるほど真上を見上げた先から、落とされるように降ってきた。私の唇に触れた、少し冷たいもの。

　だけど柔らかくて、なんだか、ずっとこうしていられたらいいのに……。

　唇をそっと撫でていくそれがあまりにも心地よくて、だんだんうっとりしてきた私は、つい目を閉じてしまいそうになった。

　でも待って、これっていったいなに？

　唇に触れたなにかは、奪うようにではあったけど、とっても優しくて……。それに、力強く抱きしめる腕に身体を預けるのは、体験したこともないような安心感があった。

　無意識のうちに身体から力が抜けていく。しかし、そのまま恍こう惚こつに浸っていられたならよかったのに、薄く開いた視線の先で私を抱きしめる人の顔に次第に焦点が合わさる。

　伏せられたまつ毛が、キレイな扇形に広がっている。その奥でうっすらと開かれた瞳の虹こう彩さいは、薄い茶色。まっすぐに私を見つめている。

　こんなに近くで見たことはないけど、でも明らかにそれは私の見知った顔だった。

　相手が誰だかわかった瞬間、身体中の血液が逆流したんじゃないかと思うほどびっくりして、全身が心臓になったみたいに一気に脈を打ち始める。

　驚きのあまり限界まで見開かれた私の目に映るもの。それは、近すぎて輪郭のはっきりしない、ボヤけた社長の顔だった。

　しゃ、ちょう……？　えっ、社長!?　なんで!?　待って、これってまさか……。

「んんっ！」

　閉じられた唇をこじ開けようとする、熱いもの。突然暴れ出して奥深くまでねじ込まれたそれが、これがキスなんだって私に教える。私が驚いて抵抗もできないのをいいことに、好き放題に動き回って、私の頭をさらに真っ白にしていく。

　ギュッと抱きしめられたまま、ものすごいキスをお見舞いされた。いや、キスの基準なんて知らないけど、とにかく私はフラフラだった。

　息も絶え絶えな私をようやく解放すると、社長は力の抜けた私の身体をそのまま腕の中に囲って優しく抱きとめる。

「お前、あんまふざけたことすんなよ」

　頭の上で響いた低く魅力的な声は、まぎれもなく社長のものだった。

　要さんにキスされそうになっていた私を助けるどころか、もっと強烈なキスをかましてくれた人は、どうやらウチの社長で間違いないらしい。

「久しぶりだな、虎鉄。少し老けたか？」

　さっきまで私にキスをしようとしていたくせに、呑のん気きな声でそんなことを言った要さん。

　社長も社長で、「そうか？」なんて言いながら自分の顎を撫でている。だけど片腕で私をしっかりと胸に抱いたまま。

「お前な、あんまりこいつをからかうな。ファースト・キスを済ませたいらしいから俺がもらっとくなんて……」

「いや、からかったのは梨子ちゃんじゃなくて虎鉄なんだけど」

「あ？」

　私の頭の上で交わされる会話から察するに、どうやら要さんがさっきメールを打っていた相手は社長だったみたい。どおりで楽しそうだったわけだ。

　それじゃあ社長は、要さんが私にキスすると思って、こんな夜にここまで来てくれたってこと……？

　そう考えると、私の胸の奥がキュンと小さな音を立てた気がした。

　でも待って。それって、社長が私にキスする理由にはなってなくない!?

「しゃ、社長！　そろそろ離してほしいんですけど……」

　社長の力強い腕に囲まれたまま私がおずおずと声を上げると、鋭い視線がギロリと私を見下ろした。

「まったくお前は、目の離せんヤツだな。合コンばかりでちゃらちゃら遊びやがって」

「な!?　ちゃ、ちゃらちゃらなんてしてないです！」

　社長のあんまりな言い方につい声が大きくなる。

　大体、私のファースト・キスをたった今奪ったのは社長じゃない！

　悔しくて社長の腕の中でモゾモゾと暴れるが、固く閉じ込められて全然振りほどけない。

「要だったから、俺がここに来れたんだろうが。俺の知らない別の男だったらどうするつもりだったんだ」

「そ、そんなの……」

　そんなの、社長には関係ない。

　そう言いたいのに、胸がキュウッと締めつけられて、なぜか言葉を発することができなかった。

「梨子」

　突然、社長に名前を呼ばれる。オフィスではいつも苗字で『椎名』なのに。

　だから、社長は私との距離を極力空けておきたいんだって思ってたの。『梨子』と呼ばれたあのころの記憶は、遠い昔のこと。もう虎鉄と私は、同じ会社の社長と社員でしかないんだって。

　薄茶色の瞳で見つめながら私の名前を呼ぶ声に、身体が震えた。視線が逸らせない。

「もう合コンなんて行かなくていい。俺が我慢ならん」

　まっすぐ告げられた言葉に、鼓動が勝手に速くなる。

　あーあ、もう。こんなに怖い顔して、どの口がそんなセリフを吐くんだろう。

　だけど知ってるんだ。この人はいつもしかめっ面で優しいことを言うの。

　小学生の私が社長たちのケンカに付いていって怒られたときも、そうだった。怒った顔をして大きな声を出した社長は怖かったけど、いつもイヤというほどこの人を見ていたからわかったの。私を本気で心配してくれてるんだって。

「でも、だって……」

　だけど意地っぱりな私は素直に頷けない。

　だって、私だって恋愛がしてみたいの。小説を読んだり、話に聞いたりして憧れるだけじゃない、本当の恋を。

　キスだって、その先だって。ドキドキすること、全部知りたいの。

「心配すんな」

　俯うつむいた私の頭を、社長が少し乱暴にぐりぐりと撫でる。それは、社長と要さんに付いていきたいってわがままを言った小さな私に、あのころの社長がしたのと同じ仕草。

　なんだか懐かしいな。社長にこうされると、小学生の私に戻ってしまったみたい。

「キスなら、今俺が教えてやっただろ」

　そうして抱きしめた腕で優しく背中を撫でる。

　なんだかぞくぞくとして、肌が粟あわ立だつ。

「その先だって、お望みなら俺が教えてやるから、他の男に教わろうだなんてもう絶対考えるな」

　社長の声が耳元で甘く響く。

　こんな声で囁くなんて、今まで知らなかった。

　どうしよう、なんだかめまいがしそう……。

「……うーん、親友と妹みたいにかわいがってた子のラブシーンってのは、こっ恥ずかしくてあんまり楽しめないね」

　社長の作り出す甘ったるい雰囲気にポーッとなっていた私は、要さんのその言葉で一気に現実に引き戻された。危うく社長の背中に回しそうになっていた腕に力を込めて、目の前の硬い胸を押し返す。

「離して！　こ、こんなのセクハラです！」

「あ？　セクハラだと……？」

　さっきまでの甘い囁きがウソみたいに、社長の声が一気に不機嫌になる。

　私は社長の腕の中から逃げ出すと、ドタバタと暴れ回る心臓をなんとか宥なだめる。

　お、落ち着け私！　相手はあの社長でしょ、なにポーッとなってるのよ梨子！

　慌てふためく私を見て、要さんがケラケラと笑った。

「ははは、大変だな虎鉄。セクハラ上司って訴えられるなよ」

「うるせーな。元はと言えばお前がおかしなメールを寄越すから、こっちはすっ飛んでくるハメになったんだろーが」

　あのころと変わらず、私の目線より少し高い位置でヤイヤイ言い合うふたりを涙目で見上げる。

　もう、なんなの！　ひとりずつでも手強いのに、このふたりが揃そろったらホントに手に負えないんだから！

　それになぜか、今さらになってじわじわと実感が湧わいてきた。

　……私、キスしちゃった。ファースト・キスだったのに。あの〝西城虎鉄〟と……事務所の社長とキスしちゃうなんて！

　こんなはずじゃなかった。ファースト・キスは大好きな彼氏と、甘い雰囲気の中でお互いに見つめ合って、ゆっくり目を閉じて、それから……って。なのに、今のキスは目を閉じる暇さえなかった。

「もう！　私のキス返してください！」

　ムリなことを言ってるのは自分でもわかっている。

　でも、納得いかないんだもん！　二十一年間待った初めてのキスが、奪われた瞬間には相手も認識してない状態だったなんて。

　キッと涙目で睨み上げた私を、社長が呆あきれたような目で見返す。

「なに無茶苦茶なこと言ってんだ。もらっちまったもんは仕方ねえだろ」

「は、初めてだったのに！」

　そう叫んだ私を見て、今度はニヤリと意地悪そうに笑う。その顔は、高校生だった〝西城虎鉄〟そのものだった。

　そのせいで、わけもわからず胸がドキドキする。

「そうか、初めてだったな。ごちそうさん。安心しろ、お前の〝初めて〟はこれから全部俺がもらってやるって決めた」

　続いて不敵に笑う社長の顔は精悍な大人の男って感じがして、すごく悔しいけど、信じられないほどかっこよかった。

　くるくると表情を変える社長に、さっきから私の心臓はギュウギュウと締めつけられっぱなしで、とうとう故障してしまったみたい。

　完全にフリーズしてなにも言えなくなった私を見て、要さんが笑う。

「ははは。梨子ちゃん、真っ赤になってかわいいなあ」

　だって、初めてを全部もらってやるって……。

　なぜかはわからないけど、社長は私を籠ろう絡らくしてみせると心に決めたらしい。

　つい社長にメロメロにされて押し倒されてしまう自分を想像して、慌ててその想像を掻かき消した。

　要さんのからかう声に反応できないでいる私を不審に思ったのか、社長が私の顔を覗のぞき込んで困ったような顔をする。

　わかってる。私があんまり真っ赤な顔をしているから、さすがの社長も呆れてるんだ。

「おい、しっかりしろよ。彼氏作ろうとしてたんだから、そういうことになるのは覚悟の上だろ？」

　確かにその通りだ。キスもその先も、ドキドキすること全部が知りたくて、私と恋愛をしてくれる相手を探していた。

　だけど今まで映画や小説の中でとっても素敵でかわいらしく見えていた恋愛にまつわるアレコレも、社長のキスのせいで、想像上のお相手が全部社長に書き換えられてしまった。

　まだ誰かはわからない、私が恋に堕ちるはずのその男性との想像は、フワフワと柔らかくて甘い綿菓子のようなものだった。なのに、社長が相手になるとそれは一気に威力を増して、私の心臓を撃ち落とすんじゃないかというほど激しく弾けて鼓動を速めようとする。さながら弾丸か爆弾のように。

　……全然かわいくない。

　社長の言葉とキスの感触ばかりが頭の中をぐるぐると駆け巡る。

　いつから？　いったいいつから社長はこんなふうになっちゃったの？

　上司と部下の間でしっかり線引きされていた境目を、社長は突然飛び越えてきた。

　薄茶色のまっすぐな瞳が私の心を掻き乱す。

　だけど、意地っぱりな私が言ってるの。『この人はダメだ』って。

　小学生だったころの小さな私が、彼のことは好きになっちゃいけないんだって警告を発している。

　絶対好きになんてならないって、ずっと前に決めた人じゃない。

　そう。社長のことは、絶対に好きにはならない。

　勝手に暴れようとする鼓動を必死に押さえつけて、私はギュッと両手を握って小さく頷いた。

　大丈夫。この人のことは、絶対、絶対に好きじゃナイ！





＊　＊　＊






　これが、合コンをきっかけになぜか社長に奪われてしまった、私のファースト・キスに関する闘争の記録。

　そしてこの日を境に、私と社長の恋愛闘争は激化の一途を辿たどることになる。










特別な存在に関する闘争の記録




「おはよう、椎名」

　そう言って、エレベーターの扉を押さえてスマートに私を導く社長。

「……おはようございます」

　この人と二回目のキスをしてしまってから、もう数日が経ったわけだけど、社長は相変わらず、普段は何事もなかったかのように接してくる。二度も私からキスを奪ったくせに、こっちのほうが拍子抜けしてしまう。

　だけど油断は禁物。隙を見せると、数日前の給湯室での失態のように不意打ちをくらうことになる。

　大体、社長はなにも考えなくても女の子をドキドキさせちゃう天才なんだと思う。なにげない言葉や仕草の端々に、女の子にモテるんだろうなあと思わせる要素がたくさんあるのだ。なにも言わなくてもこちらの気分や体調を察して、それが故意なのかどうかはわからないけど、いつも絶妙なさじ加減で気にかけてくれる。

　たとえば気持ちが沈んでいるとき、自分でも無意識のうちに望んでいた言葉をかけられれば、誰だって嬉うれしいと思ってしまう。その上さり気なく頭を撫でられたりしたら、大抵の女の子はくらくらしちゃうに決まってる。それは断じて、相手が社長だからというわけではなくて……。

　厄介なのは、社長がそれをさも当然のようにやってのけるということ。おかげで私は、いちいち跳ね上がる鼓動を必死に宥めなくてはならない。

　この人といると、まるで自分が特別な女の子として扱われているんじゃないかって勘違いしそうになる。たとえば、今みたいに……。

　事務所のオフィスはビルの八階にあるので、特に朝はギュウギュウ詰めで別の階に行く人とエレベーターに乗り合わせることになる。

　そんな中、社長は私を紳士的にエスコートした後、自然と壁際に寄せて自分の腕と身体で囲ってしまった。まるで私を守るような行動を、なに食わぬ顔であたかも染みついた習慣みたいにやってのけるからたまらない。

　こんなの、ズルい。反則だ。

　そういうことは、本当に大事に思っている女性だけにしたほうがいい。そんな気もないのに女の子をドキドキさせるなんて、ひどい男だと思う。

　私は絶対、社長の罠わなにはハマらないんだから。

　目の前にある濃紺のネクタイを睨みつけながら、なんとか別のことを考えようと努力する。

　全然ダメ。

　至近距離でチラリと見上げる社長の顔は今日も溜め息が出るほど端正で、微かに甘い香りは私の脳を麻ま痺ひさせる。

　均整のとれた身体も含めて、社長はなにもかも完璧だけど、特に私の視線を引き寄せるのはスッと通った鼻筋。私の鼻は小さくてあまり好きじゃないから、うらやましいなぁって思っちゃう。

　あ、でもいちばん素敵なのは、笑ったときにふにゃりと優しくなる目元。もちろん、こうして強い光をたたえる薄茶色の瞳もかっこいいけど……。

「どうした？」

「へ？」

　さっきまで社長のネクタイを睨みつけていたはずの私は、いつの間にか社長の顔をボーッと眺めていたらしく、私を見下ろした社長と目が合った。

「な、なんでもないです！」

　慌てて視線を逸らして俯いて、今度は自分のパンプスのつま先をじっと見つめる。

「そうか？　なんかあったら言えよ」

　社長の声が、頭のすぐ上で静かに響く。

　社長の背中には、きっとかなりの圧力がかかっているだろう。

　私も普段はギュウギュウ詰めのエレベーターでおじさまたちに押しつぶされながら、必死に踏んばっている。だけど今日は、それらを全部、涼しい顔をした社長が背中に隠してしまった。

「ほら、降りるぞ」

「あ、は、はい……！」

　私がじっと固まって俯いている間にエレベーターは八階に到着したらしく、それに気づかなかった私は社長に腕を引かれ、混み合ったエレベーターから脱出した。

　社長はそのまま私の腕を引いて歩き、オフィスのドアを開けるときにパッとその手を離した。社長の大きな手のひらに掴まれていた部分が熱を持って、その温度が私の鼓動を速くさせる。

「あら、おはようございます。やっぱり社長と梨子ちゃんは仲よしね」

　ふたりでオフィスに入ってきた私たちを見て、紫枝さんが冷やかした。

　エレベーターを降りても社長はずっと腕を掴んだままだったから、なんにも考えずについてきてしまったけど、なにもふたり揃ってオフィスのドアを開ける必要はなかったんだ。

　なにか理由をつけて後から入るとかすればよかった……。

　そう思ったけどもう手遅れで、私は紫枝さんの言葉に慌てて顔の前で両手を振る。

「ち、違いますよ。仲よしとかじゃなくて、偶然下で会っただけですから」

「ふーん、偶然ね……」

　意味深に笑った紫枝さん。社長に視線を送っているけど、当の社長は涼しい顔で知らんぷりしていた。

　先に来ていた松丸くんにも挨拶をすると、ふうっと息を吐き出して自分のデスクに荷物を置く。

　今日の出だしはあまりよくない。既に社長に翻弄されている。

　ちゃんと気合いを入れて、仕事中まであの人に頭の中を支配されることがないようにしなくては。気を抜けばすぐに視線も思考も奪われちゃって、仕事が全然手につかなくなっちゃうから。

　そりゃあ社長がモテるのはわかる。あれだけさり気なくかっこいいことをされたら、どんな女の子だって胸がキュンとなるはず。

　でも、それと私があの人を好きかどうかは別問題。あの人のことは絶対、好きにはならない。

　ファースト・キスを奪われた日から何度となく言い聞かせてきたことをもう一度頭の中で固く決意する。

　そして私がちょうどイスに座ったとき、オフィスのドアが開いて、最後のひとりが少し眠そうな顔で出勤してきた。

「結ゆう木きさん、おはようございます」

「うん、おはよう」

　そう言って私の隣のデスクにどさりと荷物を置いたのは、設計部長の結木宗そう佑すけさん。

　結木さんは社長の大学の後輩。建築士を目指していた彼を、社長がこの会社に引き抜いてきたそうだ。

　その後ちゃんと建築士の資格を取った若くて優秀な結木さんは、現在二十六歳。目も鼻も口も、あっさりとしたパーツがこれ以上ないほどぴったりの位置に収まっていて、切れ長の瞳は一見冷たい印象を与える。その見た目通り、普段は無口で無愛想なんだけど、仕事はきっちりやるし、実は優しくてちょっとおもしろい。

　私が仕事で行きづまっているときはさり気なく声をかけてくれるし、大事なお客様との打ち合わせ前で緊張しているときはボソッとおもしろいことを言って笑わせてくれるのだ。

　社員全員が揃って、今日もこの小さなオフィスでの仕事が始まった。

　ウチには営業担当がいないから、私と紫枝さんがお客様窓口みたいなことも兼ねている。設計図や仕様書に関する専門的な知識はないけれど、設計担当と依頼主様を繋ぐのが私たちの仕事のひとつでもある。

　最近、新たに取引する建築主さんからの依頼があったので、今日はその関係の仕事から取りかかる。

「安あ達だちさん、三十七歳男性。医院改装かあ」

　デスクに広げた資料を見ながら、私はポツリと独り言みたいに呟いた。

「あら、『安達医院』って、ちょっと離れたところにある内科よね？」

　私の小さな呟きを聞き取った紫枝さんが、パソコンから顔を上げてなんだか浮かない表情をする。

「はい、そうだと思いますけど……」

「あそこ、あんまりいい評判聞かないわよね……」

「え、そうなんですか？」

　驚いて目を丸くした私に、隣の結木さんも図面に目を通しながら頷いている。

　行ったことはない病院だけど、新聞の広告欄なんかでもときどき目にするし、ここら辺ではけっこう知られたお医者さんのようだけど……。いい評判を聞かないって、どういうことだろう。あまり信頼できないとか、すごく怖いとか、そういうことかな。

　私が結木さんのほうをチラリと見ると、言いにくそうにしていた紫枝さんの言葉を引き継いでサラリと言った。

「あそこのおっさん、セクハラするって有名だから」

「せ、セクハラですか？」

　予想外の言葉に間抜けな声を出すと、紫枝さんが難しい顔をしたままゆっくりと頷いた。

「そうらしいのよ。梨子ちゃんも気をつけてね。看護師さんとか、たまに患者さんにまで手を出すらしいから」

「は、はあ……」

　セクハラに気をつけるって、いったいどうしたらいいんだろう？　お客様だから、お話しないわけにはいかないしなぁ……。

「椎名」

　万が一のときのためにもなにか武器になるものでも用意したほうがいいのかなとか、あれこれ思案していたら、突然社長からお呼びがかかる。

「は、はいっ！」

　バッと振り向くと、社長の目が『こっちに来い』と言っている。

　私は手に持っていた資料を放り出すと、ビューンと社長のデスクまで飛んでいった。

　すると社長はパソコンから少しだけ視線を上げて、落ち着いた静かな声で言った。

「安達医院の件、打ち合わせは俺も一緒に行くから」

「え？　社長もですか？」

「ああ」

　め、珍しい……。

　初めの打ち合わせの段階では、建設までの日程や流れの説明をして、依頼主様の大体の希望を聞いてくる。

　入社してからすぐに覚えた仕事だし、紫枝さんにしごかれてＯＫをもらってからは何度かひとりでも行けるようになった。

　だからわざわざ社長が同行することは滅多にないんだけど……。

「そういうことだ。もう戻っていいぞ」

　もう用事は済んだとばかりにあっさりと言って、社長はそのまま作業に戻ってしまった。

「あ、はい。失礼します」

　サッと話を終わらせた社長に私もそれ以上はなにも言えなくて、とりあえずコクリと頷いてからクルリと背中を向けた。

　うーん、なにか特別な依頼主なのかな？

　首を傾げつつデスクに戻ると、紫枝さんがなんだかニヤニヤしながらこっちを見ていた。

「社長ってば、最近余裕がないっていうか、隠そうとする気がゼロよね」

　そう言った紫枝さんに、結木さんがコクリと頷く。私はなんだか訳がわからなくて、さらに首を傾げる。

「なんのことですか？」

「うふふ、いいのよ梨子ちゃんはそのままで。見てておもしろいもの」

　お、おもしろいって、私が？　いったいなんのことだろう。

　気になったけど、紫枝さんは全然教えてくれるつもりはなさそうで、鼻歌なんて歌いながら自分の仕事に戻ってしまった。

　結木さんも素知らぬ顔で図面を見つめてるし……。

　仕方ないからここは諦めて、私も自分の席に腰を下ろす。

　社長に余裕がないなんて、そんなのウソ。いつでも余裕たっぷりで、振り回されるのは私のほうなんだもん。どんなに集中しようとしても、気づけば視線が引き寄せられちゃう。

　薄茶色の瞳を鋭く細めて、とっても真剣な表情をしている社長。真摯で精悍な顔つきは、この会社に入社して初めて知った。それまでは、あんな顔をして仕事をするんだなんて想像もつかなかった。

　学生のころの社長って、勉強はできたけど不真面目だったし。

　至近距離で見る社長の伏せたまつ毛がキレイな扇形で、長くて魅力的だってことは最近知った。私にキスをする唇は、たとえ奪うようなものであっても、すごく優しく触れるんだってことも……。

　二回目のキスでは、社長のほんの少しだけ甘い大人の香りに包まれて、頭の中が真っ白になり、目の前の社長しか見えなくなってしまった。視線が逸らせなくて、呼吸の仕方を忘れてしまうほど。

　ああ、次はもっと上手に息継ぎをしよう。そしたら、きっともっと……って、違う！間違えた！　〝次〟なんてないんだった。もう二度と社長とキスなんてしないんでしょ、私ってば!!

「……椎名さん、大丈夫？　赤くなったり青くなったりプルプル震えたり忙しそうだね」

　図面から顔を上げた結木さんが変なものを見るような、うろんな眼差しを向けてくる。

「い、いえ。それほどでも……」

　ははは、と乾いた笑いでなんとかごまかす。

　私はもう一度目の前の資料に意識を集中させて、頭の真ん中に居座ろうとする社長をなんとか隅に押しのけた。

　確かに私にとって、〝西城虎鉄〟というのは特別な存在だ。それは認める。だけどそれって、好きとか恋愛感情とか全然そういうことじゃない。

　社長はたまたま近くに住んでいて、いつも楽しそうでキラキラして見えて、私のことをよくかわいがってくれた近所のお兄さん。

　それだけのはずだったのに、突然キスなんてするから、ちょっと混乱してるだけだもん。

　大体、私との間に恋愛感情はありえないって最初にはっきり言ったのは、社長のほうなんだから。




　――あれは確か社長は高校三年生で、進学先の大学が決まったころ。社長も要さんも地元を離れると知って、私は少し寂しかった。

『こてつ、もういなくなるんでしょ？』

『お、なんだ梨子嬢。寂しいのか？』

『バッカじゃないの！　寂しくなんてないし！　大体、その変な呼び方やめてよね』

『ははは、梨子ちゃんも反抗期だなぁ』

　声を上げて笑う要さんと、彼の言う通りちょっぴり反抗期だった私に拗すねたような顔をした社長。

　相変わらず社長と要さんは一緒にいることが多くて、ランドセルを背負った私を見つけては『学校はどうだった』とか、『ちゃんと飯食ってるか』とか、そんなことを聞いてきた。

　ちょうどこのころ、周りの女の子たちはクラスのどの男の子がかっこいいとか、誰と誰が両想いだとか、そんな話をして盛り上がることも増えていた。

　既に初恋を経験している女の子も多かったけど、私が見ていたのはただひとりで、同級生の男の子に対して『好き』とか『かっこいい』とかあんまりピンとこなかった。だって、その人が私の知る限り、いちばんかっこよくて優しくて強い男の人だったから。

『心配すんな、たまには帰ってきてやるし。なんかあったら連絡しろ』

　そう言って私の頭を撫でた社長に訳もわからずドキドキした。だけど……。

『俺にとってお前は特別だよ。本当の妹みたいなもんだと思ってるからな。遠慮しないでいくらでも甘えろ』

　このセリフを思い出すと、今でもなぜか息が苦しくなる。

〝好き〟だなんて気持ちは、まだ知らなかったと思う。ただ私の中に静かに芽生え始めていた小さな蕾つぼみは、『妹みたいなもんだ』と言われた瞬間、そのまま心の奥底で凍りついた。彼のことは絶対に好きになっちゃいけないんだって、子どもながらに思ったの。

　あのころの私は、それでいいと思っていた。あの西城虎鉄が『特別』って言ってくれたから。

　彼の隣に現れては消えていく他の女の人とは違う。私は、あんなふうにはなりたくない。

　そう願っていたから、彼の言う『特別』にちゃんと納得していた。ずっと虎鉄の特別でいられるならいいやって。

　それなのに、突然私の目の前に現れて自分の会社に誘ったかと思えば、挙げ句の果てにファースト・キスまで奪っていくなんて、意識するなって言うほうがムリ。大体、こんなふうに私が振り回されるのは全部社長のせいであって……。

「椎名、これ」

「ひゃあ！」

　び、びっくりした！

　自分のデスクで悶もん々もんと考え事をしていたら、突然頭の上から社長の声が聞こえて、思わず変な声が出た。

　そこで、私の思考はいつの間にかまた社長に奪われていたことに気づく。

　ダメだ、私。今日は調子が悪い。全然集中できてない。

　キョロキョロと周りを見渡すと、オフィスにいるのは松丸くんと社長と私の三人だけ。

　確か紫枝さんは建築関係を扱う雑誌の編集者さんとの打ち合わせに出かけている。結木さんはトイレにでも行ったのだろう。松丸くんは自分のデスクで設計図にかじりついていた。

　後ろから伸びてきた手が、デスクの上にドサリと資料を置く。ずしりと重そうなそれには見覚えがあった。

「あ、これって……」

「『soirソワール』の新店舗に関する資料だ。あそこの社長が明日の夕方なら時間がとれると連絡を寄越した。お前ひとりだけど、安達医院の後に行ってこれるな？」

「わ、私ひとりでいいんですか……？」

　思っていたより弱々しい声が出てしまった。

　目の前に置かれた資料は、既に設計図も仕様書もすべて揃っている。だからこれをお渡しして、ちゃんと説明ができれば大丈夫なんだけど……。

　なにしろ、このsoirという会社。老舗の有名シューズメーカーから数年前に独立したブランドで、若い女性が少し背伸びをして履くオシャレなパンプスが大人気。

　かく言う私も、高校生のときになけなしのお小遣いを貯めに貯めて買ったsoirの黒いパンプスは大のお気に入り。気合いを入れたい合コンの日とか、仕事でミスして落ち込んじゃった次の日とか、自分の気分を上げたいときは、いつも履くようにしている。

　かわいくておまけに履き心地も抜群のsoirのパンプスは、履いているだけでなんだか幸せな気分になれちゃう。

　そんなsoirが、このたびさらなる市場拡大を狙ねらう新店舗をオープンさせる。その建築デザインを我が社が担当することになった。

　この依頼をいただいてから、女の子を特別幸せな気分にしてくれるsoirに見合うデザインにするため、社長に結木さん、松丸くんが一生懸命がんばっていたのを知っている。それらを本社へ届けるともなれば肩に力が入る。

「き、緊張しますね……」

「不安か？」

　頭の上から降ってくる声に、顔を上げる。薄茶色の瞳がまっすぐに私を見ていて、どこかフワフワしていた気持ちが一気に引き締まるのを感じた。

　この会社に入社して、もう半年以上が経ったんだ。社長が任せるって言ってくれてるんだから、私だって事務所の一員としてちゃんと自分の仕事をしたい！

「わ、私に行かせてください！　がんばります！」

　さっきみたいに頼りない声にならないよう、キュッとお腹に力を入れて、はっきりと口にする。

「ああ、頼んだ」

　オフィスではいつも精悍な顔つきを崩さない社長が、少しだけ微笑んだような気がした。

　思いがけず柔らかい表情に私が思わず目を丸くすると、社長は今度こそ確かにその瞳を細めて優しく笑う。そしてデスクの上に置いてあった私の左手にさり気なく自分の手を重ねると、後ろから覆いかぶさるようにして耳元に唇を寄せた。

　自分の仕事に集中している松丸くんは、社長が突然オフィスでの〝社長の顔〟を拭ぬぐい去ったのがわからなかったのか、設計図から顔を上げる気配はない。

「なにを思い出してんのか知らねえが、顔が緩んで隙だらけだ。気をつけろよ」

　社長は別人のように低くて魅力的な声を甘く響かせながら言った。

「なっ!?」

　ボンッと頬が熱くなって肩が跳ねると同時に社長はサッと私から離れると、なにもなかったみたいに颯さっ爽そうと奥のデスクに戻っていってしまった。

　な、な、なんであの人！　しっ、仕事中なのに！

　あまりのことに驚いてポカンと口を開けたままその背中を凝視していたら、クルリと社長が振り返った。そして口の端を器用に片方だけ引き上げると、意地の悪そうな顔で笑う。

　悔しいことに、私にはそれだけであの人の言いたいことがわかってしまった。

『仕事中に余計なこと考えてるのはいったいどっちだ？』って、言いたいんでしょう。

「もうっ！」

　私はその場で地じ団だん駄だを踏みたくなるのをグッと堪えて、だいぶ前からそこに置いてあった安達医院改装の資料にもう一度しっかり目を通し始めた。

　集中するのよ、梨子！　今日は二度と社長のことを考えたりしないんだから！




　それから私は自分に宣言した通り、きちんと仕事をこなしたと思う。

　安達医院の資料にもsoirの資料にもちゃんと目を通した。今度取材を受けることになっている建築雑誌のための広告記事を確認し、何件かの電話をかけた。

　集中してバタバタと仕事をこなしていたおかげで、隙をついて社長が攻撃を仕掛けてくることもなかった。

　ふうと息をついて、今日のところはここまでにしようと思ったとき……。

「松丸くん、今日みんなで鍋パーティーでもやらない？」

　だいぶ寒くなったもの、と紫枝さんが隣のデスクにいる松丸くんに言った。

「いいですね！　鍋！　梨子ちゃんも一緒にやろうよ！」

　ぱあっと顔を輝かせた松丸くんが私を誘う。

　なんだか犬みたい。松丸くん、絶対に今、全力でしっぽを振ってると思う。

「うん！　私も行きたいです！」

「あら、梨子ちゃん珍しいわね。ついこの間まで合コンでの出会い探しに余念がないみたいだったのに」

　紫枝さんがキレイな瞳をニッコリと三日月形にさせて言った。

「あー、はは。まあ……」

『もう合コンなんて行かなくていい。俺が我慢ならん』

　社長にキスをされて、そんなことを言われたあの日から、なんとなく合コンには行きづらくて誘いも全部断っているのだ。

　するとニヤニヤと笑った紫枝さんが社長に視線を送って、そのまま声をかけた。

「社長もご一緒にどうですか？　鍋」

　てっきり断るかと思ったのに、社長は少し考える素振りを見せた。

「鍋か……いいな。俺も行く」

「ウソ！」

「え、えぇぇ」

　私の大きな声と、松丸くんのしゅるしゅると縮んでいくような声が重なる。

　社長が私たちと一緒に鍋を囲むなんて、意外すぎる。私がよく知っている高校生の虎鉄ならまだしも、こうしてオフィスで仕事をする社長からはちょっと想像できなかった。

　だってお家で鍋だよ、鍋。オシャレなレストランならまだしもさ。

「なんだ、俺が行くと問題でもあるか？」

　私たちをスッと見据えた社長に、ふたりでプルプルと震え上がった。

　や、やめてください、その目！　ただでさえ鋭い視線が完全に据わっちゃってるんだから！

　小さく縮こまった私たちを見て、紫枝さんがクスクスと笑う。

「結木くんも一緒にどう？　たまにはみんなでゆっくり、家でお酒を飲むのもよくない？」

　そう言って、さらっと結木さんを誘った紫枝さん。

　結木さんは私たち四人の視線を浴びて、あんまり考える素振りも見せずにコクリと頷いた。

　結木さんって、そういう集まりは苦手そうなのに、誘えば意外とのってくれることが多い。お酒がすごく好きだから、『今度おいしいお酒を飲みに行きましょう』って言ったら、けっこう喜んで頷いてくれる。

　こうして結木さんも加わって、五人で少し季節の早い鍋パーティーをすることになった。

　社長まで来ると言ったのには驚いたけど、事務所の五人が揃ってご飯を食べるのはかなり久しぶりだ。

　私はウキウキと弾む気持ちで、松丸くんと話をしながら先頭に立って紫枝さんの住むマンションに向かった。




　紫枝さんの住むお部屋には何度かお邪魔したことがある。駅に近い高級マンションの五階にある、ひとり暮らしには少し贅ぜい沢たくな広いお部屋。いつ来てもきちんと片付けられているし、スッキリとしたリビングの窓から見える景色もなかなかすごくて、よく晴れた今夜の夜景は一段とキレイだった。

　私たちはいったん荷物を置いて、みんなでスーパーに買い出しに行った。紫枝さんの部屋に戻ると、私と紫枝さんは、生活感漂う、だけどしっかりと整理されたキッチンで肉や野菜を切った。

　社長はそんな私たちの様子を気にしながらときどき手伝ってくれ、待ちきれなかった結木さんと松丸くんは鍋ができるより先にお酒を飲み始めていた。

　そして、みんなで鍋を囲んでお腹いっぱい食べた。

「紫枝さん！　おかわりください！」

「ヤダ、松丸くんってばホントによく食べるわね。ちょっと待って、冷蔵庫に常備野菜が残ってたと思うんだけど……」

　今日買ってきた材料は全部使っちゃったし、お酒ももうほとんど残ってない。だいぶお酒も入って、松丸くんなんて真っ赤な顔をしている。

「松丸くん、まだ食べるの？　もう出だ汁しもなくなってきてるけど……」

　ラグの上に座ったまま鍋の中を覗き込んだ私に合わせて、松丸くんも肩を寄せて覗き込む。

「あれ、ホントだ。でも俺、全然腹いっぱいにならないんだけど。梨子ちゃんももっと食べないと、腕とか折れそうだよ」

「え、そんなことないよ」

「ホントだって！　ほら、俺のと比べてみなよ」

　そう言って松丸くんが自分の腕を出すから、私も袖そでをまくって腕を並べる。松丸くんの腕にはほどよく筋肉がついていて、やっぱり男の人の腕だなぁと思った。

　学生のころは体育の授業があったり、昼休みや放課後にときどき友だちとバレーとかして遊んだりしていたけど、今ではスポーツをすることなんてほとんどなくなって、松丸くんの腕と比べたら確かに私の腕は白くて頼りない。

　うーん、たまには意識して使わないと、そのうちお肉がたっぷりついてきちゃうかもしれないな……。

「ほら、マジで細いって！　男の手なら簡単に握れちゃうよ」

　そう言って私の二の腕をガシッと掴む松丸くん。確かにすっぽり収まっている。

「それ、松丸くんの手が大きいだけじゃない？」

「違うって！　ほら見て、手首なんてホントに折れそう。女の子はね、少しくらいぽっちゃりしてたほうが柔らかくていいんだよ。抱き心地もいいし。大体いつも思うけどね、梨子ちゃんは食べる量が少ないよ。そんなことしてたらね、あるべきところのお肉までなくなっちゃうよ」

「は、はあ……」

　なにやら女の子の絶妙な柔らかさについて熱弁を奮い始める松丸くん。

　だけど、そこまで心配されるほど細くはないと思う。気を抜いたらすぐにお腹にお肉がついちゃうし、これでもけっこう気を遣ってるんだから。

「ほら、たとえばお腹とかもね、もう少し柔らかそうなほうが……ぅわ！」

「梨子、俺にもおかわり」

　私の腕をペタペタ触ってお腹にまで手を伸ばそうとした松丸くんを押しのけて、突然ふたりの間に社長が割り込んできた。

　社長の向こう側で、松丸くんがラグの上にひっくり返っているのが見える。

「あの、でも松丸くんがいっぱい食べちゃったから、もうないんです……」

「ん、そうか」

　そう言うと、そのまま私の隣に腰を下ろした。

　あっさりとおかわりを諦めたけど、そんなに欲しかったわけじゃないのかな？

　結木さんはというと、缶ビールを片手に、カウンターキッチンに置かれたイスに座っていて、その足元にいまだにひっくり返ったままの松丸くんに話しかけている。

「松丸、お前それ、いくら酒入ってるからってセクハラだぞ」

「そ、そんなぁ。結木さんまで俺を邪険にするんですかぁ？」

　情けない声を出した松丸くんを見て、社長はなぜか不機嫌な顔でフンッと鼻で笑った。

「ごめーん、松丸くん！　やっぱお野菜残ってなかったみたい」

　キッチンで冷蔵庫をガサゴソと漁っていた紫枝さんが、顔を覗かせて言った。

「あ、じゃあ私、買い出し行ってきますよ。社長もまだ食べるんですよね？」

　さっと立ち上がって荷物の中からお財布を探し出す。

「ごめんね梨子ちゃん、お金は後で渡すわね」

「椎名さん、俺、酒が欲しい」

　結木さんが手に持っていた缶ビールを一気に煽あおって、飲み干したことを示すように空になった缶を軽く振った。

「はーい」

　結木さんってば、さっきからご飯もそこそこにビールばっかりだけど大丈夫なのかな？　いったい何本缶ビールを空けたんだろう。それでも顔色ひとつ変えないところがさすがって感じだけど。少しだけ付き合わされて飲んでいた松丸くんはもうあんなに真っ赤な顔してるのに。

「あ、梨子ちゃん！　女の子ひとりじゃ危ないから俺が一緒に……ぐえ！」

「お前はそこで寝てろ」

　起き上がりかけた松丸くんを社長がもう一度乱暴に引き倒す。立ち上がって私の財布を取り上げると、また荷物の中に戻してしまった。

　ポカンとして社長を見ると、今度は自分のカバンをガサゴソと漁り始める。

「食ってんのは松丸で、飲んでんのは結木だろ。お前らが金使う必要はねえよ」

　そう言うと、探し当てた自分の財布をズボンのポケットにしまい込んだ。

　そのままなにも言わずに歩きだした社長の背中を見つめていたら、社長が玄関の前で足を止めてクルリと振り返った。

「梨子、行くぞ」

　片方の眉毛を器用に上げて、『なんで付いてこないんだ』って言いたそうな顔をしている。

「あ、はい！」

　わ、私も一緒に行っていいんだ！

　なんとなく嬉しい気分になって、玄関のドアを開けた社長の後を慌てて追いかける。

　紫枝さんがキッチンで、「ちゃんと帰って来てね～」なんて笑いながら声を上げた。




「うわー、やっぱり夜は外、冷えますね」

「バカ、上着くらい持ってこいよ」

　外の冷えた空気に触れて腕をさすった私に、社長が呆れたように言った。小さい子どもを咎とがめるような口調に、つい頬を膨らませる。

「だ、だって社長がどんどんひとりで行っちゃうから……」

　私が口の中でモゴモゴと言い訳をすると、サラリと自分の上着を脱いで肩にかけてくれた。

　ほらね、この人。人に優しくするときは、いつもしかめっ面なんだから。

　キュンと音を立てた胸をごまかすように、社長の上着をキュッと握って掻き合わせると、その腕を社長が優しく掴んで言った。

「お前はこっち」

　腕を引かれて、歩く場所がクルリと入れ替わる。

　白線で区切られた狭い路側帯から少しだけはみ出して歩く社長のすぐ横を、一台の車が通り過ぎていく。

　こういうことをされるたびに、やっぱり社長ってモテるんだろうなと思う。

　だけど自分がされるのはちょっとだけ嬉しくて、少しだけ困る。胸の奥がキュンとするこの気持ちをどう処理すればいいのかわからない。

　モヤモヤした気持ちと戦っていると、社長が私の腕を掴んでいた手を滑らせて、そのまま左手をすっぽりと包み込んだ。

　思いがけず、社長に手を引かれながら歩く。

「しゃ、社長……、あの……」

「お前と手ぇ繋いで歩いたことはなかったかもな」

　戸惑う私を無視して、社長は前を向いたまま言った。

　確かに、小学生だったあのころでさえ社長と手を繋いだことはなかったかもしれない。

　私の手のひらより硬い感触がすごくリアルで、私はとっさに顔を俯けた。

　こんなの大したことない。社長だってケロッとしてるじゃない。私はもう二十一歳で大人になったんだから、手を繋いだくらいで動揺したりしない。

　自分に言い聞かせるのに、胸をキュウキュウと締めつける痛みは消えてくれない。

　そっと顔を上げ、社長の背中を見上げる。ふと視線を横に逸らせば、小高い団地から見下ろす街に灯る明かりが、星のようにキラキラと光っている。視線を巡らせて空を見上げると、ふたりの頭上には、はっきりと見てわかるくらい星が瞬いていた。

　空気は澄んでいて、ツンと尖った冬の気配がすぐそこに近づいている。手を引かれたまま目を閉じて、肺いっぱいに空気を吸い込んだ。

　あまりに心地よいひとときに、この時間が少しでも長く続いてくれたらいいのになぁと思ってしまう。

　社長は今、なにを考えてるの……？

「……社長」

　私の前を歩く社長の背中を見つめながら、ポツンと呟いた。

「んー？」

　私と同じように少し空を見上げながら歩いていた社長が、気の抜けたような返事をする。どうやら今はもう完全にオフモードらしい。

　私ばかりこんなふうにドキドキさせられてるなんて不公平だ。

　私はムッと唇を尖らせた。

「……あのころは手も繋がなかったのに。今は、き、キスまでできちゃうんですか」

　私だけが意識してるのが悔しくて、ちょっと意地悪のつもりで俯きながら言ってみた。

「あ？　なにを拗ねてんだ」

「だ、だって……」

　顔を上げると、私の手を引く先で社長が私を見下ろしていた。

　目尻が下がって、社長が本当はすごく優しい人なんだってことがすぐにわかっちゃうような顔に、心臓が大きく音を立て始める。それにつられて身体中がドキドキと脈を打って、なんだか涙が出そうになる。

　外に出たときは肌寒いって思ったのに、今はホカホカとあったかいくらい。

「……い、って言ったくせに」

「ん？」

「私のこと、い、妹みたいって、言ったくせに！　それなのに、突然キスするなんて、そんなの……」

　そんなの、ズルい。こんなに私を混乱させておきながら、どうして社長ばっかりそんなに普通なの？

　唇を噛かんで歩調を緩めた私に合わせて、社長がそっと足を止めた。

　繋いだ手はそのままに、反対の手がためらうことなく私の頬を撫でて、親指が唇の上を滑っていく。そして噛み締めた唇を開かせた。

「そりゃお前、さすがに小学生に手ぇ出すわけにはいかねえだろ」

　見上げた先で、呆れたような顔をした社長が眉を下げて笑った。

「俺はお前とガキみてえな恋愛ごっこがしたいわけじゃねえからな」

「だ、だったらなんで今は……」

「今はもうガキなんかじゃねえだろ」

　私の唇を撫でていた社長の指先が、突然熱を帯びたように感じた。

　その熱がどんどん広がって、いつかのまま心の奥で凍りついている小さな蕾を優しく目覚めさせる。私の意地っぱりが、へなへなと溶かされてしまう。

　社長の固い指先が私の顎を持ち上げた。

　ああ、どうして私は抵抗できないんだろう。もう社長とはこういうことはしないって決意したのに。

　頭ではわかっていても、私の身体は勝手に社長を求めてしまう。

「梨子」

　社長に名前を呼ばれると、魔法にかけられたみたいに私の身体は社長の思い通りになる。

「もうお前になにをしても周りに文句を言われないくらいには大人になったつもりだ。だからお前を迎えに行った」

　繋いだ手がびっくりするくらい熱く感じ、私を見つめる薄茶色の瞳はゆらゆらと燃えている。彼の視線に釘付けにされて、今度はその瞳の中で燃える炎が私の胸の中にも灯されるのを感じた。

　私はポーッとその薄茶色の瞳を見返して、部屋で私たちの帰りを待っているみんなのことを少しだけ思い出した。

　紫枝さん、結木さん、それから松丸くん。ちょっとだけ、遅くなっても許してね。

　私の身体は全身が心臓になったみたいにドクンドクンと脈を打っている。

　身体だけでなく心までもが制御不能で、目の前の社長に操られたいんだって言ってるみたい。

「梨子の全部を俺でいっぱいにしてやりたい」

　いいか？って、わざと確認するこの人は、ホントにズルい人。

　甘い雰囲気の中、見つめ合って、顔を近づけて、そっと目を閉じる。

　これじゃあ、まるで私の理想のキスじゃない。

「しゃ、ちょ……」

「バカ。こういうときくらい、名前で呼べよ」

　私の唇の上で囁いて、叱るように甘く下唇を食はむ。

　ああ、もう大変だ。さっきからめまいが止まらない。全身の血が逆流して、頭がフラフラしてる。……そう、だから私が抵抗できないのは仕方のないことでしょ？

「……虎鉄」

　久しぶりに呼んだ名前は、音になった瞬間にふたりの唇に触れて溶けてしまった。

　凍てついた心の奥で、蕾がもう一度花を開こうとしている。今度は前よりも、もっと強く……。




　私と社長の恋愛闘争。

　三回目のキスでは、ちゃんと上手に目を閉じることができた。

　あのころの〝特別〟は、妹みたいって意味らしいけど、それなら今は？　三回目のキスでメロメロにしちゃった私のことを、社長は今でも〝特別〟って思ってるの？

　そんなふうに考えちゃう私は、社長にかなり振り回されている。

『絶対に好きじゃナイ！』と一度宣言してしまった手前、社長とのキスを数えるたびにどんどん夢中にさせられているだなんて、そう簡単には認めたくない。

　だけどここ最近は、甘すぎる攻撃を防ぎきれなくて押され気味の模様です。










独占欲に関する闘争の記録




　このごろ、よく夢を見る。胸の奥に押し込めていた、あのころの社長の夢を。

　ファースト・キスを奪われた日から、むくむくと膨れ上がる社長の存在は、もう私の力ではコントロールができない。

　そして昨日、久しぶりにあの人を『虎鉄』と呼んだ瞬間から、私の胸の中では、確かになにかが芽生え始めている。

「こてつ！」

　ああ、たぶんこれは、私が小学校二年生のころ。赤いランドセルをカチャカチャと鳴らして、少し前を歩いているふたりの背中を追いかけている。

　まだ新しい高校の制服を着た社長と要さんが振り返る。

「お？　どーした、梨子嬢」

「こてつとかなめ、また悪いことしたでしょ！　せんせーが言ってた！」

「先生？　お前のか？」

「うん！」

　元気よく頷いてみせた私に、社長が渋い顔をする。

　この日のクラスのホームルームで、担任の先生が言っていた。

『夜遅くまで近くの海で花火をしていて怒られたお兄さんたちがいます。これからは夕方でも明るいけど、ちゃんと五時にはお家に帰りましょう』って。

　私の通っていた小学校はもちろん社長と要さんの母校でもあったし、地元の小さな町ではそういう話が回るのも早かった。

　先生はそのときお兄さんたちの名前は出さなかったけど、私はピーンときた。

　ホームルームが終わってからこっそり先生のところに行ったら、さっきの社長みたいに渋い顔をした先生に言われたのだ。

『椎名さんは大きなお兄さんたちと仲よしみたいだけど、あんまり悪いことを真似しちゃダメよ』と。

「ははは！　有名人じゃないか虎鉄、小学校にまで知られてるぜ！　恥ずかしいヤツだなー！」

「うるせー！　お前もだろうが、笑うなアホ！」

　ケラケラと笑う要さんの声が、気持ちよく晴れた夏の空に吸い込まれていく。

　その日の昼休みに学校の友だちとある話題について話してから、ずっと社長に会えたらお願いしようと思っていたことがあった。

　私はふたりの背中を見つけた瞬間からワクワクしていた胸をキュッと押さえて、踊り出しそうな手足をなんとか落ち着かせる。そして、精いっぱい背伸びをした。見上げる社長に、ほんの少しでも近づけるように。

「こてつ、今度の夏祭り、りこも連れていって！」

「夏祭り？　あー、でも俺ら、たぶん夜遅くまで騒いでるだろうし……。梨子嬢は友だちと行ったほうが楽しいぞ？」

「ううん！　りこ、こてつと行ったほうが楽しい！」

「でも、女の子はなあ……」

　渋る社長に、私は一生懸命に食いついたっけ。なんだかんだ言って、あのころの社長は私に甘かったから。

　夢を見ながら、あのころを思い出す。

　眉を下げて困った顔をした社長は、なんとか私を説得しようと「アイスを買ってあげよう」とか「夏休みになったら釣りに行こう」とか、次々に魅力的な交換条件を差し出してきた。それでも私は、絶対に『わかった』とは言わなかった。

　夏祭りに行きたかったのは本当だけど、もっと本音を言えば、たくさんの人に見てもらいたかったんだと思う。

　虎鉄の隣を歩くひとりの女の子として認められたかった。私は虎鉄と仲よしなんだって、みんなに言って回りたかった。

　まだ小さな女の子でも、そんな気持ちだけは一人前に持っていたものだから、アイスや釣りじゃ意味がない。大体、アイスはいつでも食べられるし、釣りなんて社長だってしたことなかったくせに。

　私は、たくさんの人がいて、ワクワクする不思議な魔法のかかった場所に、社長と一緒に行きたかった。

「それに、こてつ、この前女の子と一緒にいたよ！」

〝女の子だからダメ〟なんて言い訳は通用しないよって意味を込めて言う。

　このころの私は本当に怖いもの知らずというか、困った顔をする社長に遠慮しようとか、そんな気持ちはちっともなかった。

「くくく、見られてるな虎鉄。ゆきのことかな？　それともさおりかな？」

「黙れ、要」

　鋭い目をした社長が要さんを睨みつける。それから私を見下ろした社長は強い視線をすぐに緩めて、眉を下げながら、わがままな私を諭すように言った。

「だけどな、梨子嬢。俺たち、たまに悪いことしちゃうんだぞ、ケンカとか。そしたら先生に怒られるぞ」

「いいの！　りこ、せんせーに怒られてもいい！　こてつと行きたい！　悪いこと、りこにも教えて！」

　こんなふうに堂々と素直にわがままを言えたのは、いったいいつごろまでだろうか。

　目をキラキラさせながら大胆で超直球な〝おねだり〟をした私に、社長も要さんもたっぷり三秒は固まった。社長なんてポカンと口を開けたまま私を見下ろしていた。

「……おーう、梨子ちゃん。録音するから、今のもう一回言ってもらっていいかな？」

　先に衝撃から抜け出した要さんは、なにを思ったのか、社長の呆ほうけた顔を見てニヤニヤしながら言った。

「ふざけんな、アホ。俺はお前にそういう趣味があったら、今後一切口は聞かん」

　要さんの声に反応した社長は、眉み間けんにシワを寄せて威嚇するように要さんを睨む。

「なんだよ、冗談だろ。虎鉄だって固まってたじゃん」

　要さんがそう言うと、社長は珍しくアタフタと慌てていた。

「バカ、これは驚いて固まってただけだ！　断じて揺らいでねえからな！」

「はいはい、今はそういうことにしといてやるよ」

　そう言った要さんが私の前にしゃがみ込んで、視線を合わせる。

「梨子ちゃん、ごめんね。俺たち、夜遅くまで遊ぶと思うし。先生はよくても、お父さんとお母さんに心配かけちゃダメだろ？　だから、梨子ちゃんがもう少し大きくなったら一緒に行こう」

　眼鏡の奥の切れ長の瞳がこうして私と同じ目線に下りてくることはあまりなかったから、いつもヘラヘラしている要さんの話だけど、真剣に聞かなくちゃいけないと思ってしまう。まっすぐに視線を合わせると、どうしても要さんに反抗することはできなかった。

　小さな私はつんと唇を尖らせたけど、見上げた社長もあんまり困った顔をするから、仕方なく頷くことにした。

「……りこ、大きくなったら、こてつと一緒に夏祭り行ける？」

「だってよ、虎鉄」

「あ、当たり前だろ！　夏祭りでもなんでも連れてってやるよ」

　だから、早く大きくなって追いついてこいよ。それまで、待ってるから――。

　あれ、これは本当に社長が言ったセリフだったっけ？　それとも私の記憶違いかな。夢の中の社長が勝手に言っただけかも。

　いずれにしろ、高校を卒業して地元を離れた社長と夏祭りに行けたことは一度もなかった。




　そして私は今、社長とふたりで電車に揺られている。もちろん、行き先は夏祭りじゃない。目的地は、安達医院。

「だいぶ混んでんな。大丈夫か？」

「は、はい……」

　電車の中はギュウギュウ詰め。

　いつもはこんな時間に混まないはずなのに、どこかで人身事故があったらしく、朝のラッシュ時のように電車は満員状態。しかも、電車に遅れが出てしまったせいか、みんなどこかピリピリしている。

　私の目の前には社長のネクタイ。その胸にくっついてしまわないようになんとか必死に踏んばっていた。

「あっ！」

　電車が大きく揺れて、思わず喉の奥で声が弾けた。

　右から左からいろんな人の身体にぶつかって、少しだけ立ち位置がズレてしまう。目の前の社長にもたれかかってしまわないように、一生懸命両足で自分の身体を支えた。

　なんとか揺れに耐えて、ふうっと小さく息をついたとき……。

　ん、あれ？　ま、待って待って。なんか、足の間に……。

　踏んばるために少し開いた足の間に、後ろのほうからなにかが割り込んできたのがわかる。

　す、スカートがめくれちゃう！　なに？　カバンかな？　それとも誰かの足？　ど、どうしよう……！

　開いた足をなんとか閉じようとアタフタしていると、突然誰かの腕が腰に巻きついた。そのまま腰をグンッと抱き寄せられて、目の前の社長の硬い胸に思いっきりダイブしてしまった。

　どうやら私の腰を引き寄せたのは社長らしい。社長の白いシャツに触れた頬が、微かに刻む鼓動を聞き取って、私の心臓が大きく脈を打つ。

「あ、あの……社長……！」

　このままじゃ私の心臓がもたなくなるのは目に見えていて、なんとか腕の中から抜け出そうとモゾモゾと暴れるが、社長が少し腕の力を強めただけでそんな抵抗は簡単に封じ込められてしまう。

「いいから、ちょっと大人しくしてろ」

　ぴったりとくっついたままでしゃべるから、社長の声がダイレクトに頭の中で響く。なぜか肌がぞくぞくと粟立って、身体がちょっとだけ震えた。

　さらに、このままじゃ私の心臓の音も聞こえちゃうんじゃないかと思うくらいギュッと抱き寄せられる。

　社長から漂う微かに甘い香りが鼻先を優しくくすぐる。

　いつも不思議に思うんだけど、これってなんの匂いなんだろう。香水にしては清潔感があって、柔軟剤にしては蠱こ惑わく的てきすぎる。

　その正体を突き止めたくなって、つい頬に触れているシャツに意識を集中させてしまうと、その向こうにある男らしくて硬い胸にまで思考を奪われる。

　社長は決して逞たくましい体型ではないけど、すらりと均整のとれた身体で、抱きしめられれば包み込まれるような安心感が……ってダメ。余計なこと考えちゃ。こんなに密着しちゃうのは満員電車だから仕方ないことで、全然普通のことなんだから！　だから私の心臓、これ以上ドキドキ暴れないで！

　これ以上思考を乱されることがないように、視線を鼻先のネクタイに集中させる。ひたすらその模様を辿って気を紛らわせるしかない。

「チッ、もう少し端に寄れたらいいんだけどな……」

　じれったそうに頭の上から降ってきた声は私の耳にもちゃんと届いていたけど、私はネクタイの模様から決して視線を離さず、特に返事もしなかった。

　だって、今の私は余裕がなさすぎる。心臓が破裂寸前だ。

　いくら不可抗力でも、こんなに長い間近くに社長を感じているのは初めてなんだもん。エレベーターの中ではどんなに長くても、オフィスのある八階に辿り着くまでせいぜい三分。だけど事務所の最寄り駅から今回の目的地がある駅までは二十分近くあるわけで、つまりこの状態があと十五分は続くということで……。

「おい、梨子」

「は、はい！」

　社長の低い声が耳元で響くから、思わず顔を上げた。

　あ、ちょっと……ヤバい。なぜか昨日のキスのこと思い出しちゃった。

　私が目を閉じると、社長は繋いだ手をグッと引き寄せた。私の頬をすべる手がゆっくりと髪を撫でて、首すじに触れて……それから力強い腕が私をしっかりと閉じ込めた。ギュッと抱きしめられた私はどんどんそのキスに夢中になって……って、ヤバいヤバい！　ダメ！　これ以上は思い出しちゃダメ！

　あの甘い雰囲気に酔いしれて、素直に目を閉じてしまった自分を思うと、今さらながら頬がカアッと熱くなる。

「なんだ、顔赤いな。大丈夫か？」

「だ、大丈夫です……」

「ちょっとでも変だと思ったらすぐに言えよ。我慢すんな。というか、他の男に触らせるなんて俺が我慢ならん……」

　誰に聞かせるわけでもなく呟かれた社長の声は、しっかりと私の耳にも届いた。だけど、その意味をなるべく考えないようにする。勤務中なのに、社長が私のことを『椎名』ではなく『梨子』と呼んだ、その意味も。

　そうして私は社長にぴったりと抱き寄せられたまま、暴れる心臓をなんとか抑え込み、安達医院の最寄り駅までを耐えた。

　爆発しなかったのはきっと奇跡だと、この想定外の奇襲を耐え抜いた心臓に半ば本気で感謝した。




　安達医院は、降りた駅からさらに十五分くらい歩いた場所にあった。

　近くに学校があるみたいで、ちょうど昼休みの時間なのか、子どもたちがワイワイ騒ぐにぎやかな声が聞こえてくる。

　外装は古いように見えたけど、清潔に保たれたごく普通の小さな病院。ここもちょうど昼休みの時間帯なのか、医院の中に患者さんの姿は見当たらない。

　受付で社長が名刺を見せて軽く挨拶をすると、看護師さんに案内されて待合室を抜け、応接室のような部屋に通された。

　低いソファに腰掛けて、柔らかい光が取り入れられた白い部屋を見渡す。大きな掛け時計が、ゆっくりと時間を刻んでいた。

　しばらくして、さきほどの看護師さんが温かいお茶を出してくれた。

　社長と並んで座り、安達医院長がやってくるのを待つ。黒くてややくたびれたソファに低く腰が沈んで、ふたりぶんのシワを作っていた。

「社長」

「ん？」

　医院長がやってくるまでしばらく時間がかかりそうなのをいいことに、ずっと気になっていたことを聞いてみることにした。

「ここの医院長さんって、特別なお客様なんですか？　初めの打ち合わせで社長が同行するのって、珍しいですよね？」

「そうか？　soirのときは梅村とふたりで行ったけどな」

　そりゃ、soirはそうかもしれないけど……。だって〝あの〟soirだしさ。それは充分〝特別なお客様〟になると思う。

　安達医院はごく普通の町医者だし、社長と医院長が特に知り合いということでなければ、わざわざ社長が同行する理由が思い当たらない。

　入社したばかりのころは、紫枝さんも一緒に三人で打ち合わせに出向いたことも何度かあった。だけどこうして社長とふたりで来るのは初めてだった。

　素知らぬ顔をする社長の横顔をじっと眺めていたら、社長がふとこちらを見て諦めたように笑った。

「ちょっと気になっただけだ。職権乱用とか言うなよ、部下を守るのも上司の仕事だろ」

『気になった』って、紫枝さんと結木さんが言っていた、セクハラするとかしないとかの話かな。そんなの心配ないのに。わざわざそのために付いてきてくれたの？　それなら常に忙しい社長じゃなくても、松丸くんでも結木さんでもよかったはずだ。

　私がさらにじっと見つめても、この話は終わりとばかりに社長はまたサラリと目を逸らしてしまった。

　まあでも、初対面でしかも隣に男の人がいれば安心だよね。それが社長ならなおさら効果は大でしょ。だってこの人、普段は隠してるけど、その気になったときは相当目つき悪いもん。

　迫力のある鋭い瞳に睨まれてブルブル震える松丸くんを思い出し、笑いを堪えていると、小さな音を立てて開いたドアから白衣を着た男性が部屋に入ってきた。

「すみません、お待たせしました」

　こ、この人が安達医院長だよね。思っていたより若い気がする。

　部屋に溢あふれる光を浴びて、医院長の髪の毛は明るい茶色に見えた。柔らかい微笑みを浮かべる顔は健康的な色をしていて、親しみやすそうな人だと思う。羽織っている白衣にはきちんとアイロンがかけられていて清潔感があった。

　私と社長がソファから立ち上がると、医院長はいったんその場を離れて窓に近づき、そのままカーテンを閉めてしまった。

　あーあ、なんで閉めちゃうんだろう。気持ちよく晴れた秋の午後って貴重だと思うんだけどなあ。

　光の閉ざされた部屋には、冷たい蛍光灯の光だけが残った。

「お待たせしてしまって申し訳ありません。この病院の医院長の安達といいます。このたびはよろしくお願いします」

　医院長がニッコリと笑って挨拶の言葉を口にして、私たちの前にあるソファに腰を下ろす。

　私はソファに座り直しながら、医院長のちょっと丸い鼻とか厚めの唇なんかを見ていた。

　なかなか体格のいいほうだけど、ニコニコしていて柔らかい雰囲気のある人だ。

　チラリと横を見ると、スッキリとまっすぐに通った社長の鼻筋が目に入る。社長はよそいきの表情で口角をキュッと上げて、いつもの半分くらいの威力になった薄茶色の瞳に少しだけ緊張の色をはらんで安達医院長を見ていた。

「静かでいいところですね」とか、「最近はもうだいぶ肌寒いですよね」とか、私が適当にそんな話をしている間も、社長からは本題を切り出すつもりはないみたいだった。

　なぁんだ、本当にただの付き添いなんだ。

　私たちと医院長との間に置かれた、背の低いテーブル。私はそこにいくつか資料を広げてから、医院長の顔を見上げて言った。

「えっと、今回は医院改装ということでしたよね」

「はい、そうなんですよ。この建物は祖父の代からのものなので、もうだいぶ古くて。知り合いに聞いたら、西城社長の建築デザイン事務所が評判いいという話だったので」

　ニッコリと笑って言ってくれた医院長につられて、私もつい笑顔になる。

「そうだったんですか。ありがとうございます」

　なんだ、けっこう感じのいい人じゃん。ちゃんと私のほうを見て話してくれるし、ずーっとニコニコしてるもん。

「改装にあたって、なにかこだわりや強いご希望などはありますか？」

　それまで黙っていた社長が静かな声でそう言った。

「え？　あ、ああ、そうですね……」

　社長の問いかけに、安達医院長がしどろもどろで答える。まっすぐな社長の視線と目が合ってから、突然視線が忙しなく動きだす。

　どうしたんだろ？　私と話してるときは、ちゃんとまっすぐ見てくれてたのに……。

　引きつった顔で社長と話す医院長を見て、私は首を傾げた。チラチラとたまに私のほうを見るけど、なにを伝えたいのかイマイチわからない。

　いくつか質問を重ねる社長に、どこか上の空で答える。そんな医院長を、社長はまっすぐな視線で捕らえるようにして見ていた。

　そのうちに、私にもやっとわかった。

　医院長は、社長が手元の資料に目を落とすたび、確認するように私のほうへと視線を走らせる。なにか言いたいことがあるのかと思ったけど、それにしては目が合わない。社長に声をかけられれば慌ててそちらに視線を戻すも、ふと気づくとじっと私の膝のあたりに目線を定めていて、私と目が合うと曖昧に笑ってキョロキョロと顔を動かした。

　そう。医院長が見ているのは、〝話をしている人〟じゃなくて、〝私〟だった。ううん、もっと正確に言えば私の……。

　私は、低いソファに座っているせいで太ふと腿もものほうまでずり上がってくるスカートの裾すそをギュッと握って、膝をぴっちりと閉じた。

　それでもストッキングに包まれただけの脚を隠すものはなにもなくて、居心地の悪さに軽く俯いて唇を噛みしめた。

　今日はいている鮮やかな青色のタイトスカートは、シルエットがキレイに見えるお気に入りの一枚でもある。私はそんなに背が高いほうではないし、あまり丈の長いスカートはバランスが悪く見えてしまって似合わない。だからこのスカートは、立ち上がったときに下品にならないほどのちょうどいい丈だと思う。

　こんなふうに深く腰が沈むようなソファでなければ、普通に足を閉じていれば下着が見えるような心配もないのに……。

　確かにこれを選んじゃったのは不用心だったかもしれないけど、紫枝さんや結木さんの話を聞いたからって、警戒しすぎるのも失礼だと感じていた。だって、相手はこれからお仕事させてもらうお客様なんだもん。

　そう思っていたけど、今はパンツにしてくればよかったかもと少し後悔している。

　ずり上がってしまう部分を気にして動けば動くほど、スカートはどんどん太腿を露出させていく。見えていて当たり前の膝下すら、今は隠してしまいたい気分。

　腰を浮かせて一度キレイに整えて落ち着きたかったけど、私が動くたびに医院長がめざとく視線を移すから、あまり大きく動けば下着が見えてしまいそうで、それすらままならない。

　最初はチラチラと見るだけだった医院長の視線も、スカートの奥を見透かすような露骨なものになっているような気がする。……でも、私の気のせいかもしれない。

　お客様に対して失礼なことは言えないし、露骨に態度に出すのも自意識過剰な気がする。

　だけど気になりだすとどうしようもなくて、絡みつくような居心地の悪い視線に身をよじったとき……。

「え？」

　膝の上に、社長の紺色スーツの上着がパサリとかけられた。

　それを見て、医院長が慌てて私から視線を逸らす。

　社長の上着に遮られて、一気に居心地の悪さから解放されたみたいだった。

「あ、ああ、す、すみません。もうだいぶ寒い時期ですもんね、空調の温度を上げますか？」

　アタフタと慌てる医院長に向かって、社長がきっぱりと告げる。

「いえ、お気遣いなく。彼女はもともと寒がりなので」

　私は別に寒がりでもなんでもない。社長は適当なことを言っているのだけど、柔らかく笑った表情は、お客様に対する礼儀を完璧にわきまえたものだった。

「ですが、できれば膝掛けかなにかを貸していただけたらありがたいですね。彼女の脚がすっかり隠れるほどのものを」

　もしここに来ていたのが私ひとりなら、きっとこの打ち合わせが終わるまでなにも言えず、その居心地の悪さを我慢していたと思う。それどころか、視線にさえ気づかず、ニコニコとよく話を聞いてくれるいい人だなあなんて思っていたかもしれない。

　医院長が慌ただしく看護師さんを呼んで、社長の手で私の脚に大きな膝掛けがかけられた。

　その後は社長が笑顔で淡々と設計に関する話を進めたが、私はその全部をどこか遠い出来事みたいに感じていた。自分がなにをしゃべったかよく覚えていなくて、心臓の音ばかりが大きく聞こえる。

　変だ、すごく変。

　今のは、社長が自分の会社の社員である私をさり気なく気遣ってくれただけ。

『部下を守るのも上司の仕事』と社長が言っていた通り、私を特別扱いしたわけではない。もしここにいたのが私じゃなくて紫枝さんだったとしても、社長は同じことをしていたと思う。それがたとえ見知らぬ女の人だったとしても、同じようにサッと庇かばえちゃうのがこの人だって、わかっている。

　甘い囁きを受けたわけでも、ましてやとろけるようなキスをされたわけでもない。それなのに、今まで経験したことがないほどきつく胸を締めつけられる。キュウッと音がするんじゃないかと思うくらい。

　今のは私の記憶にいる虎鉄じゃない。お仕事をしている、大人になった虎鉄。

　理解しているのに、今の虎鉄を……たった今隣にいる社長まで、私の心の中に閉じ込めてしまいたくなる。記憶の中の虎鉄も、手を伸ばせば触れる距離にいる社長も、全部、全部、私のものって言いたくなるの。

　夢で見た、社長を夏祭りに誘った小さな私が抱いた気持ちと同じだ。

　名前を知らないこの感情が、どんどん膨れ上がって私を支配しようとしている。

　ああ、どうしよう。これってかなりマズイと思う。近ごろの甘すぎる攻撃で疲労困こん憊ぱいだったから、今のはちょっと致命的かも……。




　安達医院での打ち合わせが終わってからも私はなんだかボケーッとしちゃって、どこを歩いたとか意識もせず、ただ社長の背中を追いかけて電車に乗った。

　そのまま社長と一緒に電車を降りると、そこは事務所の最寄りの駅だった。

「椎名、電車間に合いそうか？」

　時計を見ながら言った社長の言葉に私はハッとして、この後soir本社に向かうという大事な仕事が残っていたことを思い出す。

　安達医院での打ち合わせは無事に終わったけれど、実は予定よりだいぶ長引いてしまっていた。そのため、soirの高たか瀬せ社長と約束している時間にはギリギリ間に合うくらい。

「た、たぶん大丈夫です！　予定してた電車には間に合わないけど、もう一本遅い特急でも約束の時間には間に合うと思います」

　私は近くの柱に掲げられた時刻表を見て、電車の時間を計算しながら答えた。

　ここからsoir本社まではだいぶ距離がある。タクシーに乗って下手に渋滞に引っかかったりするよりも、おとなしく次の特急を待ったほうがよさそうだ。

「ん、わかった。じゃあ俺はあいつらに仕事丸投げしてきてるから戻るけど、ちゃんと切符買って時間も……」

「大丈夫ですよ！　電車くらいひとりでも乗れます。もう小学生じゃないんですから」

「……そうだな」

　社長が眉を下げて優しく笑う。

　それでもまだ少しだけ心配そうに私を見つめてから、なにも言わずにくるりと背を向けて歩きだした。

　地元から出てきたばかりのころは、ひとつの駅にたくさんホームがあることに慣れなくて、電車に乗るのもひと苦労だった。でもこの街に出てきてもうすぐ初めての冬を迎える今では、社長の手助けがなくたってちゃんと電車にも乗れるし、この資料もしっかり高瀬社長に渡してこられる。

　胸の中にムクムクと力が湧いてくる感覚がして、遠ざかる社長の背中を眺めていると、急に今の気持ちをきちんと伝えたいと思った。

「社長！」

　大きな声で呼びかけると、ちゃんと振り向いてくれる。

　ヤダな。こんなことが嬉しいなんて、もうずいぶん重症かもしれない。

　だけどそれを認めるには、まだ少し意地っぱりが邪魔をする。だから私はとにかく今感じる気持ちを精いっぱい込めて、離れた場所に立つ社長にもちゃんと届くように言った。

「ありがとうございました！　行ってきます！」

　雑踏の中で、少し笑った社長が片手を挙げて応えてくれる。

　私は自然と頬が緩むのを感じながら、人混みの中に消えていく背中を見送った。

　憧れのsoir本社に、みんなが一生懸命作った資料をひとりで届けに行くのは少し緊張するけど、高瀬社長にみんなのがんばりをちゃんと見てもらえるよう、私もがんばらなきゃ。

　腕に抱えた資料をギュッと持ち直して、次の特急を待つために待合室へと向かった。




　混み合う待合室で空いているイスを探して座り、特急が来るのを待つ。

　soirのことを考えていたら緊張しちゃうから、なにか別のことを考えよう。

　そこで私は、近ごろ私の中に芽生え始めた、社長に対する甘くて胸を締めつける気持ちについて、少し冷静に考えてみることにした。

　……これってきっと〝独占欲〟って言うんだろうな。社長の全部を自分のものだと言ってみたいなんて、すごくわがままな気持ち。

　オフィスでは滅多に見せない優しい笑顔も、低くて甘いあの囁きも、とろけるように私を夢中にさせちゃうあのキスも、私だけが知っているものだったらいいのに。全部、全部、私だけの社長だったらいいのに。

　私のファースト・キスの相手は社長だった。次も、その次もそうだった。だけど、社長は……。

　高校生だった社長の隣に、入れ替わりに現れてはいなくなる女の子たち。あの中に、社長の初めてのキスの相手もいたのかな。

　そう考えると、少し寂しい気持ちになるのと同時にすごく不安にもなった。

　社長が私をかわいがってくれていたのは、ふたりの間に恋愛感情なんてありえなかったからかもしれない。私たちの関係はせいぜい兄妹のようなものだったはずなのに、キスなんてしちゃったから、もう確実にあのころのふたりではなくなった。私は社長を独り占めしたいなんて思っちゃうし。しかもそれは、もう小学生の私が持っていた幼い独占欲なんかじゃない。

　この気持ちが社長にとってすごく迷惑なものだったら？　キスは単なる気まぐれで、『もう飽きてしまったから、ただの地元の知り合いに戻りたい』なんて言われたら？　想像しただけで、俯いた目に涙が浮かび、慌てて首を振る。

　別にそれならそれでいいじゃん。社長が突然キスしたりするから、困ってたんだし。

　涙がこぼれてしまわないように、顔を上げて必死に自分に言い聞かせる。

　そうだよ。大体、社長のことなんて好きでもなんでもなかったんだもん。絶対、絶対に好きじゃナイんだから……。

　心の中でそう呟いたとき、どうしてか堪えきれずに涙が溢れた。

「あー、もう。なんで……？」

　私、全然泣き虫じゃないのに。

　社長のことを考えて、ひとりで不安になって泣くなんて、これじゃあまるで……。

　目の端に浮かんだ涙を拭ったとき、ふいにスピーカーを通して駅員さんの声が届いた。少しざわつく待合室で、耳を澄ます。

『……お急ぎのお客様には大変ご迷惑をおかけしますが、ただいま四十分ほどの遅れで運行しております。当駅への到着予定時間は……』

　え、ウソ……。待って。遅れてる電車って……。

　繰り返されるアナウンスは何度聞いても、私の乗るはずの特急電車が四十分遅れで運行しているという内容だった。

「え、ど、どうしよう!?」

　もともと一本電車を遅らせちゃったから、この特急で行かなきゃ約束の時間に間に合わないのに！

　だいぶ距離があるから、今からタクシーやバスに乗っても間に合わないだろう。結局、soir本社へはこの電車に乗るのがいちばん速く到着する。

　他の電車を乗り換えながら行っても、約束の時間には遅れちゃう……。遅れの原因はなにかの事故らしいから、ちゃんとした理由にはなるけど、多忙なsoirの社長がせっかく作ってくれた時間なのに！

　それって、理由があれば遅れても仕方ないってことにはならないと思う。

　こういうときって、どうしたらいいの？

　心臓がバクバクとイヤな音を立てる。

　待合室を飛び出して、駅員さんに遅延状況を聞いたり、代わりになる電車がないか聞いたりした。しかし運悪く、今の時間には私の行きたい駅への電車はなく、遅れている特急を待つのがいちばん速いはずだと言われた。

「じ、事務所に、電話……！」

　社長に電話して聞いてみよう。なにかいい方法があるかもしれないし、それがいちばんだ。

　事務所に電話をかける手が、自分でもわかるほど震えている。さっきとは違う意味で溢れてくる涙を必死に堪えた。

《お電話ありがとうございます。こちら……》

　三回目のコールが途切れて、電話の向こうから落ち着いた声が聞こえてくる。

「し、紫枝さん！」

《あら、梨子ちゃん？　どうしたの、そんなに慌てて》

「あの、で、電車が遅れて、それで……えっと、バスもなくて……、だけどタクシーも……」

《ちょっと待って、落ち着いて。電車が遅れてるのね？》

　いつもと変わらない紫枝さんの声を耳元で聞いて、少しだけ鼓動の音が遠くなる。

　そうだ、落ち着いて……。慌てても電車は来ないんだから。

「は、はい。四十分遅れなんです。だから、高瀬社長との約束の時間に間に合いそうになくて……」

《わかったわ。ちょっと待ってね、社長が代わるって》

　電話の向こうで少し話し声が聞こえて、すぐに耳元で社長の声がした。

《椎名？　大丈夫か？》

　低くて落ち着いた、いつも通りの社長の声。その声を聞いただけで堪えた涙がぶわっと溢れそうになり、慌てて唇を噛んだ。

「はい……。でも、電車が……」

　社長には見えないのに、一生懸命に何度も頷いた。

《悪い、俺も一緒に行けばよかったな》

　今度は首を横に振る。

　そんなことはない。電車が遅れたのは、社長のせいでもなんでもない。誰が一緒でも同じだったはず。だけどせっかく任せてもらった仕事なのに、こんなの、悔しい。

《俺から先方に電話をかけてみるから、そこで少し待ってろ》

「……わかりました」

　返事をした私の声は、今にも消えてしまいそうな弱々しいものだった。

　電話が切れてもそのまま待合室には戻りたくなくて、待合室の外で立ったまま事務所からの連絡を待つことにした。

　私と同じように電車の遅延でアタフタする人たちが別の電車を探し始めたり、諦めて待合室に戻っていったりするのを横目に見ながら、側にあった大きな柱に背中を預けた。

　どうなるんだろう……。まさか、この話ごとなしになったりはしないよね？

　この新店舗はsoirにとっても重要な意味を持つから、高瀬社長は自分でしっかり確認しながら進めたいって。だから資料もちゃんと自分で受け取りたいって言ってたんだけど……。高瀬社長ってとても忙しい人だから、次に時間がもらえるのはいつになるんだろう。

　みんなが一生懸命作った設計図を私の手でしっかり届けたかった。ちゃんと社長自身に説明したかったのに……。

　しばらくして、握りしめたままだった携帯が手の中で震える。電話をかけてきたのは社長だった。

　今回の約束はナシになって、後日改めて連絡するとのことだった。

《そういうことだから、お前もとりあえず戻ってこい。そしたら今日はもう帰っていいから》

　もともとこの後は直帰の予定だったから、『もう帰っていい』と言われるのは普通のことなのに、自分にはなにもできなかったことを実感させられて、すごく悲しかった。

「……わかりました」

《悪かったな。俺の車で行くことにしておけばよかった》

「いえ、社長のせいじゃないですから」

　なんとか明るい声を出す。

　誰のせいでもない。後日改めて時間をとってくれるんだから、ただ受け渡しが少し遅くなっただけ。

　そう自分に言い聞かせるのに、気分はどんどん沈んでいくばかり。

　駅を出れば、外は雨だった。資料が濡ぬれてしまわないように、カーディガンの中でしっかりと抱え込む。事務所に戻ろうと思うのに、力が抜けてなかなか歩きだせない。

　戻っても、今日はもう私にすることはないし……。

　たくさんの涙をこぼす灰色の空を見上げて、ますます悲しくなる。頬に伝わる雫しずくに隠れて、少しだけ泣いた。




　どれくらいそうしていただろう。雨宿りをすることも忘れ、駅の前でしばらくボーッと立っていた。雨に濡れた髪が頬に張りついている。

　さっきの雨はただの通り雨だったみたいで、しばらくしてから止んだ。私の心も少し落ち着いたけど、沈んだ気持ちはなかなか浮き上がらない。

　雨の匂いを残した街を少しずつ茜あかね色いろが飲み込んでいく。

　このまま自分も夕日と一緒に沈んでいっちゃうんじゃないかと思うくらい、なんだか心細かった。

　俯いた先に見える、雨に濡れてキラキラと光る銀色の歩道。そこにふと、キレイに磨かれた黒い革靴が映り込んだ。

　そろそろと顔を上げると、薄茶色の社長の瞳が優しく私を見下ろしていた。

　社長、もしかして迎えに来てくれたの？　もう荷物も持っているけど、これから帰るのかな？

　なにも言わない社長をじっと見つめる。

　社長はスーツの上着を脱いで、雨に濡れて肌に張りつくブラウスを隠すように私を包み込んだ。そして黙ったまま、私の頭を少し乱暴にぐしゃぐしゃと撫でた。

　ああ、懐かしいなぁ。小学生の私は、よくこうして社長に頭を撫でられた。

　落ち込んでいたせいでなんだか素直になっているみたいで、今は社長の手がすごくすごく嬉しかった。

　社長は無言で私の荷物を取り上げると、背を向けて歩きだした。

　え、どこ行くの？　事務所、そっちじゃないけど……。私の肩には社長のスーツがかかっているし、私の荷物は社長が持っている。これって、付いてこいってことだよね？

　社長に付いていけばいい。そう思ったら、さっきまで根を張ったみたいに地面にくっついていた両足がすんなりと前に出た。

　目の前には、白いシャツを着た背中。

　あのころの社長の背中はもっと汚れていたのになぁ。それにもう少し細くて、小さかった。それがうんと大きくなって、きちんとした大人になって、いつの間にか社長になってて、突然私の前に戻ってきた。

　感慨深く見つめていると、社長がふいに後ろに手を伸ばした。手のひらを上に向けて、腰のあたりでひらひらと振っている。

「ん」

　そう言って、私に向かって軽く突き出した。その仕草が、落ち込んでいた私の胸の奥をキュンと疼うずかせる。

　私が握ってもいいってことだよね？

　わざわざ迎えに来ておいて、多くを語らない社長。だから余計に、そこにいてくれるだけで私を優しく包み込んでくれているような気がした。

　私の意地っぱりは雨が溶かしちゃったみたい。

　目の前に差し出された手に引き寄せられて、思うままに手を伸ばす。右手が少し触れたとき、私が握る前にギュッとその手を捕まえられた。

　あーあ、なんだか中学生みたい。手を繋いで歩くだけで、こんなにドキドキするなんて。まあ、中学生のころはこんなふうに手を繋ぐ相手なんていなかったけどね。

　高鳴る胸を沈めるように、そんなことを考えてみた。

　だけど無言で私の手を引く社長の背中が、とてつもなくかっこよく見えちゃうの。悔しいなぁ……。でも、もうごまかせないかも。

　社長は私の初めてのキスを奪って、そして今、もうひとつ〝初めて〟を奪おうとしている。

　初めて知った、この気持ち。

　キュウッと胸を締めつける今の気持ちを〝恋〟と呼ぶなら、もしかしたら私、もう社長のことを……。




　私と社長の恋愛闘争。

　ファースト・キスを奪われたあの日から、その闘いはどんどん激しくなっていく。

　社長の繰り出す攻撃は甘くて優しくて、ときどき意地悪に私を翻弄する。

　この闘い、そろそろ降参気味かもしれないです。










裏腹な心に関する闘争の記録




　社長に手を引かれて辿り着いた先は、なんと初めて訪れる社長の部屋だった。

「お、お邪魔します……」

　社長は片手でドアの鍵を開けて、玄関に入っても私の手を離そうとしない。私が靴を脱ぐと、繋いだ手をそのままに、リビングにあるソファまで連れていった。

　そしてソファに私を座らせると、自分はソファの前に跪ひざまずき、繋いだ右手を持ち上げて指先に優しくキスをした。その姿はまるでお姫様をエスコートする騎士のようだった。

　冷たい唇から落とされたキスは温かくて、雨で冷えていた身体がポカポカと熱を上げる。

「待ってろ、今タオルと着替えを持ってくる。シャワーは使うか？」

　薄茶色の瞳で私を見上げて、社長はようやく言葉を発した。静かで落ち着いていて、余計な抑揚がすべて取り払われたその声は、とても優しく美しく、私の両耳を支配する。

　しかし、私はブンブンと首を横に振った。

　だって男の人の部屋に来たのも初めてなのに、シャワーなんて借りたら、さすがに慣れないことへの緊張で心臓が破裂すると思う。

「賢明な判断だ」

　そう言って笑った社長が繋いでいた手をやっと離して、私の側から離れていく。

　それまで社長の作り出す心地いい空気にうんと浸っていたから、彼が離れても私の心はもう勝手に沈んでいったりはしなかった。

　さっきまで悲しい色をしていた世界が少しずつ鮮やかに見え始める。

　社長のお部屋は、想像していたよりも普通の部屋だった。たぶん紫枝さんのお部屋のほうが広くて贅沢だと思う。だけどセンスのいい家具やインテリアが抜群の配置で置かれていて、スッキリとして見える。オシャレなのに、ムダがない。

　実は、社長が高級マンションに住んでいたらどうしようかと思っていた。

　すごく豪華な部屋に住んでいたら、それはもう私の知っている虎鉄ではなくて、本当に隅から隅まで〝社長〟なんだなって感じがするもん。ここがプライベートな空間なら、なおさら。

　この部屋は微かに社長の香りがして、初めて来たのになんだか落ち着く。デスクの上に広げてある雑誌や読みかけの本、それからキッチンのカウンターの上に置かれたコーヒーカップなんかを見ると、ここにはいつも素の社長がいるんだなって思えて、なんとなくホッとした。

　しばらくして社長が戻ってきて、まだ少し湿った私の髪をタオルでわしゃわしゃと拭ふく。

「やっぱりびしょ濡れだな。その服脱いで、これに着替えろ。風邪ひくぞ」

「あ、はい……」

　手の中に押し込められたタオルと着替えからは、柔軟剤のいい匂いに混ざっていつもの社長の香りが漂ってくる。やっぱり社長のあの微かに甘い香りは柔軟剤ではなかったんだなぁ、と思った。

「……梨子、着替えも手伝ってやろうか？」

　私がソファに座ったままボーッとそんなことを考えていたから、一向に動く気配のない私を見て、社長が意地悪そうに笑った。

「あ、わ、だ、大丈夫です！」

　アワアワと立ち上がって、着替えるという意思表示をすると、喉の奥で低く笑いを堪えながら社長はリビングを出ていった。

　雨で濡れた服を脱いで、社長の匂いがする大きなＴシャツに着替える。

　女の人の服とかあったらどうしようと思ったけど、貸してもらった服も、とりあえず見える範囲にある服も、すべて社長のものみたいだった。

　もう一度ソファにポスッと座り直し、Ｔシャツの裾をキュッと握りしめる。

　ズボンも出してくれていたが、大きすぎてずり落ちちゃうから諦めた。Ｔシャツが大きいから膝上のワンピースみたいに着られるし、社長の部屋の中ならいいか、なんて思っちゃう。

「ちゃんと着替えたか？」

「あ、はい。あの、ありがとうございます」

　頃合いを見てリビングに戻っきた社長は、ソファに座る私を見下ろして一瞬目を丸くさせ、ニヤリと不敵に笑った。

「いいな、それ。なかなかそそるぞ」

「なっ、ち、違います！」

　やっぱりいくら大きくても、脚を通しておこう！

　慌ててソファの肘掛部分にかけておいたズボンに手を伸ばすと、それよりも早く社長が取り上げてしまう。

「他の男の前じゃ絶対に許さないが、俺に見せるだけならいいとしよう」

　愉快そうに言った社長がさっさとズボンを片付けてしまったから、今さら『返してください』とも言いにくい。だって、そもそも社長の服だし……。

　それから社長は、ソファの前にあるローテーブルの上に広げられていた建築関係の雑誌や本を片付けたり、私の服を乾燥機にかけてくれたりした。

　私もなにかしたほうがいいのかなと思ったけれど、ソワソワし始めた私に気づいた社長に「いいからそこに座ってろ」と念を押され、その言葉に甘えて大人しくソファに座って待った。

　しばらくして社長が温かいお茶を運んでくれた。そのとき、さも当然のことのように私のおでこに小さなキスを落とした。

　チュッと鳴るかわいい音に、私の頬は素直に赤くなる。

　ヤダな、なんだかこんなの私じゃないみたい。

　甘すぎる社長といつになく従順な自分自身に調子が狂う。俯いてモジモジしていると、社長が戻ってきて私の隣に腰を下ろした。

「あ、あの、社長……？」

　そういえば私、なんでここに連れてこられたのかな？　社長がなにも話そうとしないから、私もなにも言わずに付いてきてしまったけど、部屋なんかにお邪魔しちゃってよかったんだろうか。

「あ、あの、ごめんなさい……」

　なにを言ったらいいのかわからなくて、とにかく謝ろうと思った。

　せっかく任せてくれた仕事だったのに、ちゃんとできなかったから。それなのに、のこのこと部屋にまで付いてきて、こんなにお世話してもらっちゃって……。

「なにを謝ってんだ？」

　私を見つめる社長が、薄茶色の瞳を緩めて呆れたように笑った。

「だって、きっともっと他に方法があったはずだから……」

「電車が遅れたのはお前のせいじゃねえだろ。俺が電車で行けって言ったんだ。それがたまたま遅れただけだ」

　小さな子どもに言い聞かせるみたいに、ただ優しく私を諭す。

「だけど、社長……」

　そんなこと言ったって、社長だって残念に思ってるでしょ？

　私はみんなのがんばりをちゃんと届けたかった。ウチはご依頼いただいた立場なんだし、なるべくsoir側に迷惑をかけるようなことはしたくなかった。

　電車が遅れたのは仕方のないことだったとしても、交通手段に電車を選んだのも、その前の打ち合わせが長引いてしまったのも、完全にこちら側の都合だもん。

「……たとえ慰めるためだとしても、俺は自分の会社の社員を部屋に連れ込んだりしねぇぞ」

「え？」

　また沈みかけていた気分と一緒に俯けていた顔を上げると、ちょっと拗ねたような顔をした社長と目が合った。

　この顔、あれだ。要さんにからかわれて拗ねたときの虎鉄と同じ表情してる。なんで？　私、なにか社長のご機嫌を損ねちゃうようなこと言ったっけ？

「『社長』って言うな。敬語も使うな。やっと手ぇ出せるようになったのに、離れていこうとするな」

　まっすぐに私を見つめながら、社長が小さく息を吐き出した。その溜め息がふたりを包む空気の温度を一気に引き上げる。

「で、でも……」

　動揺する私の言葉を遮るように、社長の指先が私の唇に触れた。

　私の心臓は激しく暴れ出して、緊張からか目には涙が浮かんでくる。

　社長の攻撃は大抵不意打ちで、勝手に私の鼓動を速めては嵐のように去っていくものだった。こんなふうにじっくりと絡めとるように攻められると、私には抵抗の術すべがない。本心では、社長に甘くほだされてしまうことをちっともイヤがっていないことは、私がいちばんよく知っているから。

　社長が触れたところから、ゆっくりと一つひとつ溶かされていくみたい。

　私にはそれを拒否することなんてできなくて、頬が火ほ照てるのを感じながら、ただただ彼の瞳を見上げることしかできない。

　苦しそうに眉を寄せた社長の端正な顔が近づいてきて、ソファが軋きしんで少しだけ音を立てた。

「ずっと、お前だけを待ってたんだ」

　社長が小さく呟く。その囁きは私に聞かせるというよりは、自然とこぼれ落ちたようだった。まるで、最初からそう言うのが決まっていたみたいに。

　熱を上げる彼の視線から目を逸らせない。

　社長は薄茶色の瞳を柔らかく細め、私だけを見つめている。その瞳は、大人になって私を翻弄する社長の瞳であって、幼い私を優しく見守ってくれた虎鉄の瞳でもある。

　これまでずっと、キラキラした男の子だった〝虎鉄〟と、仕事をしている大人な〝社長〟の間で振り回されている気がしていたけど、そうじゃない。こうして私を優しく見つめているのは、いつだってただひとり。

　あのころも今も違いなんてなくて、私が見つめるべき人もずっとただひとりだったのかもしれない。

　社長の両手がゆっくりと私の頬を包み込む。私は目を閉じてそっと頬をすり寄せた。

「梨子。俺はお前だから、ここへ連れてきたんだよ」

　その言葉を染み込ませるように、社長の形のいい唇が私の唇を塞ふさぐ。

　優しく触れるキスは、私の吐き出す甘い吐息に煽られたように少しずつ深くなっていく。

　キスをするときに目を閉じるのも、うまく息継ぎをするのも全部、社長のキスが教えてくれた。

　社長の腕にギュッと抱きしめられ、ふたりの間の距離が完全にゼロになる。優しくて力強い感触に、私の身体はへなへなと力が抜けていく。

「参ったな」

　社長が小さく言ったけど、それは私のセリフだと思う。

　力の抜けた身体は社長の思うまま。優しく倒されて、柔らかなソファに背中が沈み込む。

「想像してた以上にかわいい。今日はこんなことするつもりなかったのに、止められそうにない」

　初めて聞く、熱に浮かされたような社長の声が、脳内にダイレクトに響く。私の意地っぱりはすっかり鳴りを潜めて、ぐんぐん体温を上げていく。

「梨子、もう俺のものにしてもいい？」

　私を支配するみたいに覆いかぶさって、見上げる先で社長が言った。

　社長の身体の下に小さく収まってしまった私は、その言葉にブルリと震える。

　ああ、なんかもう……今ならいいかもしれない。なんだか素直になれてるし、この瞬間を逃したらまた意地っぱりが顔を出す気がする。今はただ、この気持ちに正直に従っちゃえばいいじゃん。

「虎鉄」

　私は頭の中に浮かび上がる言葉を、咀そ嚼しゃくすることなくそのまま音にする。

　きっと今じゃなきゃ、二度とこんなこと言えないだろうな。

「初めてだけど、がんばるから。だから、虎鉄にしてほしい……」

　そう言って社長の胸に熱くなった顔を押しつけると、力強く抱きしめられた。

　社長は「バカ」とか「アホ」とか、なんだかひどいことをブツブツと呟いている。

「お前、これ以上俺を煽ってどうしたいわけ」

　私を抱きしめる腕にいっそう力がこもる。そして……。

「もう限界」

　珍しく切羽詰まったように言った社長が、私の首筋に顔を埋めた。

　社長に借りた薄いＴシャツの上を少しゴツゴツとした男らしい手が滑っていく。その手が優しく背中を撫でると、それに合わせて肌が粟立っていくのがわかる。

「梨子」

　私の名前を呼ぶ、甘ったるい社長の声。

　すごくすごく不思議。もちろん、昔から社長の側にはいろんな女の子がいたのは知っている。でも今、あの虎鉄も本当にこんなことをするんだって、ちょっとびっくりしている。

　……私、これから虎鉄とするんだ。

　記憶の中にいる虎鉄と、目の前の社長が今ようやくぴったりと重なった気がした。

　この人が、私の……私の初めての人になる。

「私……どうしよ……」

　なにをどうしたらいいのか、全然わからない。

　私の言いたいことが伝わったのか、社長の大きな手が優しく髪を撫でて、鼻の先に小さなキスをくれた。チュッとかわいい音を立てる、慰めるようなキス。

「なにもしなくていい。俺のことだけ考えて」

　低くて少し掠れた、うっとりするような声に私がコクリと素直に頷いて目を閉じると、社長がＴシャツの裾に手をかけた。

「だけど梨子、ホントにわかってるよな？　これ以上進んだら止まってやれないからな。途中で『やめて』って言われても絶対最後まで……」

　言いかけた社長が、自分の言葉にハッとしたように動きを止めた。

　つられて目を開けると、甘くとろけかけた表情も言葉と一緒に固まっていた。

　な、なに？　私、なにか失敗した？

　不安になって私まで身体を固くすると、大きな溜め息を盛大に吐き出した社長がポスッと胸に顔を埋めた。

「はあぁぁ……」

「あ、あの、虎鉄……？」

　薄いＴシャツ越しに感じる社長の吐息がくすぐったい。

　で、でも今はそれどころじゃない！　なに？　なんで溜め息なんてついちゃってるの!?

「……ナイ」

「え？」

「この部屋、女入れたことないからナイ」

　ものすごく不本意そうに言う。

「……？」

　いったいなにが『ナイ』って言ってるの？

　社長は、首を傾げる私から視線を逸らして、ソファの背もたれに腕をつくと勢いよく身体を離した。

　社長のぬくもりが離れてしまって、少しだけ寂しい。

　ソファの上で身体を起こしてガクッとうなだれた社長を、寝転がったままでポカンと見上げる。

「常備してるような女しか相手にしたことがなかった」とか、「いつもはホテルだから……」とかなんとか、暗い声でブツブツ呟いていらっしゃる。

「……悪い、コンビニでそっこう買ってくる」

　状況が全然読めない私をソファに転がしたまま、なぜか極力こっちを見ないようにしている社長がさっと立ち上がる。

「え？　え？」

　ちょ、ちょっと待って！　なにがなくて、なにを買いに行くの？　まったく理解できないんですけど！

「本気で生殺しだけど、梨子のこと大事にしないわけにはいかねえから」

　そう言うと、アタフタと身体を起こした私の鼻先にチュッとキスを落とした。そして素早く身体を離して少し乱れたシャツを適当に直すと、財布を掴んでスタスタと玄関のほうへ向かう。

「え？　あの……え？」

　相変わらず頭の上にたくさんの〝？〟を浮かべる私。すると社長が振り返って、なぜか意地悪そうにニヤリと笑った。

「すぐに帰ってくるから、お前はそこで待ってろ。……逃げるなよ？」

　私には理解できない言葉を言い残すと、私を置いて部屋を出ていってしまった。

　突然置いてけぼりにされた私は、ポカーンと口を開けたまま、ふやけた頭で必死に考える。

『ナイ』って、なにが？　『買ってくる』って、なにを？　『常備してるような女』って、なんのこと？

　さっきの熱がウソみたいにシーンと静まった部屋で、たぶんたっぷり三十秒くらいは考えていたと思う。働かない頭をグルグルとフル回転させて、やっと辿り着いた答えに、私の顔はカアッと熱くなる。

　もう、社長ってば！　な、なな、なんてことを……！　てか、『常備してるような女』ってなに!?

　ちょっと腹が立ったけど、あの雰囲気を断ち切って私のために買いに行ってくれたんだと思うと、なんだか怒れない。私も初めてで目の前のことに精いっぱいで、そんなこと全然思いつかなかったし。

　急に恥ずかしくなって、私はソファの上で膝を抱え、なるべく小さくなって座った。

　そうしていると、今さらじわじわと実感が湧いてくる。

　社長が買いに行ったモノのことを考えると、これからしようとしていたことが急に生々しくなる。さっきまではフワフワと宙を浮いているみたいで、まるで魔法にかけられたみたいだったのに。

　いや、むしろ感謝しなきゃいけないとこなんだろうけど……。

　ソファの上に残った甘くて濃厚な空気に息が苦しくなりそうで、私は慌ててブンブンと頭を振った。

「は、恥ずかしいぃ……」

　こんな状態で待てって言うの!?　アレを買って帰ってきた社長を、どんな顔して迎えたらいいの。わかってると思うけど、私、こういうことをしたことがない乙女なのよ！

　だけど現実に引き戻されたおかげで、少し冷静になれたかもしれない。

　ふと窓の外を見ると、街にはそっと夜の張が下りている。暮らす人のぬくもりを感じるような夜景だった。

　窓から見える家々に柔らかい明かりが灯るのを見て、舞い上がっていた心が少しずつ落ち着いてくる。同時に、なんだかすごくイケナイことをしていたような気分にもなる。

　ていうか、部屋の電気とかつけっぱなしじゃん。カーテンも開けっぱなしだし。初めてなのにソファで、しかもこんなに明るい中でしようとしてたなんて……。

　やっぱりさっきの私、少し変だった。相手はあの社長だよ？　強くてかっこよくて優しくて、女の子にモテモテの虎鉄。今の彼はさらに大人の余裕とか、よくわかんない色気とかが重なって、もっと魅力的……じゃなくて、手強い相手だ。

　私が知る限り、社長には昔から特別好きな女の子はいなくて、寄ってくる女の子を相手にしたり、適当にあしらったり……。まあ、最近の社長の女性関係のことはよく知らないけど。

　でも高校生のころに比べて一段とかっこよくなっている社長には、もっとキレイで大人っぽい女性が見合っている。そして社長は、そういう女性を夢中にさせちゃうくらいの魅力を持っている。だから、わざわざ私みたいに年下で意地っぱりでかわいげのない女の子を本気で相手にしたりするわけがない。

　私だって、別に社長に『好き』って言われたわけでもなんでもないじゃん。手を繋いでキスをして、こうやって部屋に入れてもらったって、ただそれだけだ。

　社長は私だから連れてきたみたいなことを言っていたような気もするけど、本気で真に受けていいんだろうか。社長にとっては、それがつまり好きだということにはならないかもしれない。

　別に、社長は私のこと好きでもなんでもないかもしれないんだ……。

　社長に与えられた熱で身体は火照ったままなのに、少しずつ心の奥が冷えていく。

　なんか私、バカみたい。あんなふうに周りが見えないくらい夢中にさせられちゃって。社長にしてみれば、私は地元の知り合いで、妹みたいにかわいがっていた相手。自分の会社に誘って、たまたま近くにいるからちょっと気になって、それでなんとなくこういう展開になったのかもしれないよ……？

　胸の中でこだまする、臆おく病びょうな私の声。

　さすがに本気で社長がそこまでひどい人だとは思ってないけど、一度不安になるとネガティブな思考は止まらない。

　社長が実際どれだけの女の子と、どんなことをしてきたのかは知らない。ただ、あの人がすごくモテて、私との経験にかなり差があるってことは知ってる。このくらいなら、本気で好きじゃなくたってできるのかもしれない。

　もしもこのまま抱かれちゃったら、よくも悪くも社長の〝特別〟だったはずの私は本当にいなくなってしまう。手を繋いで、キスをして、一度肌を重ねてしまったら、きっと後戻りなんてできない。

　社長の横を通り過ぎていった、たくさんの女の人の中のひとりになってしまえば、もう社長の側にはいられなくなる。あの薄茶色の瞳がとろけるように笑う瞬間なんて、二度と見られなくなっちゃうかもしれないんだ。

「や、ヤダ……！」

　そんなのヤダ。社長の側にいられなくなっちゃうのは、絶対にイヤ……！

　思わずソファから立ち上がり、ようやく自分の気持ちに気づいてハッとした。

　私、いつの間に？　いつの間に、こんなに社長のこと……。

　社長のことを好きじゃナイなら、このまま流されたっていい。適当な気持ちなら、熱くなった身体が望むまま社長に身を任せればそれでいい。社長ならきっと、うんと優しくしてくれる。そうすれば今だけは、すごくすごく幸せになれる予感がする。

　だけど、できない。このまま社長にとろとろに溶かされてしまいたい気持ちよりも、不安な気持ちが勝っている。たった今気づいた、心の奥に芽生えていた身を焦がすような想いがそうさせている。

　きっと、あのころの社長を本気で好きな女の子もいた。本気で好きだからこそ、適当に相手をしてもらうなんて絶対イヤだと思っていた女の子だって当然いただろう。

　私もイヤだ。このまま社長にとって〝その他大勢〟の女の子になっちゃうのはイヤ。

　心臓がドクンとイヤな音を立てる。

　気づくと私は両腕にギュッとカバンを抱えて、ドタバタと玄関に向かっていた。

　なにかに追われるように焦る気持ちを宥めて、なんとか靴を履く。

　とにかく、今はダメ。このまま進んだら大事ななにかが壊れてしまう。

『逃げるなよ』

　玄関のドアに手をかけたとき、頭の中で社長の声がこだました。

　ニヤリと笑いながらこのドアから出ていった彼の顔が浮かび、一瞬部屋で待ってみようかとも思った。帰ってきた社長に、今の気持ちを素直に話してみればいいじゃんって。

　それでも私の手はやっぱりドアを押し開けて、駆け出した足は止まらなかった。

　今はまだムリだ。この気持ちを社長が受け止めてくれるかもわからない。もしも面と向かって社長に『本気じゃない』って言われたら……。

　想像するだけで苦しいのに、たとえそう言われても社長にすがってしまいそうな自分が怖い。同じ気持ちじゃないって知りながら、あの手に優しく触れられるのはとてもツラいだろうし、私にはまだその覚悟もない。

　社長を想って膨れ上がる気持ちが、社長には届かないとはっきりわかってしまったら、きっとその想いはいつか私の身を焦がしてしまう。

　あの部屋で社長の側にいたいと思う気持ちと、一刻も早く離れたいと思う気持ち。バラバラになりそうな心を必死に繋ぎ止めて、私は夜の街に飛び出した。

　さっき社長に手を引かれて歩いた道を、ひとりで逃げるように走る。

　薄いＴシャツを一枚まとっただけの私に夜の空気が冷たい。息を吸い込めば冬の迫った空気が肺を突き刺し、火照った肌もだんだん冷たくなっていった。




　今、何時くらいなんだろう……。

　しばらく走り続けて、ふと思った。社長の住むマンションからだいぶ離れたところで少しスピードを緩める。

　深夜と呼ぶにはまだ早いはずだけど、辺りは真っ暗で街灯だけが微かに道を照らしている。もっと大きな道を選べば人通りもあるかもしれないと思いつつも、なにしろ勢いのまま飛び出してきたから、薄手のＴシャツが心こころ許もとない。

　たぶん、こっちへ行けば家に着くはず……。

　道を探りながら暗い路地を進む。駅の裏側に回ってきてしまったみたいで、あまりなじみのない場所だった。

　周りを見回しても暗くてなんの建物かわからないし、人ひと気けもない。

　見覚えのない道を、こんな夜にひとりぼっちで歩くのは少し不安だった。ざわざわと風が通り抜ける音さえも、私の恐怖心を少しずつ煽る。

　今ごろ社長は、私が逃げ出したことに気づいただろうか。なんて思ったかな？　私が社長とそうなることを怖がって、逃げ出したと思っただろうか。そんなことで怖気づいてって、呆れてる？　それとも、女の子に逃げられたことにショックを受けてる？

　社長とそうなること自体がイヤだったわけじゃないんだけどな。

　これは私の気持ちの問題だ。こんな中途半端なまま社長と接することはできなくて、だけどはっきりさせることも怖くて……。

　きっぱりと『イヤ』って伝えるのか、割り切って受け入れるのか、パパッと決断できちゃうくらい大人な女の人だったら、もっと上手にやれるのかな。

　そうやって社長のことを考えていたら目の端に涙が浮かんできた。それを拭いながら軽く俯いた瞬間、突然後ろから腕を掴まれた。

　見下ろすと、暗くら闇やみから伸びてきた大きな手が私の腕をがっしりと掴んでいて、喉がひゅっと音を立てる。

「き、きゃあーー！」

　ギュッと目をつぶり、掴まれた腕をブンブン振り回すと……。

「しー！　静かに。変質者と間違われちゃうでしょ！」

　聞き覚えのある声が頭の上から降ってきた。

「え？」

　恐る恐る目を開ける。私の腕を掴む手のひらを視線で辿り、ゆっくりと見上げた先に立っていたのは……。

「か、要さんっ!?」

「ははは。あーびっくりした」

　そ、それはこっちのセリフだよ！

「梨子ちゃんってば、急に大声出すんだもんなあ」

　それはあなたが急に腕を掴むからでしょ！

　ケラケラと笑う要さんになにひとつ言い返せないまま、私はポカーンと見上げる。

　なにがそんなにおかしかったのか、要さんはひとしきり笑うと眼鏡の奥の切れ長の瞳を緩めて言った。

「うーんと、その格好は虎鉄の部屋から出てきたんだって思っても大丈夫？」

「え？　あ、ああ……、まあ……」

　なんでわかっちゃうんだろう。このＴシャツが大きすぎるせいかな。

　私は自分の格好を見下ろして、着ていた社長のＴシャツの裾をギュッと握った。

　ちゃんと丈は膝上まであるし部屋着には充分な長さだったけど、さすがに外を出歩くには不用心な格好だったかもしれない。

「よし、わかった。じゃあ、とりあえず虎鉄に連絡するから……」

「だ、ダメ！」

　私は反射的に叫んで、要さんの腕にすがりついた。

「ダメなんです、私、今社長とは……！」

　会えない。会いたくない。今会っても、なにをどうしていいかわからないの。

　必死に首を振る私を見て、要さんが困ったように眉を下げる。

「んー、だけど虎鉄が梨子ちゃんのこと、そんな格好のまま出歩かせるなんてあるわけないと思うんだけど。あいつは梨子ちゃんが部屋を出てきたこと知ってる？」

「そ、それは……」

「とりあえず、俺が保護したことだけ伝えていい？　メールにするからさ。そうしないとあいつ、心配しすぎてぶっ倒れると思うよ」

　腕にしがみつく私を諭すように優しく笑う。

　要さんの言うことはもっともだ。『待ってろ』って言われたのに黙って出てきたことは、確かに申し訳ない。

　私は要さんの言葉にしぶしぶ頷いた。

　掴んでいた腕をゆっくりと離すと、要さんはポケットから携帯を取り出して社長にメールを打ち始めた。

　私は情けない気持ちのまま、男の人にしては繊細な指先が動くのを見つめていた。

「よし、これで大丈夫。梨子ちゃんのことは俺が責任持って送り届けるって伝えといたから」

「……すみません」

「ははは、いいのいいの」

　そう言うと、羽織っていたジャケットを脱いで私の肩にかけてくれた。

「ちょっと変だけど、我慢してね。その格好じゃ寒いだろ？」

　それにそのまま連れ回したら俺が虎鉄に怒られる、と笑いながら言う。

　この人って、いつ会っても緊張感ってものがゼロだ。

「ありがとうございます……」

「うん、いいよ。どうせ虎鉄に部屋に連れ込まれて、襲われたから逃げてきたんだろ？」

「お、襲われたっていうか……」

　襲われたわけじゃない。あのときの私はメロメロになっていて、社長とそうなってもいいと思っていた。ただ冷静になっちゃったから、いろいろ怖くなっただけ。

　だけど逃げてきたのは本当だから、否定しにくいというかなんというか……。

「家まで送るから、案内してくれる？」

「あの、でも私、ここがどこだかイマイチわからないんですけど……」

「ははは、なるほど。了解。じゃあ、とりあえず駅のほうまで行こうか」

　相当必死で逃げてたんだなー、と要さんがケラケラ笑う。

　そ、そんなに笑わなくてもいいのに……。

　私は急に恥ずかしくなって、Ｔシャツの裾をキュッと握り自分の足先を睨みながら要さんの隣を歩いた。

　あーあ、慌てて飛び出してきたから裸足にパンプスじゃん。

　あまりにも間抜けな格好に今さら気づいて溜め息が出た。

　見つかった相手が要さんでよかった。……よかった、よね？　たぶん。

「それで、あの後なにがどうなって今に至るの？　俺たちが合コンで会った日が初めてのキスだったんでしょ？　もう虎鉄に食われちゃったの？」

「くっ……!?」

　突然爆弾を投下した要さんに驚いて思わず顔を上げると、目を白黒させる私を見てへらっと笑う。

「ああ、その反応はまだなんだ。虎鉄のヤツ、意外と慎重だな」

　せっかく俺が煽ってあげたのに、なんて要さんはヘラヘラ笑いながら言うけど、私の頬はきっと真っ赤になっていると思う。

　周りが暗くてよかった。ついさっきあんなことがあったばかりだから、知り合いにそんなことを言われるとすごくすごく恥ずかしい。

「それじゃあ、どうして逃げてきちゃったの？　虎鉄のこと、怖くなった？」

　その言葉に私はブンブンと首を振った。

　社長のことが怖いなんて、そんなことあるわけない。怒ると怖いし目つきも鋭くて口調も荒いけど、本当は優しい人だって知ってるから。

「なにがあったのか、聞かせてくれる？　じゃないと今すぐ虎鉄に電話して、この場所教えちゃうけど」

　ニコニコとウソくさい笑顔を浮かべた要さんが、手の中の携帯をひらひらさせながら言った。

　この人、この笑顔でいろんな人を言いなりにさせてきたんだろうなぁ。

　頭の隅でそんなことを考えつつ、私はポツポツとこれまでのことを話し始めた。

　あの後、何度かキスをしたこと。手を繋いだこと。社長の行動にいちいち胸がキュンとしてしまうこと。今日初めて社長の部屋に行って、そういう雰囲気になったけど、逃げ出してきちゃったこと。

「……不安なんです。社長とそういうことしちゃったら、私もただの女になっちゃう」

　近所に住んでいた、妹みたいに思っていた女の子。よくも悪くも、それは私だけの特別なポジションだったのに。

「もしも社長と今より離れなきゃいけなくなったら、私、どうしたらいいかわからない」

　涙が出そうになって、密かに鼻をすする。

「……なるほどね」

　ずっと黙って聞いていた要さんがポツリと呟いた。

「なにをやってんだかな、あいつは。他のことは大抵なんでもうまくこなすくせに、世話の焼けるヤツだ」

　要さんの言葉がスルリと夜に溶け込んでいく。

　私たちは無言のまま、街灯が照らす道を並んで歩いた。ときどき人とすれ違うと、要さんが私の姿を隠すように少し歩く位置をズラしてくれた。

　冷たい空気に触れながら歩いていると、いろいろな気持ちがやっと落ち着いていくようだった。

「あ、私の家、あれです。どうもありがとうございました」

　私の住むアパートの前で足を止めてお礼を言うと、背の高い要さんがニッコリと笑って腰をかがめた。

「梨子ちゃん」

　膝に手をついて、小さい子にするように視線を合わせる。

「虎鉄はさ、ああ見えて怖がりなんだ」

「怖がり……？」

　あの社長が？

　信じられないって顔をした私を見て、要さんが笑って頷いた。

「そうだよ。昔からケンカするときも悪さするときも、いちばんビビってたのは虎鉄だった」

　本当に……？

　私が見ていた社長は、いつも強くてかっこよかった。仲間の先頭に立って、みんなに慕われて頼られて。その社長がびくびくしている様子なんて全然想像がつかない。

「まあ、いざってときにいちばん強いのはあいつなんだけどね。自分が強いからって、俺らのことを心配するんだ。全員守れるか、全員無事に帰ってこれるかってね」

　ガキのくせに大げさで、すげえ生意気だろ？、と要さんがケラケラ笑う。

「だからね。あいつにとって梨子ちゃんはあまりに長い間大事な存在だったから、あいつはあいつでちょっと怖がってんのかもしれないよ」

「え？」

「うん、でもまあ大丈夫。西城虎鉄って男の弱点は小さな女の子だって、実はちょっと有名だったんだ」

　そう言って身体を起こすと、私のアパートのほうを振り仰いだ。

　私は要さんの言いたいことが全然理解できなくて、ポカーンとしたまま首を傾げるしかできない。

　結局、どういうことなんだろう……？

　うんうんと唸うなる私を無視して、要さんがアパートのほうへと歩きだす。

「部屋はどこ？　ちゃんと最後まで見届けないとね」

「あ、えっと、三階の角の部屋で……」

　私は先に立って歩く要さんの後ろに付いて、アパートの外階段を上った。そして奥にある私の部屋に向かって進む。

　すると、私に背中を向けたままぐんぐん歩いていた要さんが急に立ち止まり、こちらを振り向いて言った。

「それじゃ、おっかないからここでバトンタッチね。まあ、どんどん困らせてやればいいと思うよ」

「へ？」

　さっきから要さんの言ってること、全然わからないんだけど……。

　要さんがするりと身を翻すと、視界が開けて廊下の奥まで見渡せる。その先に、私の部屋のドアに寄りかかるように立つ人の姿が見えて、私は思わず息を呑んだ。

　そこにいたのは、腕を組んで目を鋭く尖らせた社長だった。

　びっくりして固まった私をよそに、要さんは「やっぱおっかねー」とかなんとか呟きながら、こっそり退散しようとしている。

　一方で社長は、ドアからゆっくりと身体を離すと、ずんずんこちらへ向かってくる。

「……梨子」

　低く響いた声と、まっすぐに私を射抜く鋭い瞳。きっと社長の周りだけ温度がぐんと下がっていると思う。

　近づいてくる社長のあまりの迫力に思わず後ずさると、要さんの背中に隠れるようにして彼が着ていたシャツの袖をキュッと握ってしまった。

「ああ、梨子ちゃん。それはちょっとマズイよ……」

　要さんが情けない声で呟く。

　身を寄せ合うようなふたりを見て、社長は眉間のシワをさらに深くし、私たちの前まで来て言った。そりゃあもう、ド迫力の声で。

「このドアホウが！　なんでそんな格好のままいなくなったんだバカ！　見つけたのが要だったからまだよかったが、それだって俺は我慢ならねえぞ！」

　びくんと首をすくめる。

　社長のこんな声、久しぶりに聞いた。

　なんだかわけのわからない涙がジワジワと湧いてくる。

「まあまあ、虎鉄。ちゃんと送り届けたんだし、ご要望通り指一本触れてないから」

　社長のヤバい雰囲気を感じ取って逃げ出そうとしていただけあって、私より要さんのほうが怒った社長にも慣れている。

　呑気な声を出す要さんを社長がギロリと睨みつけたら、これにはさすがの要さんも「ひぃー」とかなんとか言っていたけど。

　だけど私はもうそれどころじゃない。要さんの背中に隠れたままブルブル震える。

　それでもなんとか謝ろうと思って、ひょっこりと顔だけ出して社長の怒った顔を見上げた。

「しゃ、ちょ……」

　涙目の私を見て、社長がツラそうに顔を歪ゆがめる。私に向かって手を伸ばそうとして、ピタリと動きを止めた。

　なにかを堪えるようにグッと眉を寄せると、私の前に立っていた要さんをぐいっと脇へ押しやる。そして私が着ていた要さんのジャケットを剥はぎ取ると、適当に丸めて要さんに投げつけた。

「ああ、ひどいな、まったく。ホントに梨子ちゃんのこととなると他はどうでもよくなるんだから……」

　ボヤく要さんを完全に無視したまま、今度は躊ちゅう躇ちょすることなく社長が私の腕を強く掴んだ。

「い、痛いっ……！」

　掴まれた腕を引っぱられて、引きずられるように歩く。

　社長は私のカバンから鍵を探し当ててドアを開けると、私の背中に手を当て、部屋の中に押し込んだ。

「……悪かったな」

　ドアを半分閉めて、社長が呟いた。

　なに……？　今、なにに対して謝ったの？

　私もすっかり青い顔になっていたと思うけど、社長のほうも暗く沈んだ表情だった。どこか寂しそうな顔をして、私と目を合わそうとしない。

「もうしねえから。頼むからあんま心配かけんな。寿命が縮む」

　身を切るような声だった。

　社長の言葉が頭の中に響いて、私はきっと絶望的な顔をした。私のほうを見ようともしない社長にはわからなかっただろう。

　目の前のドアが閉められて、真っ暗な玄関にひとり残される。

　ドアの向こうで遠ざかる社長の足音に混じって、ふたりの会話が小さく聞こえてくる。

「あーあー、虎鉄、そんなんでいいわけ？　ちゃんとふたりで話したほうがいいと思うけど」

「……うるせえ」

　冷たく返した社長に、要さんがまだブーブーとなにかを言っている。

　微かな声もすぐに聞こえなくなって、私はひとりぼっちの玄関でただ閉ざされたドアを見つめて立っていた。

「い、イヤだ……」

　腕を伸ばして、すがりつくように冷たいドアに手をつき、おでこを擦りつける。

「虎鉄……行っちゃヤダ……」

　私の声は身体と一緒にブルブルと震える。冷えた頬に次から次へと涙が伝う。

　私はズルい。自分から逃げたくせに、社長に置いていかれるのがすごくツラい。『もうしねえから』と言った社長の言葉が、深く深く心臓をえぐる。

　変なの。社長とそうなっちゃうのが怖くて、あの部屋を飛び出したくせに。

「だって……」

　だって、気づいてしまった。

　社長のことが好き。好きで好きで仕方がない。

　だから私、社長の攻撃に困ってたの。同じ気持ちじゃないのに距離ばかりが近づいてしまったら、私の気持ちは行き場がなくなってしまう。

　それは、誰が受け取ってくれるの……？

「社長しか、いないのに……」




　私と社長の恋愛闘争。

　甘く激しく私を翻弄したはずの闘いは、意地っぱりに隠された臆病な私のせいで、苦い痛みと共に休戦状態に陥った。

　そして完全に着地点を見失ってしまった。










意地っぱりに関する闘争の記録




　昨日の夜は泣き疲れて、ベッドの上で小さく丸くなって少しだけ眠った。

　Ｔシャツから香る微かな社長の香りが、いつの間にか忘れていた記憶を呼び起こしたかのように、私は昔の夢を見ていた。

「よお、梨子。元気だったか？」

　あれは高校一年生の秋のこと。たまたま地元に帰ってきていた社長と、学校帰りに偶然、道ですれ違ったことがあった。

　大学院に進んだ社長が建築士になるために勉強をしていたころだ。でも、あのころの私はまだそんなことは知らなかった。

「……こ、こんにちは」

　社長に会うのは実際には数カ月ぶりだったのに、会えなかった時間以上に、うんと久しぶりな気がしていた。

　慣れない高校生活と新しい友だちに囲まれて、入学してからの毎日を慌ただしく過ごしていたせいかもしれない。社長や要さんとなんの屈託もなく話ができていたのは、もうずいぶん昔のことのように思えた。

　社長は高校卒業後にここを出ていったときよりもさらに背が伸びていたけれど、小学生だった私が見上げていたほどには遠くない。それでもその距離が縮まったようには思えなくて、キラキラした虎鉄はいつまで経ってもまぶしいままだった。

　そんな彼を見て、私はなんだか取り残されたような気分になって、急に今までどんなふうに接していたのかわからなくなってしまった。

　つい『こんにちは』なんて言ってしまい、それまで彼に対してそんなふうに改まって挨拶をしたことは一度もなかったものだから、その違和感に首を傾げた。

　そんな私の様子に、社長がおかしそうに喉の奥で笑う。

「なんだ、ちょっと会わないうちに俺の顔も忘れたか？」

　私をからかうようにニヤリと細められた薄茶色の瞳が、まだ高校生だったころの社長の姿を思い起こさせた。うっかり忘れていた大事なことを、ふと思い出したような感覚だった。

「わ、忘れてないよ！」

　忘れられるはずがない。今のは距離の測り方を掴み損ねただけだ。

　しっかりしろ、梨子。相手はあの虎鉄だよ。なんでちょっと緊張してんの。

　慌てる私をよそに、「学校はどうだ」とか「友だちはできたか」とか、社長は私のことばかり質問攻めにする。

　ふと顔を上げると、社長はびっくりするくらい優しく目を細めて、私を見つめていた。

「好きなヤツとかできたのか？」

「うっ……！　で、できないよ」

　だって、誰かさんが私の男を見る基準をうんと厳しくしてしまったんだもん。私の心に、いまだにピカピカ光る特別な人として居座っている彼が。

　当の本人は久しぶりに現れて、なんだか満足気に頷いてるんだけどね。

「それに男子って、みんな『お前にだけは手ぇ出せない』とか言ってくるんだよ。私ってそんなに魅力ない？」

「そうかそうか」

「ちょっと仲よくなっても『やっぱりムリ』って言われるの。私、変な噂うわさでも流されてるのかな……」

　女子の友だちはたくさんできるのに……。

　仲のいい女の子たちはみんな一度は恋人を持ったことがあったし、私だってそういうことに興味もある。デートをして手を繋いで、最後にはロマンティックなキスをしてみたい。それなのに、私にはなかなか恋のチャンスは訪れない。

「悪いな、梨子」

　思わずボヤいた私に、なぜだか社長が謝った。柄にもなく照れくさそうな顔をしている。

「お前のこと好きでたまらない男もきっといるから。絶対に迎えに来るから、それまで待ってろよ」

　そんな予言めいた言葉を残した社長とはそれ以来、高校を卒業するまで一度も会わなかった。もしかしたらもう二度と会うことはないのかもしれないと思っていたくらい。

　私はこの後高校を卒業し、短大に入学して、就職活動を始める。そして虎鉄はあの日、〝社長〟になって突然私を迎えに来て――。




　翌朝、少しだけ目が腫はれていた。

　どんなに悲しいことがあっても容よう赦しゃなく朝はやってくるんだと、カーテンの隙間から差し込む光を見て実感した。

　さっきまで見ていた夢が、モヤモヤと霞かすみがかったように目の前から消えていく。

「……社長のウソつき」

　私のことを好きになってくれる人なんて、あれからちっとも現れない。

　いくら待ってもそんな人は迎えに来てくれないとわかったから、合コンに行ったりして自分から相手を探そうって思ったのに。私からファースト・キスを奪ったあの人は、そのまま私の心まで奪っていってしまった。

　もうこの瞳には、どうやったって社長しか映らない。

　いったいいつから、そんなふうになってしまったのか、自分でも思い出せない。

　初めて社長のキスを受けたあの瞬間のようであって、社長が私を迎えに来たあの日のようでもある。もっともっと前からそうだったようにも思うし、強いて言うなら、覚えてすらいない最初の出会いの瞬間から、私があの人を好きになることは全部決まっていたのかもしれない。

　しばらくベッドの上でグズグズしていたけれど、そうしているうちにもまた新しい一日が私を追い立てるように動き出す。

　どうせこのまま現実逃避なんてできないんだからと、覚悟を決めてベッドから起き上がった。

　腫れたまぶたをなんとか冷たいタオルで冷やして、出勤の準備をする。

　シャワーを浴びて、青白い顔にチークをのせて無理やり色をつけた。いつもより丹念に上を向かせたまつ毛に、丁寧にマスカラを塗っていく。

　どうか寝不足の目でも、ぱっちりとして見えますように。

　白いブラウスに紺色のスカート、それから赤いカーディガンを羽織る。気分を上げるために、普段はあまり履かないお気に入りの靴、soirの黒いパンプスを引っぱり出した。

　いっそのこと、会社なんて休みたい。だけど、きっと社長はいる。それなのに私だけ休むなんて絶対にできない。

　事務所に行けば完璧な〝社長〟の顔をしたあの人がいるだろうから、私も普通の顔をして行かないと。私だけダメージを受けているみたいなのは、なんだか悔しいし。まあ、実際そうなのかもしれないけど。

　鉛がついたように重たい足を叱しっ咤たして、私はいつも通り事務所へと向かった。




　たくさんの人を飲み込むビルの前で立ち止まって、事務所のある八階を見上げる。小さく息をつくと、今日もなんとかがんばろうと気合いを入れた。

「おはようございます」

　下がりっぱなしのテンションを無理やり上げてオフィスに入ったとき、自分のデスクでコーヒーを飲んでいた紫枝さんが目をキラキラさせて振り向いた。

「おはよう、梨子ちゃん！　まったく心配かけて！　本当によかったわね～」

　思わず入り口で立ち止まった私は、自分でもわかるくらいキョトンとする。

「え？　な、なんのことですか？」

　気の抜けたような声で問うと、紫枝さんの隣に立っていた松丸くんが教えてくれた。

「soirだよ、soir！　今日資料を受け取ってくれるらしいよ！」

　朝からハイテンションの松丸くんの言葉に、まぶたの重たい目を見開いて丸くする。

「え！　ほ、ホント？」

「本当、本当！　さっき連絡が来たんだってよ！」

　嬉しそうにこちらへ歩いてきた松丸くんが私の背中をバシバシと叩たたく。

「い、痛いんですけど……」

「ああ、ごめんごめん。なんか梨子ちゃん、元気ないみたいだからさ」

「うっ……」

　意外と鋭い松丸くんの指摘に思わず言葉が詰まる。

　もちろん、昨日の電車の遅れのせいでsoirに資料を届けられなかったのはショックだった。だけど元気がないのは別の理由というか……。

「椎名」

「……！　はいっ！」

　昨日あれだけ落ち込んだくせにsoirのことをすっかり忘れていたなんて、と反省していたら突然名前を呼ばれた。

　珍しく社長室から出てきた社長に手招きされて、彼のところへすっ飛んでいく。

　スーツに身を包んだ社長はやっぱりいつも通りに隙がなくて、鋭い瞳も精悍な顔つきも、なにひとつ崩れていないのが悔しい。

　私は精いっぱいいつも通りを装ってきたのに。

「高瀬社長から伝言だ。『信頼できる代理人を用意したから資料はその人に渡してほしい。ただし女性同伴』だそうだ」

「じょ、女性同伴……？」

　なにそれ、どういうことだろう？

　首を傾げた私に、俺もわからんとばかりに社長が肩をすくめる。

「少し遠いが俺の車で行こう。お前も付いてこい。それでいいな？」

　そう確認する社長の瞳が、少しだけ不安げに私を窺うかがって揺れるのがわかった。

　どんなにいつも通りの完璧な社長に見えたって、社長も昨日のことを少しは気にしてるんだ。

　社長とふたりきりの車はもちろん緊張するし、多少は気まずい。できることなら気持ちの整理がつくまではなるべく距離を置いておきたいなぁなんて思ってたくらい。

　でもこれは仕事だ。もともと私が任せてもらった、大事なお仕事なんだから。

「はい、よろしくお願いします！」

　私はしっかりと頷いて、まっすぐに社長を見上げる。

「がんばってね、梨子ちゃん！」

　この場でいちばん興奮しているのは松丸くんで、私はニッコリ笑って彼の言葉に頷いた。

　嬉しそうな紫枝さんや松丸くんの様子を見ていると、みんなも昨日のことを残念に思ってたんだってわかる。

　がんばろう、がんばろう！

　私はギュッと自分の手を握りしめて、それから足元を見た。

　無理やり気分を上げようと思って選んできた、soirの黒いパンプス。長い時間履いても疲れにくくて歩きやすくて、そしてシンプルなのにオシャレ。少し古い型ではあるけれど、大好きな靴だ。

　私はヒールを踏み鳴らして、社長と一緒にsoir本社に向かうための準備を始めた。




　ドタバタと準備を終えるとすぐに社長の運転する車に乗って、soirの本社に向かって出発した。

　みんながいる事務所の中ではふたりの間の気まずさを紛らわせることができても、やっぱりふたりきりの車内では時間の流れもうんと遅く感じる。

　社長も最初のころは、あの資料は持ったかとか、あれはちゃんと準備できているかとか、soirについての確認をいくつかしていたけど、それも終われば話すべきことはなくなったとばかりに黙ってしまった。

　車の中はシーンと静かになって、エンジンの音だけが小さく響く。

　うー、『ラジオつけませんか？』とか、言いにくいしなぁ。なんか話したほうがいいのかな……？

　必死に頭を巡らせるも、適当な話題がまったく思いつかない。

　天気いいですね、とか？　体調はどうですか？　昨日の夕飯はなんでした？　ああ、ダメダメ。最後のは絶対却下。なんだか余計なことを言いそうな気がするから、今日はムリして話さないほうがいいかもしれない。

　それにしても、高瀬社長が用意した〝信頼できる代理人〟って、いったいどんな人なんだろう？　ずっと自分で資料を受け取って、直接説明を聞きたいって言ってたのに、その役目をすんなり任せるんだから、すごい人なのかな。あー、高瀬社長本人に会うのも緊張するけど、これはこれで緊張するかも。

　……あ、なんだ。話題、このことでいいじゃん。

「う、うまくいくといいですね！」

「ん？　ああ……」

　ヤバい、ムダに声が大きかったかも。しかも全然、会話が続かないし！　しゃ、社長ももう少しなにか返してくれてもいいのにー！

　気まずいのって私だけ!?　やっぱり社長のほうは全然気にしてないの!?　話題、話題……なんか次の話題探さないと……。

　すると、モゾモゾと身み動じろぐ私をチラリと見て、社長が困ったように笑った。

「眠いならムリして起きてなくてもいいぞ。さっきからソワソワしてるだろ」

「へ？」

　思わず気まずさも忘れて、運転する横顔をじっと見つめてしまった。

　ソワソワしているのは、別に眠かったわけじゃないんだけど……。それに、この状況で眠くなれるほど神経図太くないのに。

「ちょっと遠いし、気にせず寝とけ。……昨日、あんま寝てねえんだろ？」

　社長が柄にもなく遠慮がちに言う。

「あ、あの、私は別に……」

　眠くないです、と言おうとして、ハッと気づく。

　そっか、そうだよね。私ってやっぱりちょっとバカだ。

　soir本社までの長い時間、当たり障りのない話題を探し続けるなんて大変だし、かといってずっと沈黙のままいるのもどう考えても気まずい。

　いくら昨日のことを気にしていなくたって、私がこんなふうにソワソワしてたら社長だって気まずいに決まってるじゃん。

　だったら私に寝ててもらったほうが、社長だって気が楽だよね？

「そ、そうですね。すみません、私少し寝ますね！　体力温存！」

「……ああ」

　小さく呟いた社長はまっすぐに前を向いたままで、その端正な顔からは表情が読み取れない。

　社長は今、なにを考えているんだろう。これからの打ち合わせのこと？　それとも、少しでも昨日のことを考えたりしてる？

　昨日のことがなかったら、きっと今ごろ私の心臓はもっとドキドキしていただろう。まっすぐに前を見る彼の横顔とか、どことなく私を気遣ってくれているのがわかるような運転や仕草に、ただ胸を甘く締めつけられて、キュンキュン騒ぐ心臓を宥めることに必死になっていればよかったのかもしれない。

　こんなことなら、なにも考えず昨日の夜、抱かれちゃえばよかった。どちらにしても今までのように社長の側にいることができなくなるなら、こんなふうに社長の困った顔しか見られなくなるなら、あのまま一時でも社長のものになっちゃえばよかった。

　そうしたら、私の初めては全部社長だったのに。たとえそこに社長の気持ちがなかったとしても……。

　たぶん今、私は泣きそうな顔をしている。

　社長に気づかれちゃいけない。

　涙がこぼれないように唇を噛んで、顔を背ける。全然眠くなんてなかったけど、私は無理やり目を閉じて、社長のご要望通り寝たふりを決め込むことにした。




「梨子……」

　誰かが私の名前を呼んで、優しく頬に触れる。少しゴツゴツした、男の人の指先。

　この手を知っている。だってこれは、私の大好きな……。

「……な、椎名。起きろ」

「へ？」

　肩を揺さぶられて、目が覚める。

「あ……、あっ！　ご、ごめんなさい！　私ホントに……！」

　バカバカバカ！　本当に寝てどうすんのよ！　会社の社長が運転する車の助手席で爆睡なんてありえないでしょ。

「あ？　別にいいだろ、俺が寝てろって言ったんだ。社長命令だ」

「す、すみません……」

　慌てて辺りを見回すと、どこかの地下らしい薄暗い駐車場に、私たちの乗る車が既に停められた後だった。

　どうやら私は本当に熟睡していたらしい。

「行くぞ」

　あっさりと短く言った社長がドアを開けて車の外へ出る。

　私は慌ててシートベルトを外すと、勢いよくドアを開けて車の外に飛び出した。

　社長がガサゴソと後部座席から荷物を取り出して、ドアを閉めて鍵をかける。

「あ、あの、社長。私持ちますから……」

　あの資料、けっこう重いし。

　長い距離を運転させている中、私ひとりで爆睡して、その上荷物まで持たせるなんてさすがにできない。

「いいから、お前は自分のカバンだけしっかり持っとけ」

「い、いや、そうはいってもですね……」

　おずおずと食い下がる私を、社長が鋭い目線でギロリと睨んで黙らせた。

　うぅー、この不良社長！　なんか、私が寝てる間にすっかり元に戻ってない!?

　スタスタと歩く社長の後ろをしぶしぶ黙って付いていく。社長に見えないのをいいことに、私は子どもみたいにプーッと頬を膨らませた。




　地下駐車場を出た途端、明るい外の世界が広がって、たった今覚めたばかりの目を細めた。

　すぐ目の前には大きなビル。まだ新しいsoir本社だ。

　周りにも、名前を聞けば誰でも知っているような一流企業のビルが建ち並んでいる。

　そんな会社の仲間入りをするべく、今まさにシューズブランドとしてぐんぐん成長しているsoirとこれから取引をするのだと思うと、緊張でめまいがしそう。

　カチコチになっている私とは対照的に、社長のほうはまったく動揺することなくスイスイと進んでいく。

　私も慌てて後を追いかけた。

　soir本社に足を踏み入れると、正面に受付カウンターがあった。近づくと、かわいい制服を着た、ファッション雑誌のモデルのような女性が丁寧にお辞儀をする。

　同時に、カウンターの前に立っていたスーツ姿の男性も私たちに向かってお辞儀をし、顔を上げて微笑んだ。

　スラリと背が高くて、細身の男性。濃紺のスーツがよく似合う、とっても礼儀正しい感じの人。少し長めの黒い髪をきっちりセットしていて、細く尖った顎と柔らかく笑って細めた瞳が印象的だ。

　ああ、あれだ、なんか執事みたいな感じ。

「お待ちしておりました。西城建築デザイン事務所の西城社長と椎名様ですね」

「はい、そうです。お待たせして申し訳ありません」

　しょ、初対面のはずなのに、なんでこの人、私の顔と名前が一致してるの!?

　それに、けろっと返事をする社長にもびっくりしてしまう。

　こういうことって、大きな企業では当たり前のことなんだろうか。

「社長秘書の斎さい藤とうと申します。社長夫人がお待ちですので、ご案内いたします」

「しゃ、社長夫人……？」

　ポカンと口を開けた私を見て、斎藤さんが微笑む。内緒話をするように少し顔を近づけて言った。

「夫人はときどき新作の開発などにご意見をくださるのですよ。まあ、手伝いと称して社長室に連れ込まれているとも言えますが」

「へ……？」

「〝女性同伴〟と言われましたでしょう？　ウチの社長は奥様を溺でき愛あいしておられるのです」

　種明かしのようにこっそり打ち明けられて、パチリと瞬きをした。

　え、えぇ！　まさか女性同伴って、男性とふたりきりにはさせたくないとか、そういうことなの!?　な、なんて甘ったるい社長さんなの！

　心の中で失礼なことを叫びつつ、思わず頬が熱くなる。

　だって、こんな大きなブランドの社長さんでそんなに奥様のことを大事になさってるなんて……！　まるでおとぎ話の王子様みたい。

　ひとりで勝手にポーッとなっていると、突然ウチの社長に腕を掴まれて、ぐいっと引っぱられた。背中が社長の固い胸に触れて、あの微かに甘い香りが鼻先を掠める。

　ああ、やっぱり社長はズルい。うんと近づいたときにだけわかるこの香りは、私の胸を無条件にキュンとさせる。

「案内をお願いします」

　ピシリと言い放った社長を見て、目を丸くさせていた斎藤さんがなんだか納得したような顔をする。すぐに笑顔に戻って、ちょっぴりわざとらしく申し訳なさそうな顔をしてみせた。

「これは失礼いたしました。とても素敵な女性をお連れになられたものですから、つい」

「チッ……」

　え、今、社長舌打ちした……？　取引先の相手にそんな態度をとって大丈夫なの!?　アワアワと社長と斎藤さんを見比べていると、それに気づいた社長が私を見下ろして言った。

「心配すんな。こいつはちょっとした知り合いでな。きな臭いヤツだから気をつけろ」

「相変わらず口の悪い方ですね、西城社長は。椎名様とはどうやら長いお付き合いになりそうですから、どうぞよろしくお願いいたします」

「は、はぁ……」

　なんだかよくわからないけど、ふたりは知り合いだったらしい。

　soir自体はできて数年のまだ新しいブランドだけど、有名な老舗シューズメーカーから独立しただけあって、このビルにはすでに一流企業のような雰囲気が漂っている。

　ここにいるだけで微かな緊張感を伴い、思わず背すじがピンと伸びる。

　斎藤さんに案内されてエレベーターに乗り込むわずかな時間で、慣れない雰囲気に圧倒されてどっと疲れていた。

　斎藤さんはニコニコ笑っているけど、社長はなんだか不機嫌そうにそっぽを向いて黙ったまま。

　これじゃあ先が思いやられるんだけど、本当に大丈夫なのかな……？

　静かなエレベーターの中で、私はこっそり溜め息をついた。

　soir本社の最上階に到着し、斎藤さんに続いてエレベーターを降りる。

　soirはオシャレなシューズブランドだから当たり前なんだけど、私たちの前を歩く斎藤さんの革靴はピカピカに磨かれていて、よく手入れされているんだなぁと感心する。

　私が履く黒いパンプスも、心なしか嬉しそうな音を立てている。

　長い廊下を通って、いくつかのドアを抜けると、重厚な扉の前で斎藤さんが立ち止まった。

「どうぞ。夫人はこの部屋でお待ちです」

　私ならノックをする前に確実に三回は深呼吸が必要だと思うけど、社長はなんの躊躇もなく扉を叩いた。

「はい、どうぞ」

　中から透き通った声が聞こえてきた。

「失礼します」

「し、失礼します……！」

　扉を開けてスルリと部屋の中に入った社長に続いて、私もなるべく堂々として見えるように背筋を伸ばし、社長夫人の待つ部屋へと足を踏み入れる。

　斎藤さんは部屋には入ってこなくて、不安げな顔をしているだろう私を見て励ますように頷くと、扉を閉めた。

　適度に広い部屋は壁一面が窓になっていて、外からの日の光だけで充分に明るかった。大きなソファが二台と、その間にローテーブルが置かれていて、床にはふさふさしたカーペットが敷かれている。

　ソファから立ち上がった女性が、私たちを見てニッコリと優しく微笑んだ。

「遠いところをわざわざすみません。お疲れになりましたよね？　どうぞ座ってください」

　そう言って、夫人が向かいのソファに座るように促す。

「ありがとうございます。失礼します」

　カチコチになった私は社長に続いてそこまで歩いていく。

　社長が名刺を差し出すのを見て、私も慌てて自分の名刺を取り出す。

　ソファに腰を下ろして正面から改めて夫人を見ると、高瀬社長が過保護なのもなんとなく納得してしまった。

　社長夫人は、まるで職人さんが丹精込めて作ったお人形のようにキレイな人だった。

　まつ毛が長くて目がぱっちりしていて、優しそうな瞳をしている。黒い髪はフワフワで柔らかそう。落ち着いた雰囲気をまとっているけれど、小柄でかわいらしくて、社長がめいっぱい甘やかしてどこかに閉じ込めておきたくなる気持ちもわかっちゃう。

「高瀬小さ夜よと申します。本日は主人が不在で申し訳ありません」

　電車が遅れて昨日の約束に間に合わず、新たに時間の調整をお願いしたのはこちらのほうだ。それなのに、夫人は高瀬社長が不在なことを本当に申し訳なさそうに謝罪した。

「とんでもないです。こちらこそ、昨日は大事な資料をお届けできなくて申し訳ありませんでした」

　頭を下げた社長に続いて、私も慌てて頭を下げる。

「いいえ、いいんですよ。あの人、忙しくて時間もとれないくせに、自分が直接説明を受けたいだなんて、迷惑だったでしょう」

　そう言ってクスクスと笑った夫人。〝社長夫人〟という響きから、もっと厳しい人かと想像していたけれど、思っていたより親しみやすい人のようだった。

　この人の旦那さんなら、高瀬社長もやっぱり素敵な方なんだろうなぁ。秘書の斎藤さんはどちらかというと腹黒そうな人だったけどね。

　その後は、偉そうな態度をとることなく私たちの話を一生懸命聞こうとしてくれる夫人のおかげで、普段通りに話を進めることができた。

　高瀬社長の要望が取り入れられている箇所の確認をしてもらったり、建設までの日程の説明をさせてもらったり。隣でときどき社長もサポートしてくれて、これまでの経緯をよく知らない夫人にもしっかり理解してもらえたと思う。

「とってもオシャレな建物になりそうですね。楽しみだなぁ」

　昨日はどうなることかと思ったけど、そう言って笑ってくれた夫人に心底安心する。

「主人には、私からちゃんと伝えておきますね」

「はい、よろしくお願いします！」

　大きく頷いて、ガバッと頭を下げた。

　夫人が話しやすい方でよかった！　それに、どんなに気まずい状態でも、やっぱり社長が隣にいてくれるのは心強かった。

　私はふうっと肩の力を抜いた。

　とにかく無事に終わって安心した。あとは高瀬社長からＯＫをもらって建設に回すだけ。人気ブランドであるsoirの新店舗を、本当にウチがデザインするんだ……！

「下までお見送りします。気をつけて帰ってくださいね」

　そう言って、夫人がソファから立ち上がる。

　部屋を出ると斎藤さんが待機していて、ビルのエントランスに四人で向かう。

　初めはすごく緊張していたけど、夫人がすごくいい人で、資料の引き渡しもスムーズに終わった。私はその達成感を今すぐ誰かに話したい気分だった。

　廊下を歩きながら、ちょうど隣を歩いていた斎藤さんにこっそり話しかける。

「高瀬夫人って、とっても素敵な女性ですね。社長さんが溺愛なさるのもわかります。お会いできて本当によかった」

「ええ。わたくしもあなたにお会いできてよかったと思いますよ」

「へ？」

　どういう意味だろう？

　すると、斎藤さんの笑顔が少しだけ意地悪そうなものになった。

「西城社長とはちょっとした知り合いだと、彼が言っていたでしょう。実は、私と彼は同じ大学に通っていたんですよ」

「え、そうなんですか？」

　なんだ、だからここに入ってきたときもすぐにわかったんだ。

　驚く私に、斎藤さんがニッコリと笑って頷く。

「西城虎鉄といえば、人の目を惹ひきつける整った容姿に加え、勉強もできて女性にも人気で、どうやら腕っぷしも強いらしいと当時から評判でして……」

　高瀬夫人と並んで少し前を歩く社長にチラリと視線を投げかけて、斎藤さんはさらに声を落とした。

　ひそひそと内緒話をしているみたいで、私もつられてゴクリと息を呑む。

「そんな彼にも意外な弱点があるともっぱらの噂でしてね。どんなに強い男も、好きな女性には弱いものですね」

　どこか嬉しそうに言った斎藤さんは、それ以上はなにも言うことはないとでも言うように、寄せ合っていた身体を離した。

「？　は、はぁ……」

　け、結局、社長の弱点はなんだったんだろう？　この様子では、それを教えてくれるわけでもなさそうだし……。

　斎藤さんが言いたいことはイマイチわからなかったけど、とりあえず適当に頷いておくことにした。

「椎名、早く来い」

「あ、はい！」

　呼ばれて前を見ると既にエレベーターが到着していて、社長がドアを押さえたまま待っていてくれた。

　小走りでエレベーターに乗り込むと、斎藤さんと社長も続いて乗ってくる。

　少し眉を寄せた社長は、怪け訝げんそうに斎藤さんを見ている。ううん、睨んでいると言ってもいいかも。

　私はここにいる誰よりも早く社長の様子に気づいて、どんどん不機嫌オーラをあらわにしていく社長と飄ひょう々ひょうとしている斎藤さんを交互に見ながら、勝手にハラハラしていた。

　まさかこんなところでケンカを始めたりするわけはないと頭ではわかっていても、社長の視線が鋭くなるにつれて条件反射のように緊張してしまう。

「……おい、ウチの社員に変なちょっかいかけてねえだろうな」

　社長は低く唸るような声で、斎藤さんに疑いの眼差しを向けながら言った。

「まさか。そんなに威嚇しなくても、少しお話をしていただけですよ」

　サラリとかわす斎藤さんはさすがだけど、彼の言うように社長はさながら獲物を威嚇する虎のようで、ぐるると喉を鳴らしている。その姿を見て、斎藤さんが呆れたように笑った。

「そんなに怒らないでくださいよ。あなたのところのかわいい椎名様にはこれっぽっちも手を出す気はありません。まったく、少しでも触れれば噛みつかれそうだ」

「ちょ、ちょっと社長の話を聞いていただけですよ……」

　社長がなにを気にしているのかはよくわからないけど、なにか私を心配してくれているみたいだったから、私もおずおずとそう言ってみたけれど……。

「あ？　俺の話？」

　社長にじろりと睨まれて、ビクリと震え上がった。

　な、なんか今日は一段と不機嫌オーラが出ている気がするんだけど……。夫人もいるというのに、いつもより目つきも悪くて、不良が丸出しですよっ！

　心の中で反抗しても当然言葉には出せなくて、「なんの話を聞いたんだ」と問いつめる社長に、モゴモゴと口の中で言い訳をする。

　そんな私たちを見て、夫人がクスクスと笑った。




　四人を乗せたエレベーターが一階に到着すると、夫人と斎藤さんは私たちの後ろに付いてエントランスまで見送りに来てくれた。

「車を回すから、椎名はここでちょっと待ってろ」

　そう言って、社長が通りの反対側にある地下駐車場へ向かっていく。

　その後ろ姿を見て、私は複雑な溜め息を漏らした。

　今日は社長が一緒に来てくれて、本当によかったと思う。すごく心強かったし。

　だけどこれからまたあの長い道のりをふたりきりで帰るのかと思うと、またもや沈黙を埋めるためにあれこれ思索しなくてはいけないのだから気が重い。

　行きは寝てしまったから、帰りはもう同じ手段は使えないし……。

「もしかして、彼とあなたは恋人同士なんですか？」

　帰り道を憂える私に、夫人が大きな目をキラキラさせて話しかけてきた。

　え、えぇ？　そんなに瞳を輝かせて、いったいなにをおっしゃるのかと思ったら、彼って社長のこと!?

「ち、違います！　全然、ぜんっぜん、そんなんじゃないです！」

　私はブンブンと両手を振りながら、同時に首も勢いよく横に振る。

「あら、そうなの？」

　なぜか夫人が残念そうな顔をする。

　わ、私ってば、否定が必死すぎたかも……。

「はは、そうですよ。じ、自分の勤める会社の社長ですもん。彼が私のことを恋人にしようだなんて思うわけないです」

「彼、あなたのことをとても大事にしているように見えますけど」

「い、いえ。その、地元の知り合いなもので……」

「ふーん」と、なんだかつまらなそうな顔の夫人。

「それをおっしゃるなら、夫人こそ高瀬社長に大事にされていて、うらやましいです」

　ちょっと過保護な気もするけど、そんなふうに愛してくれる旦那さんなんて、とっても素敵だと思う。

「夫人だなんて、やめてください。椎名さんと私、けっこう年も近いと思うし」

　夫人はかわいらしくはにかんだ。それからなにか特別なものを見るような優しい瞳を私に向けて、その視線を私の足元へ滑らせた。

「……その靴、数年前のものだけどウチのパンプスですよね？」

　私は自分の履いている黒いパンプスを見下ろして、その言葉にコクコクと頷いた。

「そ、そうなんです。お気に入りで、ずーっと履いてるんですけど、全然ダメになったりしなくて」

「ふふ、ありがとう。それ、実は私もお気に入りなの」

「そうなんですか？」

　soirの社長夫人なら、私には到底手の届かない高級な靴もいっぱい持っているはず。それでもこの黒いパンプスがお気に入りだなんて、意外だった。

　こう言ったら失礼かもしれないけど、夫人ってやっぱり親しみやすい人だ。

　高瀬社長は老舗シューズメーカーの息子さんだから、きっとお金持ちで育ちのいい方だろう。だけど夫人は、もしかしたら結婚するまでは普通の女の子だったのかも。

「彼とケンカしたときはね、大抵そのパンプスを履くの。それ、soirがまだ独立する前に、試作品の段階でプレゼントされたものだったから」

「へ、へえ！」

　soirのパンプスを誰よりも早くプレゼントしてもらえるなんて、憧れる！

「プレゼントといっても、『余ってるからあげる』なんて言って渡されたんだけどね」

　目をキラキラさせる私に照れ隠しのように言いつつも、夫人の表情はとても嬉しそうだった。

「そのパンプスを履くと気分も上がるし、なんだか素直になれるような気がするのよね」

　うんうんと頷く私を見て、夫人は一度後ろを振り返った。

　そこには斎藤さんが立っていて、なんにも聞いていませんって感じで、すました顔をしている。それから夫人はもう一度私のほうを見ると、白い頬を少しだけ淡く染めた。

「プロポーズをされたときもね、私、そのパンプスを履いてたのよ」

　う、うわぁ、そうなんだ……！

　思わず自分の足元を見て、すごい靴を履いてきちゃったなぁと思う。

　でも、おかげで夫人のこんな話を聞けてラッキーだったかも。

　私は目の前でかわいらしく頬を染める夫人を見て、少しだけうらやましくなった。

「恋をすると素直になれなかったり不安になったりするけど、その気持ちって自分だけのものじゃなくて、ふたりの大事な気持ち。だから相手には、不安な気持ちごと、全部もらってもらえばいいと思うの」

　ニッコリ笑った夫人がふと道路に視線を流すと、ちょうど社長の車が歩道に立つ私たちの横に滑り込んで停まった。

「主人はそうやってがんばる女の子の背中を、ちょっとだけ押してあげられる靴を作りたいんだって」

　だからあなたもがんばってね、と。

　その瞬間、夫人はさり気なく背中を押してくれてるんだって気づいた。

　私って、そんなにわかりやすい？　社長への気持ちがバレちゃってるってことだよね……。

　頬を染めた私を見て、社長が怪訝な顔をしている。だけどそれには気づかないふりをして、夫人と斎藤さんに感謝を込めて挨拶をした。

「あの、本当にありがとうございました。きっと素敵な店舗になりますから！」

　そう言うと、夫人は優しく笑って頷き、形のいい唇だけを動かして『がんばってね』と言ってくれた。

　車に乗り込むと、滑らかに発進した車がぐんぐんスピードを上げていく。窓越しに夫人と斎藤さんの姿がどんどん遠くなる。

　車の中は予想通り大して会話もなかったけど、来たときよりは優しい沈黙のような気がした。それは嵐の夜が明けて、遅れてやってきた朝のような静けさ。

　昨日の夜の出来事で、私たちの関係は確かに変わってしまったけれど、ここからまたなにかが始まるのかもしれない。

　運転する社長の横顔をチラリと見ると、私の心臓は素直にその鼓動を速くさせる。きっと夫人のさっきの言葉が、ひたすらいじけて下を向いていた私の気持ちを揺り動かして、そっと顔を上げさせてくれたんだと思う。

　あんなに気まずいと思っていたのにって、自分でもおかしくなったけど。

「ん？」

　私の視線に気づいた社長が目線だけをこちらに向ける。その瞬間、私の胸はまたキュンッと音を立てた。

「な、なんでもないです……！」

　慌ててブンブンと首を振って、社長のまっすぐな鼻筋や長いまつ毛、スッキリとした顎のラインを辿ろうとする視線を無理やり引き剥がした。

　私の心臓、もう完全に元に戻ったみたい。

　ドキドキと高鳴る胸をこっそり押さえた。

『不安な気持ちごと、全部もらってもらえばいいと思うの』

　そう言ってくれた夫人の言葉が頭をぐるぐると回る。

　それは事務所に戻ってからも、仕事をしている間中、ずっと頭の中から離れなかった。

　意地っぱりな自分が邪魔してなかなか素直になれないけど、そんな私を丸ごと見せちゃうことはできないかな？　たとえ社長を困らせることになったとしても。

　だって要さんも『どんどん困らせてやればいい』って、言ってた。

　どのみち社長が手の届かないところへ行っちゃうなら、ちゃんとこの気持ちに決着をつけたい。

　そう思ったんだけど……決着って、いったいどうやってつけるの!?




「はあ……、わかんないよ」

　終始上の空ではあったけれど、なんとか今日の仕事を終え、家路をとぼとぼと歩く。

　誰かを好きだと思ったのも、こんなふうに悩むのも初めてだから、この気持ちに決着をつけたくても、どうしたらいいのか検討もつかない。

　あれかな、告白とかするの？

　社長に好きだと伝える自分を想像してみようと努力する。

　でも全然ムリ！　そんなの想像すらできない！

　好きだと認めるのにもこんなに時間がかかったのに、口に出して本人に伝えるだなんて……。一生かかってもできない気がする。

「か、要さんに電話で相談してみようかな……」

　だって、私と社長のことを両方ともよく知ってるのは要さんだけだし。あの人がちゃんと真面目に答えてくれるのか不安なところもあるけど、自分ひとりじゃどうにもできそうにない。とはいえ、まずはその要さんに素直に話すことができるのかが問題だよなぁ……。

　ヘラヘラと笑う要さんの顔を思い浮かべながら、ガサゴソとカバンを探る。しかし、なかなか携帯が見つからない。足を止めてカバンの中を覗き込んだところで、ハッと気がついた。

「……私、要さんの連絡先なんて知らないじゃん」

　それからもうひとつ、大事なこと。

　携帯がない！

　さっき事務所を出るとき、短大時代の友だちから久しぶりに合コンのお誘いメールが入った。自分のデスクを片付けながら、なんて返信しようかずっと悩んでて、それで……それから、どうしたんだったっけ？

　あれから一度も触ってないから、きっと事務所に忘れてきたんだ。

「あー、もう！」

　バカ！　私のバカ！

　事務所からはだいぶ離れてしまったけれど、さすがに一晩携帯が手元にないのは心許ない。

　私は溜め息を吐き出すと、soirの黒いパンプスをつかつかと踏み鳴らして、今来た道を急いで引き返した。




　事務所にはまだ電気がついていた。

　紫枝さんも松丸くんも私より先に帰っていったから、いるとしたら結木さんか社長かな……。もし残っているのが社長ひとりだったらどうしよう。

　そう思うと、心臓がドキドキしてくる。

　残っているのが社長だけだったら、なにかアクションを起こすべきなのかな？　どうしよう、要さんの連絡先とか聞いてみる？　いやいや、そんなの絶対怪しまれる。

『お前があいつになんの用だ』とか、『そんなに大事な用事なら今ここで俺が伝えてやる』とか。社長なら絶対言う。

　……じゃあなんだろう。ご飯に誘う、とか？　うーん、それも変。昨日の今日でさすがに気まずいし。

　サラッと挨拶して帰ったほうがいいのかも。気まずさが薄れるまでは、焦って決着をつけるのはやめておいたほうがいい気もする。でもそれで完全にタイミングを失うのも困るんだけどな……。

　事務所に残っているのが社長とは限らないのに、エレベーターの中でああでもないこうでもないと、いろいろと策略を巡らせる。

　だけど結局いい方法は思いつかないまま、事務所のある階に到着。とうとうオフィスのドアの前まで来てしまった。

「あれ、話し声が聞こえる……」

　中から微かに聞こえてきたのは、社長の声だった。

　なんだ、事務所に残ってるのは社長ひとりじゃないんだ……。

　ホッとしてドアを少し押し開ける。

　その瞬間、耳に届いた社長の言葉に私の身体は完全に停止した。

「好きに決まってるだろ！」

　それはあまり聞いたことがない、焦ったような社長の声だった。

　ドアの隙間から見えるのは、電話中の社長の背中。私がドアを開けたことにも気づかないくらい、電話に夢中らしい。

「特別なんだ。誰にも渡したくない」

　私の胸まで締めつけるような切ない声だった。

　誰……？　いったい、誰と話してるの？

　私はドアを半分開けたおかしな状態のまま完全にフリーズ。一方、頭の中はその電話の相手の姿を想像して、ぐるぐると忙しなく回っている。

　私には見向きもしないで、そんなに一生懸命話しかけているのは誰なの？

　きっと相手は、社長が本気で恋をしている女性。そうでなければ、あんなに熱っぽく、相手の女性を必死に繋ぎ止めたいんだというような話し方はしないはずだもん。それほどまでに、社長を取り乱させる女性がいるんだ……。

　頭をガーンと殴られたような衝撃を受けて、目の前が真っ暗になった。

　社長がその女性に対して言い募る〝好き〟という気持ちは、私が欲しくて欲しくてたまらないものなんだ。

　社長の声でリアルに紡ぎ出されたその言葉を聞いて、私は自分の気持ちをさらにはっきりと自覚した。

　いらないなら、私にちょうだい。社長にあんな苦しそうな顔をさせるなら、あなたに向けられる社長の真剣な想いごと、全部全部、私にくれたらいいのに。

　社長がなにかに堪えるように、空いている片手で自分の髪をくしゃくしゃと乱す。

　その横顔がとてつもなくかっこよく見えて、私の視線は釘付け。なのに、社長は私に気づきもしない。

　あの社長に、あんなふうに好きでたまらないって顔をさせる電話の相手。その顔も知らない女性に対して、急激に嫉しっ妬との炎が燃え上がったのがわかる。同時に、すごく泣きたくなった。

　だってどんなに嫉妬したって、社長が私を見てくれないんじゃ、虚しいだけなんだもん。お願い社長、こっちを向いて。私だけを見て……。

「……ああ、わかった。今から家に行く。ちゃんと会いに行くから」

　なにかを観念したように、社長が『相手の女性の家に会いに行く』と言った。

「ダメ！　行かないで！」

　自分の意地っぱりが顔を出す隙もないくらい反射的に叫んだ。そのままオフィスに飛び込んで、驚いた社長が振り向く前にその背中にギュッと抱きつく。

「り、梨子？　お前、だいぶ前に帰ったはずじゃ……」

「お願い、行かないで」

　ギュウッと腕に力を込めて、戸惑う社長の背中に顔を押しつけた。必死に背中にすがりついて、社長が電話の女の人のところへ行ってしまわないよう一生懸命に言葉を紡ぐ。

「私意地っぱりだから、全然素直になれない。だけど、好きな人が他の女の人のところへ行っちゃうのを黙って見てるのはイヤ！　社長がその人を好きなのはわかったけど、きっと私のほうが社長のことをずーっと好き。昨日は怖くて逃げちゃったけど、もう勝手にいなくなったりしないから！」

　だから、お願い。私を置いていかないで……！

　早口で一気にまくしたてて、社長に抱きつく腕にさらに力を込めた。

「梨子？」

　社長は私の腕を掴んで離すと、クルリと振り返った。それでもしがみつく私を、片腕でそっと抱きしめる。

　だけど、もう片方の手はまだ電話を繋げたままで……。

「俺が好きな、他の女って誰のことだ？」

「え？」

　ヤダ、ごまかすつもりなの？　その電話の相手に向かって好きだって言うところ、ちゃんと聞いたんだからね！

　口を尖らせて社長の持つ携帯をチラリと見ると、それに気づいた社長が携帯を私の耳に当てた。すると、まだ通話中の電話から相手の声が聞こえてきた。

《んもーぅ、梨子ちゃんったら！　聞こえちゃったわよーう》

「……え？」

　なんか変なしゃべり方してるけど、この声って……まさか！

「か、要さん……？」

《ははは。せいかーい》

　電話の向こうの要さんはいつも通り呑気な声で笑っているけれど……。

　ウソだよね？　社長があんなに切なそうに好きだと言った相手って……。そりゃ社長と要さんがなんだかんだ仲よしなのは知ってるけど、でも、まさか……。

「おい、お前、絶対変な誤解してるだろ？」

「へ？」

　私の頭の中にモヤモヤと浮かんだピンク色の想像……見つめ合う社長と要さんの映像を、社長が不機嫌そうな声で切り裂いた。

「ったく、どいつもこいつも……」

　社長はブツブツと不満そうに呟きながら、要さんと通話中になったままの携帯を側にあったデスクに置いた。電話の向こうで《梨子ちゃんひどい》とか、《それはさすがに俺も心外だよ》とか、要さんがなにか言っているのが聞こえる。

　だけど社長はそれを無視したまま、私だけを見ていた。

「わかったよ、俺が悪かった。はっきり言わなかった俺が悪い。要にも散々言われたし、もう認める」

　そう言いながら両腕を伸ばして、優しく私を囲った。

　たった一日、少し遠くに感じていただけなのに、そうされただけでなんだか懐かしくて、私はもう二度とこの腕の中から出たくないなぁ、なんて思う。

「好きだ、梨子。俺はずっと、他の誰よりもお前だけを見てる」

　薄茶色の瞳にまっすぐに見つめられて、私の心臓は一発で撃ち抜かれた。

　好、き……？　今、『好きだ』って言った？　社長が私を？

　ポカーンと口を開けて見上げる私に、社長が呆れたような顔を見せる。

「お前ってやっぱ、ちょっと鈍感なとこあるよな。俺、かなりわかりやすいと思うんだが。まぁ、そんなところもたまらなくかわいいんだけど」

　突然スイッチが入ったように甘ったるさを取り戻した社長が、鼻先に小さくキスをする。

「え？　で、でも……」

「でも、なんだ？　文句があるなら今のうちに言えよ」

　そう言いながら、私の頭を撫でたり髪にキスを落としたり。

　頭の中は真っ白になったけど、社長の言葉はすんなり心に届いて、文句なんて捻ひねり出そうとしても出てこなかった。

　社長はコツンとおでこを合わせて、至近距離で私を見つめる。

　間近で見る瞳には、私しか映っていない。だから、社長の言葉がじわじわと心に染み込んで、ボンッと頬が熱くなったのを感じる。

　社長が『好きだ』って。私を見て、『好きだ』と言ってくれてるんだ……。

「昨日、部屋に戻ったら、いなくなってたから。やっぱお前にとって俺はそういう対象じゃなくて、さすがに怖がらせたかと思って……」

「そ、そんな……！」

　私は驚いて首をブンブンと横に振る。

　対象じゃないなんて、そんなことあるわけないのに。だけど社長も私と同じようなことで悩んでたんだとわかって、なんだか不思議な気持ち。

　ふたりの年の差と、一緒にいたあの時間が、目の前にいる大事な人を霞かすませてしまっていたみたい。手を伸ばしてみればこんなに近くにいたのに、あまりに大きなその時間が、彼をうんと遠い人に見せていた。

「それならしばらく距離を置くしかないと思ってたんだが、あいつが変な気を回して電話を寄越すから……」

　そう言って不満そうにデスクに置かれた携帯をチラリと見た社長だったけど、よく見たらただ照れているだけなのかもしれない。

「文句がねえなら、たった今から俺の女だって思うけど」

　それでいいのか？、と念を押されて、私は真っ赤になりながらコクリと頷いた。

　なんだ、こんなに簡単なことだったんだ。少し勇気を出して背中に飛びついただけで、こんなにもあっさりと社長の腕に抱きとめられてしまった。

　腕の中に囲われながら、私は少しずつ湧いてくる幸せな実感にうっとりと浸る。

　彼女だ。私、今日から社長の彼女になるんだ。

　温かい胸に包まれて、『もう離さない』とでも言うようにギュッと抱きしめられる。そうされるだけで、昨日まで感じていたいろいろな不安がしゅるしゅると音を立てて縮んでいった。

　これからまた何度不安に苛さいなまれることがあっても、この腕の届く範囲にいればきっと大丈夫。私はこの気持ちをたった今から、いつまでだって信じていよう。

　根拠のない自信がどんどん湧いてくる。

　ふたりきりの夜のオフィスで、社長に抱きしめられながら夢見心地で目を閉じたとき……。

　デスクの上に置かれた携帯から、ほとんど忘れていた要さんの声がした。

《ははは、いやーよかったね！　やっとまとまって。しかしこれで虎鉄のロリコン説はますます有力に……》

　黙っていた要さんが突然しゃべりだすと、社長がブチリと音がするほど勢いよく通話を切った。

　あ、あの……しゃ、社長ってば、青筋立ってますよ……！

「ところでだな、このまま家に連れて帰ってもいいか？」

　気を取り直したように社長がそう言って、モゾモゾと私を抱き直す。

「え？」

「今日はちゃんとあるから、今度こそ逃がさねえ。もう昨日から、お前が欲しくてたまんねえんだけど……」

　耳元で甘く響かせた低い声に、私はブルリと震えた。

「な、なななな、なんでそういうこと言うんですか！」

「なんで？　そりゃ、お前のことが好きだからだろ」

　んもう！　社長ってば、甘ったるいスイッチが入ると、ホントにとことん甘いんだから。私、この人といて心臓がもつのか自信ないよ！

「梨子は？」

「へ？」

「さっき、俺のこと好きだって言ったよな？」

「え!?」

　ヤバい、私そんなこと言ったっけ？　必死すぎてあんまり覚えてないけど、もしかしてそんなこと口走ったかもしれない！　ああ、もう！　私のバカ！

「もう一回、ちゃんと聞かせて」

　ニコニコと嬉しそうに見つめられて、その熱にほだされた私は抵抗すらできない。

　ああ、もうダメだ。私、この人には完敗かもしれない……。

「す、す……、す、……す」

「す？」

　見上げると、社長が期待のこもった目で優しく私を見つめていた。

　小さな私にたくさんのキラキラした思い出をくれた虎鉄。そして、大人になって私を迎えに来てくれた社長。私、この人のことが、ホントはずっとずっと……。

「す……」

　私はずっと認めまいとしていた気持ちを口にしようと、必死に自分の意地っぱりと闘う。

　すうっと息を吸って覚悟を決める。その瞬間、バチリと音がするほど社長とぴったり目が合ってしまったから、私は胸いっぱいに吸った息を吐き出す勢いのままに、大きな声で叫んでしまった。

「す、好きじゃナイ！　虎鉄のことなんて、絶対、絶対に好きじゃナイ!!」

　口ではそう言ってしまったけど、私の身体は我慢できずにムズムズと勝手に動いて、社長の胸にギュッと抱きついた。

　腕に力を込める私を、社長がケラケラと笑ってから強く抱き返してくれる。

「ったく、言ってることとやってることが全然違うぞ」

　だ、だって……！　今まで必死に認めないようにしてきた気持ちだから、口に出すのはハードルが高いんだよ！

　それに、誰かに面と向かって『好き』だなんて言ったことがなくて、いざ自分で言おうと思うとすごく照れるんだもん。本当に心から好きな人が相手なら、なおさら。

　社長は少しゴツゴツとした指でそっと私の髪を撫でて、そのまま頬をなぞり、ゆっくりと顔を上げさせた。熱く揺らぐ社長の瞳が、優しく私を包み込む。

　私は息を止めて、まっすぐにその瞳を見上げた。

「まったく、意地っぱりな口だな」

　社長の指先が、私の唇を柔らかくなぞる。

　全身がぞくぞくと粟立って、めまいがする。

「いつかきっと、俺のことが好きでたまらないって言わせてやる」

　甘い甘い、宣戦布告。

　社長の端正な顔がどんどん近づいてきて、私は自然に目を閉じた。

　あーあ、なんか、もう……。

　目を閉じるタイミングも、息継ぎの仕方も、すっかり覚えさせられた。この人のキスを受けた瞬間から、私の負けなんて決まっていたのかもしれない。

「恋愛に〝絶対〟は、絶対ないだろ？」

　唇が触れる瞬間、社長が小さく囁いた。

　深くなるキスと一緒に、その言葉が魔法をかけるみたいに私の心に染み込んでいく。

　私は、いつか意地っぱりなんて関係なくなるくらい、この人に夢中になっている自分を、そう遠くはない未来に見たような気がしたの……。




　私と社長の恋愛闘争。

　そんなこんなで、一時休戦。

　私は社長のものになって、私も社長の手を捕まえた。もう二度とその手を離したくない。

　社長は私に『好き』を言わせようと、さまざまな策略を巡らせているみたいだけど、私だってそう簡単に口を滑らせたりしないんだから。

　もうこれは、私のただの意地。

　社長から私の反応を楽しむみたいに攻められると、彼が望む『好き』という言葉を口にするのは、負けを認めるような気分になるんだもん。

　でも本当は、言い訳なんてする隙間もないくらい心も身体も社長に籠絡されている。

　社長、長い間待たせたけど、あと少しだけ待っててね。私の意地っぱりがあなたに攻略されるのも、きっともう時間の問題だから。

　そして私はそのときを、少しだけ期待して待っている。

『好き』と言えるようになるまで、決着は少しだけお預けです。







私と社長の恋愛闘争記　延長戦










子猫の束縛




　私の初めてのキスは、目を閉じる間もなく奪われた。

　相手は私の勤める会社の社長。初めて手を繋いだ男性で、初めて部屋に入れてもらった男性。

　ファースト・キスに続いて、私の〝初めて〟はなし崩し的に次々と奪われていく。その上、〝初めて恋をした男性〟という女の子にとってすごく重要なポジションまで奪っていった（これは私の意思でもあるところがちょっと悔しい）。

　そして、ついにこの〝初めて〟まで……。

「顔、隠すなよ」

　社長の部屋のベッドの上でそっと支配された私は、もうすっかり茹ゆで上がっている。

「む、り……！」

　世の恋人たちはこんなに恥ずかしいことを平気でやってるの!?

　ひどく優しいキスで始まったそれは、食べられちゃうんじゃないかと思うほど深く私を探り、スルリスルリと身体中を撫でながら服を剥いで、すぐに私を溺おぼれさせた。

　それだけで充分恥ずかしくて、ホカホカと火照った私の頬に、社長の指が触れる。

「真っ赤だな」

「わ、わかってますよ……！」

　そんなこと、いちいち言われなくても自覚してます！

　目の前の社長に比べて余裕のない私は、こんなときでもつい意地を張って、かわいくない反応をしてしまう。

　社長の視線に耐えられなくなってフイッと顔を逸らすと、こめかみ、頬、首筋と社長の唇がゆっくりと辿っていく。私の身体はそのたびに小さく震えて、言葉とは裏腹に素直な反応を見せた。

「かわいいよ」

　わざと耳元で囁かれた社長の声に、身体中が一気に沸騰したように熱くなって、ぶわっと涙が込み上げる。

　私の反応を見てクスクス笑ってる社長は、確実に確信犯。

　意地悪！　ハレンチ！　イケメン！

　最後のはまったく悪口にならなかったけど、私はそのせいでこんなに振り回されている。

　社長がもっとかっこ悪い男の人なら、きっとこんなふうに翻弄されたりしないのに。

　社長の大きな手が滑るところをくまなくキスが追いかけていき、どこに触れられても変な声が出そうになる。速くなる呼吸を悟られたくなくて、必死に唇を噛んで我慢していた。

　話に聞くのと、実際に好きな人にされるのとでは全然違うんだ。

　社長のすることすべてが信じられないほど恥ずかしくて、社長の見た目より柔らかい髪が私の太腿をくすぐる感覚に、とうとう耐えられなくなって両手で顔を覆った。

　最初は、初めての私を気遣って、優しくしてくれているんだと思った。だけど、何度降参を告げても、『まだ足りない』とか『もっと見せろ』とか、全然許してくれる気配がない。

　そこでようやく私は気づいた。この人は、なにも知らない私をからかって意地悪してるだけだって。

「ほら、唇噛むなよ」

「だって……」

「声、出るなら我慢するな」

　ムリムリムリ！　だって気を抜いたらすごく変な声が出ちゃうの！

「ずっと聞きたかった。梨子の声」

　耳元で囁く社長は、オフィスとはまるで別人。ついでに、私の記憶にある虎鉄もこんな声は出さないし、こんなに甘ったるくはない。

　初めて見る社長のとろけそうなほど熱い表情に、ぐるぐると目が回りそう。

「やっ……ダメ、そんなとこ……！」

　な、なな、なんてことするのー！

　さっきから社長の行動にパニック連発の私を、意地悪く見つめて笑うばかりのこの人。熱く揺れる瞳も、忙しなく動く指先も、触れる肌から時折感じる早い鼓動も。そのすべてが熱心に私をいたぶって楽しんでいるとしか思えない。

　くたくたになるまで甘やかされて、骨という骨をすべて抜かれた。

　ふにゃふにゃになった私は、獲物にとどめを刺そうとのしかかる大きな虎を涙目で見上げる。

　食べないでって、最後の命いのち乞ごいをするチャンスなのに、力の抜けた身体は抵抗なんてしようともしない。むしろ食べられるのを待ってるの。

「名前、呼んで」

　そっと誘惑するように催促されて、耳たぶをカプリと食まれる。ブルリと震えた私は、社長の背中にゆっくりと両腕を回して、ギュッとしがみついた。

「虎鉄」

　宙に浮いた言葉は彼の唇に飲み込まれて、そのまま私の唇に触れて溶けだした。

　深くなるキスになにも考えられなくなって、私はうっとりと目を閉じる。

「梨子、悪い。もう限界……」

　身体がフワフワと浮いてるんじゃないかとすら思ったとき、私の身体は甘い痛みに貫かれていた――。




「なんだよ。もしかして、よくなかったか？　悪い、なるべく抑えたつもりだったんだが……」

　くらくらするような濃厚な空気の名残をとどめたベッドの上で、くたくたな身体を柔らかく抱きしめられている。

　ふくれっ面の私を見て、私の髪を撫でる社長が不安げに言った。

「……ったですよ」

「ん？」

「よかったですよ！　だから怒ってるんです！」

　ぷいっと背中を向けた私に、後ろで社長が困惑したような声を上げた。

「悪かったよ。できるだけ痛くないようにしようと思ったんだけど、俺も緊張してたし、梨子があんまりかわいいから最後はつい抑えが効かなくなって……」

「そ、そ、そんなことは怒ってません！」

　カアッと顔が熱くなって、バタバタと身み悶もだえしたい気分だ。

　最初のうちは余裕のある顔で私を見下ろしていた社長が、次第にキレイな眉を寄せてなにかを堪えるように息をつく姿がとんでもなくセクシーだった。それにつられて恥ずかしさも忘れて夢中になってしまったことは、できれば思い出したくない。

　こういうことをしたのは初めてだけど、社長がどれだけ優しくしてくれたかはわかる。終わった後もこんなふうに腕枕をして私の息が整うまで丁寧に宥めてくれるところまで、完璧だってことも。

「……梨子？」

　柄にもなくオロオロとした社長が、後ろから腕を回して私をそっと包み込んだ。

「だって、だって……」

　頭のてっぺんに柔らかくキスを落とされて、言葉の先を促される。

　……えぇーい！　もう、こんだけ恥ずかしいことしちゃったんだから、言っちゃいなさい、梨子！

　自分を叱咤して、覚悟を決めた。

「わ、私はこれが初めてなのに、虎鉄は……もっといろんな女の子を知ってて。こんなに優しく……その、他の子のこと……」

　言いながら頬にどんどん熱が集まってくるのがわかる。

　耳まで真っ赤になってるかも。

　社長はじっと動かず、黙って私の言葉を聞いている。その気恥ずかしさに耐えられなくなって、布ふ団とんを引っぱり上げると頭までもぐって小さくなった。

　だけど、ここまで言ったんだから、ちゃんと最後まで言おう。

「もう、他の人にはしないで……」

　布団の中でくぐもった声で、なんとかその言葉を口にした。

　私はあなたしか知らないから。過去を塗り替えることはできなくても、たった今から、この先ずっと……その腕に抱くのは、私だけだって言ってほしいよ。

　こういうことを言ったら、めんどくさいとか重たいとか思われるんだろうか。

　社長の反応が怖くてプルプル震えていると、ガバッと勢いよく布団を剥がされる。そのままクルリと身体の向きを変えられて、社長の両腕にギュウッと抱きしめられた。

　社長の裸の胸に頬を押しつけられて、伝わってくる鼓動に体温が上がる。

　ああ、ダメだ。私の心臓、このままだといつか破裂しちゃう。

「……お前な、あんまかわいいこと言ってっと、もう一回食うぞ」

　強く抱きしめられて表情は見えないけど、なんだか困ったような声だった。

「次に言ったら本気でめちゃくちゃにしてやる」

　そう言って、さっきまで自分でキレイにすいた私の髪をくしゃくしゃに乱すと、少し身体を離して顔を上げさせる。

「い、イヤ！　今はダメです……！」

「うるさい」

　私の抵抗は、完全に無視。そして薄茶色の瞳に私だけを映して、少しだけ照れくさそうに宣言した。

「その、昔のことはだな。男の事情ってもんがあるから許せ」

『男の事情』って、いったいなに……？

　私が社長の部屋から逃げ出してしまった日も、社長がこれまでの女性関係を匂わせるようなことをモゴモゴと言っていたのを思い出す。たった今私にしているように、私じゃない女の人を優しく抱きしめたりしたのだろうか。

　つい尖らせた私の唇をむにっと摘まんで、「最後まで聞け」と社長。

「その代わりといってはなんだが……もうお前以外の女を抱いたりしないから」

　鼻の先にチュッと小さなキスを落として、囁くように言った。そしてふたりだけの秘密を打ち明けるように顔を寄せて、私にそっと魔法をかける。

「俺を飢えさせるのも満たすのも、梨子だけだ。今日から俺は、お前だけのもんだから」

　唇が触れる距離で告げられた魔法の言葉は、ゆっくりと私に注ぎ込まれる。キスと一緒に奥深くまで染み渡って、またもや私をへなへなにさせた。




　私と社長の恋愛闘争。

　恋人同士になって一時休戦を迎えたはずのそれは、甘い甘い延長戦に突入した。

　恋人の名のもとに容赦なく私を翻弄する社長。この人の甘ったるい攻撃に、私はひたすら防戦一方だ。

　だけど私は、簡単に負けを認めたくない。『絶対に好きじゃナイ！』と宣言した手前、もう既に骨抜きだなんて認めるわけにはいかないから。

　とはいえ、この先の延長戦、私に勝ち目はない気がするの。










欲ばりな虎




「ええー！　そうだったんですか!?」

《そうそう、そのためにいろいろ裏工作してやってさあ》

　懐かしいなぁ、と電話の向こうで笑うのは芹澤要さん。

　私のか、かか、彼氏である社長の昔からのお友だち。

　どうして私が要さんと電話をしているのかというと、それは数十分前までさかのぼる――。




　暦の上ではもうすぐ春を迎えるというのに、冬は名残惜しそうに街に居座り、寒さが張り切って辺りを覆う夜には、この部屋にもまだ暖房が必要だった。

　恋人同士になった私と社長は、大抵週末になると社長の家でお泊まりをする。

　連れ込まれていると言ってもいいんだけど、社長はだいぶ私の操縦を覚えたようで、意地っぱりをうまく操り、私はなんやかんやと自分の意思でこの部屋に来ている。

　そして今日も事務所からそのまま社長の部屋にお邪魔して、ふたりで夕飯を作って食べた。

　ちなみに社長は料理まで器用にこなすので、あまり得意ではない私としてはちょっと身の置き場がない。

　私が作るのは、料理本を睨みながらレシピ通りに作ってなんとか形になったもの。一方、社長は冷蔵庫にあるものを見てさっとメニューを考えて、私にはなんのために使っているのかもわからない、一見へんてこな隠し味を入れたりする。それが全部おいしいから毎回びっくりする。

　それでも八歳の年の差があるおかげで、ふたりきりになるとベタベタに甘やかそうとする社長に、内心抵抗がないのも最近の悩みどころ。

　シャワーを浴びた後の濡れた髪を、ドライヤーで乾かしてくれる社長。

　ベッドに入った私に優しく布団を被せて、おでこにおやすみのキスをくれる社長。

　近くのコンビニに行くにも絶対ひとりで出歩かせようとはしないし、『薄着すぎないか』とか『スカートが短くないか』とか、ときどき過保護なお兄ちゃんみたいに見える。

　だけどそれを指摘すると、社長は不敵に笑って私をベッドに引きずり込み、もう私にとって社長が〝お兄ちゃん〟のような存在ではありえないことを、これでもかってほど思い知らせる。

　そんなふうに日に日に社長にハマっていく自分が、もうこの人なしではダメになるようで怖いのに、甘い甘い蜜のような時間は、麻薬のように私の身体の隅々まで行き渡り、それに溺れるのが本当はちょっとだけ心地いい。

　その日の夕飯を終えると、私は先にシャワーを浴びて、既に常備されている私専用の部屋着に着替えると、大きなソファの上でひとりでごろごろしていた。

『一緒にお風呂に入ろう』という提案は定期的に持ち上がるけど、それはまだ断固拒否。だって恥ずかしいんだもん。何度そういうことをしていても、まだまだ慣れない私にとって『一緒にお風呂』はハードルが高い。

　ちなみに、私専用の部屋着というのは、恋人同士になってすぐに社長が用意したもの。

　モコモコしたパーカーに、しっかりとくるぶしまである緩いパンツは意外とかわいくて、それなりにお気に入り。

　なんで社長がわざわざそんな部屋着を用意したかというと……。私が以前、社長の薄いＴシャツ一枚でこの部屋を飛び出したことがあるから。

　結局あの日は要さんに保護されて、自分の家まで送り届けられた私は社長にこっぴどくお叱りを受けた。どうやら社長は、あのことをまだ根に持っているらしい。

『あれはかなり目の保養だったが、また勝手に飛び出されたら敵わん。お前は危なっかしいから安全第一』というのが社長の言い分。もう逃げたりしないと言ってるんだけど、社長にとってはかなり強烈なトラウマになっているんだって。

　私の後に社長がシャワーを浴びに行ってすぐ、ソファの前のテーブルに置いてあった社長の携帯に着信が入った。

　なかなかしつこい電話で、もし仕事の相手なら社長に声をかけたほうがいいかと思ってチラリと相手を確認する。すると相手があの要さんだったから、つい電話に出ちゃったというわけ。そのまま話が盛り上がって、社長と要さんが高校生のころの思い出話をしていた。

「私、本気で悩んでたんですよ！　自分に魅力がないのかなとか、変な噂でもあるのかなとか……」

《まあ、そう怒んないでよ。あいつ、今じゃ梨子ちゃんのこと好きでたまんないって感じだろ。どうせいつかはそうなるだろうと思って、俺らは気を利かせていたわけ》

「だ、だからってそんな……！」

　社長が私のことを好きになってくれることがなかったら、どうするつもりだったんだろう。

《なんなら、虎鉄に聞いてみたらいいよ。それ聞いたら絶対に感謝してるって言うし。案外あいつも自分でなにか手を回してたかもしれないよ》

　私なんかがぷんぷん怒っても要さんには全然効果がないみたいで、電話の向こうでいつものようにヘラヘラ笑っている顔が容易に想像できる。

「しゃ、社長はそんなことしてませんよ！」

《わかんないよぉ。あいつ、あれでけっこう欲ばりだからな。俺が梨子ちゃんのファースト・キスもらってやるってちょっとからかっただけで、すっ飛んできただろ》

『ちょっとからかっただけ』なんて、あのときの要さんはかなり本気だったような気がするんですけど……。だって、すごく顔が近かったし。

　いつかの合コンの帰りに、うっかり要さんにファースト・キスを奪われそうになったことを思い出した。

　なんで抵抗しなかったんだ、あのときの私。でも……そうだ、私のために走ってきてくれた社長が私と要さんを引き離した。それから社長にギュッと抱きしめられてキスをされた。

　ファースト・キスだったのに目を閉じる隙もなかったとあのときは怒ったけど、今思い返すとなかなか素敵なキスだったかもしれない。

　社長の伏せられた長いまつ毛がキレイな扇形に広がっていて、細く開かれたまぶたの奥から薄茶色の瞳がまっすぐに私を見つめていた。奪うようなキスだった割に触れる唇は優しくて、だけど社長はいきなり熱い舌で私の唇を割り入って好き放題して。それなのに私はなぜかうっとりしちゃって全然抵抗できなくて……って、ストップ！ストップ！　なんでこんなこと思い出してるのよ!?

　ソファの上でうつ伏せになったまま、自分のファースト・キスを思い出して恥ずかしくなり、バタバタと身悶えた。

　ヤバいヤバい。今、絶対耳まで真っ赤になってるはず！

　シャワーを浴びてからだいぶ時間も経っているのに、身体中がポカポカと体温を上げていく。恥ずかしさからだんだん涙が込み上げてくるのが自分でもわかる。

　そのとき、ふとソファに近づいてくる足音を感じて、涙目のままそろりと顔を上げると……。

「ふぎゃっ！」

「誰のためにそんなかわいい顔してんだ？」

　私の背中にぴったりと重なるように、ずしりと社長がのしかかってきた。もちろん全体重をかけないように調整されているのはわかるんだけど、背中に感じる絶妙な重みが胸の奥をキュンと疼かせる。

　社長は私の右手ごと自分の携帯を取り上げると、相手を確認して呆れたような声を出した。

「なんだ、要じゃねえか。こんなヤツにそんな顔をくれてやるな。もったいねえだろ」

《ねえ、俺の扱い、雑すぎじゃない？》

　電話の向こうから要さんの声が漏れ聞こえてくる。

　くれてやるもなにも、今私の顔を見れるのは社長しかいないのに。それでも、ウチの社長はなにかが気に食わないらしい。

《もっと敬ってよね。誰のおかげで君たちまとまったと思ってるの？》

「うるせえな。ウチの梨子にちょっかい出すなよ」

《はいはい、お宅のかわいい梨子ちゃんね》

「それで、なんの用だ？」

　社長は私の背中に覆いかぶさったまま、なにやら要さんと会話を始めてしまった。

　背中に感じる社長の鼓動のリズム。こんなにぴったりくっついていたら私の鼓動も伝わってるんだろうなと思うと、なんだか緊張してしまって、息の仕方すらわからなくなる。

「んっ……！」

　ドキドキしているのを悟られたくなくてグッと息を潜めていたら、剥き出しのうなじにキスが振ってきた。

「その声、ヤツに聞かすなよ」

　右手で要さんとの電話を繋げたまま、左手で優しく私の口を塞ぐ。

　首筋、背中、肩……とたくさんのキスを降らせて、ときどき思い立ったようにうなじを熱い舌が駆け上がる。要さんの話に適当に相づちを打ちながら、自分の身体の下に私をすっぽりと収めていたぶる。

　堪えきれない声が社長の指の隙間から漏れそうになると、叱るように耳を甘くかじられた。

　もう、だったら電話中にこんなことしないでよねー！

　そう言いたかったけど、背後からの攻撃に気は抜けないし、要さんになにかを勘づかれるのも避けたい。

　気がつくといつの間にか要さんとの電話は終わっていたみたいで、放り出された携帯がテーブルの上に転がっていた。

　社長の両手が私の手首を柔らかくソファに押さえ込む。耳たぶにかぷりと噛みついたり、こめかみに優しくキスを落としたり。社長は私をどろどろに溶かすことにまったく余念がない。

「もっ……、しゃ、ちょ……！」

「誰が社長だ」

　ふたりきりのときまでうっかり社長と呼んでしまうと、社長はいつも拗ねる。

　自分がオンとオフの切り替えがうまいからって、そんなに敏感にならないでほしい。

　私の身体とソファの間に、ふしだらな指先がモゾモゾと滑り込む。私はその手をなんとか振り切って仰向けになると、キッと社長を睨み上げた。

「虎鉄」

「ん？」

「か、要さんが言ってたんですけど。私に彼氏ができないように、裏で手を回したことがあるって」

　私がそう言うと、社長は少し目を丸くしていた。

「バカ、そんなことするわけないだろう」

　鼻で笑う社長に、私は少しの疑いを込めてその顔を見上げた。

　本当に社長はそのことに関してはなにも知らなかったのかな。

「大人になった後ならまだしも、そんなガキの恋愛に口出すようなこと、俺は一度も……」

　不自然に言葉を途切れさせた社長が、言葉と一緒に表情まで一時停止させる。なにかを思い出そうとするかのように器用に片方の眉を持ち上げて、それから気まずそうに顔を逸らした。

「ま、まさか、なにか思い当たるんですか……？」

　社長は一度私と目を合わせて、すぐにまた逸らしてしまった。ほんのりと目の下を赤くさせて、なんだか照れたように、気まずそうに言う。

「手を回したってほどじゃない。『梨子は俺が大事にしてる女だから、傷つけるようなことはするな』みたいなことを、なにかの折にポロッと言っただけだ」

「そ、そういうのを手を回したって言うんです！」

　なによ、『大事にしてる女』って！　そりゃ普通の人が言ったくらいじゃ、なんの効力もないかもしれないけど。地元であの〝西城虎鉄〟がそんなことをポロッとだろうが口にすれば、私を彼女にしようとする男の子なんていなくなるに決まってる！

「もう！　自分はいろんな女の子と仲よくやってたくせに！」

「人聞きの悪いこと言うな。俺だってちゃんと彼女にしたのはお前が初めてだ」

「〝ちゃんと〟ってなんですか！　ちゃんとじゃない彼女がいたわけ!?」

「いや、だからそれは……」

　大体、これだけ女性の扱いがうまいくせに、三十歳目前にして〝初めての彼女〟なんて図々しい！

「……悪かったよ」

　頬を膨らませてそっぽを向いた私に、社長が心底弱ったような声を出す。

　私だって、社長の昔の女性関係についてとやかく言うのはあんまりよくないってわかってる。大人げないし、今では私だけをこんなに大事にしてくれてるんだし。

　だけど学生時代の恋って、特別キラキラして見えるでしょ？　その間一度も恋愛することができなかったのは、やっぱりちょっと残念だもん。どうして私は恋愛できないんだろうって、真剣に悩んだこともあったのに！

「……梨子？」

　私の上に覆いかぶさったままの社長が、目に見えてシュンとする。

「その、それを聞いたヤツらがどんなふうに触れ回ったのかは知らねえけど……」

　思いっきり眉を下げて私の表情を窺う社長は、なんだか叱られた犬みたい。

　別にそこまで本気で怒ったわけじゃないんだけど、その様子をもう少し見ていたくて、チラリと社長の顔を見上げた。

「俺はただ、お前が他の男に傷つけられたりしないようにと思って。その、なんていうか、俺以外の男にはあんまりベタベタ触らせたくなかったし……」

　モゴモゴと言い訳をする社長は、さっきまでとは別人みたい。

　ヤダ、なんかかわいい……。

　女の人の扱いなんてお手のものって感じのくせに、まるで初めて恋をしている男の子みたいにタジタジな様子につい頬が緩んでしまう。

　視線をさまよわせる社長は、私の様子には気づかず、かわいい言い訳をさらに続ける。

「お前が初めてキスする相手も、身体を許す相手も、他の誰にも譲りたくねえと思ってたんだよ。お前のこと、俺以上に大事にできる男でなけりゃな」

　自分は『男の事情』なんて言っておいて、どの口がそんなセリフを吐くのよ。

　だけど、私も今では全部の〝初めて〟が社長でよかったって思っているから、なんだかくすぐったくなって、堪えきれずにクスクスと笑ってしまった。

「笑うな」

「だって虎鉄、すごく欲ばりなんだもん」

「うるせえな。好きな女なら、全部欲しいと思って当然だろうが」

　今度は私に代わってムスッとむくれた社長。

　八歳も年上なのに、今日の社長はかわいくて仕方がない。だから私は今ならなんでもできるような気がして、両腕を伸ばして社長の顔を引き寄せる。そして社長がいつもしてくれるように鼻先に小さく、えい！っとキスをした。

　すると社長はものすごく驚いた顔をして、ピタリと完全にフリーズしてしまった。

　え、なんか言ってよ……。こっちのほうが恥ずかしくなるじゃん！

　びっくり顔の社長と目が合って、私もつられてアタフタする。

「わ、私の初めては全部社長がもっていったじゃない……」

　私たちの立場はコロコロと入れ替わって、今度は私が視線をさまよわせながらモゴモゴと言い訳をする。

　あーあ、もう……慣れないことはするもんじゃないな。社長が黙っちゃうから、私までどんどん照れちゃうんだもん！

「い、一応、〝初めて恋した男の人〟のポジションもあるんですけど、いらないですか……？」

　恐る恐る見上げると、社長は息が止まりそうなほどギューッと私を抱きしめた。

　その瞬間、自分の発した大胆なセリフにどんどん恥ずかしくなって、さっきから少し速く感じていた社長の鼓動に私の鼓動が追いついて重なった。

「……いるに決まってんだろ」

　そう言って突然噛みつくようなキスを始めた社長は、もうすっかりいつも通り。

「んんっ！」

　ソファの上でくたくたになるまで離してもらえなかった。




　私と社長の恋愛闘争。

　自分史上最大の反撃だったと思うのに、結局はかわされ、カウンターまでお見舞いされて……。

　まったくこの人は、ホントに手強い恋人なんです。










虎ＶＳ．子猫




　虎鉄が社長を務める建築デザイン事務所に入社してから、二度目の春がやってきた。

「松丸くん、早くご飯行こう」

「え、えぇ？　いいけどさあ……」

　お昼休みになった途端、情けない声を出す同期の松丸くんを引っぱって立ち上がった。背中にひしひしと視線を感じながら、ずんずん歩いて素早くオフィスを後にする。

　事務職の先輩である紫枝さんの、心配するような視線とか。設計部長の結木さんの、ちょっとおもしろがるような視線とか。それから私の恋人でもある我が社の社長の、隠す気ゼロのこちらを窺うあの視線とか！

「梨子ちゃん、そろそろ勘弁してよ。俺マジで呪い殺されるって」

　私の後ろを付いて歩く松丸くんがプルプルと小さく震えながら言った。

「なに言ってんの。社長は呪いなんて使えないよ」

「いや、そうじゃなくてさあ……」

　松丸くんはブツブツ言いながらもちゃんと私に付いてきてくれて、ふたりでエレベーターに乗り込んだ。

　いつもはコンビニで買ったものをささっと食べちゃうことが多いんだけど、私は三日前から断固として、就業時間以外をあのオフィスでは過ごさないようにしている。

　正確には、極力あの人が私に話しかける隙を作らないようにしてるんだ。

　ツンとしてその話題を避けようとする私に、松丸くんが遠慮がちに話しかける。

「梨子ちゃんに慕ってもらえるのは嬉しいよ。めちゃくちゃ嬉しいけどさ、見ただろ？あの社長の目つき……」

　そう言いながら、大きくブルリと震えた松丸くん。どうやら日に日に鋭くなっていく社長の突き刺すような視線を思い出したらしい。

「あのさ、なんでケンカなんかしてるの？　あの人の誕生日の後からでしょ？　梨子ちゃんが怒ってるのって。なにがあったわけ？　サプライズするんだって、楽しみにしてたじゃん」

　そう、実は四日前、社長は三十歳のお誕生日を迎えた。

　普段からあまり外出するほうでもないし、社長の誕生日にはふたりでゆっくり部屋でお祝いをするはずだった。

　社長は『そんなことしなくていい』って言ったけど、私にとっては初めての彼氏と初めて迎える誕生日。なにより、社長の誕生日をお祝いするのは本当に久しぶりだったから、小学生の私にはできないやり方で、あの人の誕生日をお祝いしたかった。

「いつも社長にいろいろしてもらってばっかりだから。誕生日くらいは私ががんばろうって思ったのに……」

「……梨子ちゃん、いったいなにをしようとしたの？　あ、ヤバい。なんか変な想像しちゃった」

「……？　変な想像？」

「いや、なんでもない。頼むから社長には言わないでね、本当になんでもないから」

　よくわからないけど、ひとりでアワアワする松丸くん。

「もう三日間もあの社長の視線に射殺されないように気を張ってるから、頭がおかしくなったのかもな。これだけ被害を被ってるんだから、いったいなにがあったのか教えてよ」

　私は松丸くんを見上げて少しムスッとした顔をする。

　だけど松丸くんの言うことはもっともだ。この三日間、松丸くんが文句を言わないのをいいことに、私は彼を盾にしている。

　確かに彼にはいちばん迷惑をかけているわけだから、私はその言葉にしぶしぶ頷いた。

　事務所のあるビルを出て、少し離れたところにあるラーメン屋さんを目指してふたりで歩く。私はポツポツと、四日前の出来事を話し始めた。
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　社長は誕生日祝いなんていらないって言ったけど、私はこっそりケーキを予約してプレゼントも買った。驚かせたくて、それらを持って社長のお部屋をサプライズ訪問した。

「えへへ、来ちゃいました」

　玄関のドアを開けた社長に、私ははにかみながら言った。

　驚く社長をよそに、ケーキにロウソクを立てて部屋を暗くした。

　あとは社長がロウソクの火を吹き消して、私が用意したプレゼントを受け取って喜んでくれれば、サプライズ成功のはずだった。それなのに社長ってば……。

「誕生日祝いなんていいって言っただろ。お前がこんなことする必要ない」

　そう言って、ロウソクの火すら消してくれなかった。

「なんでそんなこと言うんですか……？」

「いや、だから、お前にこういうことされると、なんて言うか……」

　顔を逸らしたまま、ブツブツと呟く。その横顔が本当にイヤそうに見えて、じわじわと涙が浮かび上がるのを感じた。

　私たち、付き合ってるよね？　恋人同士で誕生日を祝うのって、普通のことじゃないの？　それとも私の勝手な思い込み？

　社長なら絶対喜んでくれると思った。いくらお祝いはしなくていいって言ったって、ケーキとプレゼントくらいなら受け取ってくれると思って一生懸命選んだのに……。

　黙り込んだ私を不思議に思ったのか、社長がこっちを見てギョッとした顔をする。私が堪えきれなくて、小さな女の子みたいにぽろぽろと涙をこぼしていたから。

「いや、梨子……だから、俺が言いたいのは……」

「もういいです。わかりました」

　私は自分のカバンを掴んで立ち上がると、社長をキッと睨みつけて言った。

「私なんかが〝社長様〟の言いつけを破って生意気なことしちゃって、本当にすみませんでしたね！」

　ニッコリと笑って渡すつもりだった、社長への誕生日プレゼント。それを社長に向かってボスッと投げつけて部屋を飛び出した。

　そして、社長が追いかけてくることも考えて、いつもと違う道を全力で走りながら自分のアパートまで帰ったというわけ。





＊　＊　＊






「ふーん。それで社長への当てつけみたいに、俺と仲よくしてくれてるわけね……」

「ヤダ、そんなこと言わないでよ。松丸くんとはいつも仲よしでしょ？」

「どうだかなあ。社長と付き合い始めてからは特に、俺には全然かまってくれなかったけど」

　そうだったっけ？と首を傾げる私を、松丸くんがじとりと睨む。まあ、迫力は全然ないけれど。

「それにしても珍しいね、社長が梨子ちゃんにそんな態度とるなんてさ」

　私はその言葉に小さく頷いて俯いた。

　そう、私も正直驚いて、どうしていいかわからなかった。

　地元にいたころから恋人同士になった今でも、八歳年上の社長にはいつでも私を包み込んでくれるような優しさがあった。だから、どんなに目つきの悪い社長を見ても、彼に冷たさとか恐ろしさのようなものを本気で感じたことなんて一度もなかった。

　そりゃあ、仕事中の社長は鬼のように集中しているし、ピリピリしたオーラを感じて怖いなぁと思うときはあるけど、それは怒っているわけじゃないと充分理解しているつもり。それに、社長が私に対して声を荒げるときには必ず理由があった。

　あの日はあんなふうに拒絶される理由もわからなくて悲しかったし、時間が経つにつれてだんだん腹が立ってきた。

　だって、ただ誕生日のお祝いをしたかっただけなんだもん！

「まあ、俺の身の安全のためにもなるべく早く仲直りしてね。いつか噛みつかれそうで仕事どころじゃないよ……」

　そう言った松丸くんはなんだか疲労感に溢れていて、少しだけ申し訳ないなと思った。

　社長とケンカをしたあの日から、まだ一度もきちんと話をしていない。

　たぶん社長は大人だから、怒った私をしばらく放っておこうって思ったんだろう。だけど、ケンカした翌日も何事もなかったかのように振る舞う社長の態度は、私の意地っぱりにさらに火をつけた。

　そっちがその気なら、こっちだって簡単に許してなんてあげないんだから。

　紫枝さんは同い年のよしみなのか、なにかと社長の肩を持つようなことを言う。『なにがあったのかは知らないけど、きっと社長も後悔してるわよ』って。

　結木さんは社長の味方ではないけど、私の味方にもなってくれない。『なにがあったのかは知らないけど、痴話ゲンカに巻き込むのはやめてくれよ』って。

　だから自然と私は松丸くんを味方につけて、この三日間、オフィスではまさに私と社長による冷戦が繰り広げられているというわけ。

　社長とは、事務的な会話以外、一切口をきいていない。仕方なく話をするときも、子どもっぽいとは思うんだけど、微妙に目を合わせないようにしている。社長だってパソコンや資料に目線をさまよわせているから、私は彼の眉間だとか、スッと通った鼻筋なんかを凝視しているのだ。

　たとえば棚の高いところにしまってある資料を取ってほしいときも、いつもはなにげなく社長を頼ってしまうことが多かったけど、この三日間は絶対に松丸くんにお願いしている。今日なんて社長のほうが近くにいて、いつものように私を助けようとしてくれているのをわかっていながら、私はわざと松丸くんを呼んだ。

　社長はショックを受けたような顔でしばらく固まっていたし、あのときはさすがに露骨かなとも思ったけど、私の意地っぱりは日に日にひどくなって、もう後には引けない。

　それから昨日も一昨日も、終業時間が過ぎるとなにか言いたげな社長を無視して、半ば強引に松丸くんを引っぱって帰った。社長もさすがに気まずいのか、私が松丸くんといれば話しかけてはこない。すっごく見られてはいるけど。

　今日は特に、朝から社長がこちらをチラチラと窺っている。そろそろ仲直りの機会を持とうとしているんだってわかっていながら、気づかないふりをした。

　松丸くんはこの三日間ずっと、私と一緒に社長からの視線に晒さらされていることになる。それに、なるべく普通にしようとは思っているのだけれど、私たちのせいで明らかにオフィスはピリピリしている。今日もこれからあと半日、あそこで仕事をすると思うと、溜め息を堪えられなかった。

　みんなに申し訳ないし、早く仲直りしたほうがいいのもわかってる。だけど社長とのケンカなんて想像したこともなかったから、どんなふうに仲直りしたらいいのか、見当もつかないの。




　ラーメンを食べ終えて、会計を済ませて会社に戻る。

「だけど、もうそろそろ社長から声かけてくるんじゃないかな？　そんなに長い間、梨子ちゃんのこと放っておける人じゃないと思うけどね」

　エレベーターの中で、松丸くんはひたすら仲直りの方法についてしゃべっていた。どうやら相当早く私たちに仲直りしてほしいみたい。

　オフィスのある八階に到着すると、ふたりともなんとなく身構えながらエレベーターを降りる。

「でもさ、俺ちょっと社長の気持ちもわかるよ。だってもし俺が三十歳で、梨子ちゃんみたいに昔からよく知ってるかわいい年下の彼女がいたらさ……」

　ぺらぺらと話しながら私のほうを見たまま、松丸くんがオフィスへのドアを押し開けた。

「そしたら絶対かわいがるけど、でもやっぱりもっと若い男のほうがとか……」

「梨子」

「ひぃっ！」

　ドアを開けたところで待ちかまえるように立っていた社長に、松丸くんが情けない悲鳴を上げた。

「ちょっといいか」

　松丸くんは完全無視のまま、社長が私を社長室の中へと呼び入れる。

　彼が会社で私のことを『梨子』と呼ぶなんて、相当切羽詰まっているんだろう。付き合い始めてからというもの、社長の放つ甘ったるい攻撃に絡め取られるようにほだされていた私には、それを無視できるほどの意地はもう残されていなかった。

　私が部屋に入ると、社長がバタンとドアを閉める。

　社長と向き合ってその顔を見上げた。

「なにかプライベートなお話ですか、社長。お昼休憩の時間、もうすぐ終わりますよ」

　私がツンとしながら言うと、社長が目に見えてしょぼんとする。叱られた犬のように肩を落とす社長はなんだか弱々しく見えて、そんな姿を見せられたら今にも社長のことを許しちゃいそう。

　だけど『簡単には許さない』と決意した以上、ここで折れるのはちょっと悔しくて、私はぷいっと目を逸らした。

「……悪かった」

　横に逸らしていた視線を戻して、こっそりと社長を見上げると、社長は眉を下げて少し俯いている。

　……うむ。どうやら本気で反省しているらしい。

　それでも私が無言のままでいると、もう一度社長が口を開いて、さらにしょんぼりした声で言い募る。

「……すみませんでした」

　あの社長が眉をハの字にして、私に向かって『すみませんでした』なんて。レアすぎて、ついじっと見入ってしまった。

「誕生日祝ってもらえるのは嬉しかったんだ。だけど、なんていうか、お前に三十歳って言われるのは……」

　社長は、いたずらが見つかった小さな男の子のように、口をすぼめて言った。

「え？　もしかして社長、年齢を気にしてたんですか？」

「いや、年をとるのがイヤなわけじゃねえけど」

　ん？　なにが言いたいの？

　私が首を傾げると、いつになく歯切れの悪い社長が私から視線を逸らして言った。

「……やっと、追いついてきたなって思ってたのに。それなのに梨子がようやくハタチを超えたかと思えば今度はまた俺が年とって、年齢の差なんていつまで待っても縮まらねえんだって……」

　社長は自分の言ったことになぜか不機嫌な顔になって、私の背中をそっとドアに押しつけた。そしてドアに両肘をついて、片手で柔らかく私の目を塞ぐ。

「俺だって少しは年の差を気にしたりする。だから松丸みたいな歳の近い男と仲よくしてるとこ見るのは……正直けっこー堪える」

　うわぁ、もう社長ってば、ホントにズルい。いったいどんな顔してこんなこと言ってるの？

　塞がれた視界のせいで、社長の声だけが頭の中にこだまする。

　ドアに押しつけられて腕の中に囲われ、その上視界を塞がれて真っ暗になっても、少しも怖いと思わない。そんな相手は社長しかいないのに、この人はどうしてそんなに不安げなんだろう。

　社長の顔が見えない今なら、私も少しは素直に言えるかもしれない。

　今回はちょっと意地を張っちゃったけど、それでも私が好きなのは、たったひとり。目の前のあなたしか、いないんだって。

「……プレゼント、見てくれました？　虎の刺し繍しゅうがかわいくて、あのスタジャン見つけたときは、社長にぴったりだと思ってすごく嬉しかったの」

「ああ、見たよ」

「じゃあ、ケーキは？」

「……食べた。でもやっぱりお前と一緒に食べたいから、今日もう一度買いに行こう」

　私が買ったケーキって、そこそこ大きいサイズのホールケーキだったと思うんだけど。あれをひとりで食べただなんて、本当なの？　大体、その前の微妙な間が怪しすぎる。

　私はグッと眉を寄せる。

　もっと問いつめたい気持ちもあるけど、社長がここまで言ってるのに、それでも拗ねているのはちょっと大人げなさすぎるよね。

　私は小さく頷きながら手を伸ばして、社長のスーツをキュッと握った。

　相変わらず目を塞いだままだけど、社長が反対の手で私の髪を撫でて、おでこに優しく唇を押しつけたのがわかる。

「八歳も年上の社長みたいな、か、彼氏をもってるんですよ。私のほうが何倍も年の差を気にしてます」

　つり合ってないんじゃないかとか、いつまで経っても追いつけないなぁとか、常々思っているのは私のほう。

　だけどそれでも不安になったりしないのは、社長の気持ちをいつも近くに感じているから。言葉では足りないくらい、うんと大事にして伝えてくれるから。

「誕生日くらい、ちゃんとお祝いさせてください」

「ああ、悪かった」

「私が八歳年下だからって、嫌いになったりしないでしょ？」

「当たり前だ」

「三十歳でも四十歳でも、私だってちゃんと社長のこと……」

　そこまではすらすら話せていたのに、急に意地っぱりが顔を出して、次の言葉がなかなか外へ出てこない。

　社長が小さく息を呑んだのがわかる。

　いや、言おう！　言っちゃおうよ！　私がちゃんと言わないから、社長だって不安になるんだよ！

　覚悟を決め、スーツを握った手にギュッと力を込めて私が息を吸った瞬間……。

　待ちきれなくなった社長が声を出した。

「……俺のこと、なに？」

　視界を塞がれて敏感になった私の耳は、その声に含まれた期待を拾い落とすことなく感じ取る。すると、今にも溢れそうになっていた二文字が、スルリと意地っぱりの後ろに引っ込んでしまった。

「もう！　私、ホントに怒ってたんですからね！」

　社長の手のひらをベリッと剥がして睨み上げると、久しぶりにばっちり目が合って、社長がふにゃりと嬉しそうに笑う。

「ああ、ホントに悪かった」

「今日はやり直しですからね！」

「頼むよ。だけど、プレゼントは梨子からの『好き』がいいんだけど」

「ちょ、調子に乗らないでください！　そんなの絶対あげませんから！」

　ぷりぷり怒る私の鼻先に、社長が笑って小さなキスをする。

　ちょっと！　反省してると思ったのに、すっかりいつもの社長に戻っちゃったじゃない！　……まあ、いいか。

　ふくれっ面の私を抱きしめる社長が、すごく嬉しそうな顔をしているのがわかる。

　私が見たかったのはこの笑顔だったんだって思ったら、なんだかポカポカと頬が熱くなっていった。




　私と社長の恋愛闘争。

　恋人同士になって初めてのケンカはこうして幕を閉じたわけだけど、またもや意地っぱりのせいで素直に気持ちを伝えることができなかった。

　私を柔らかく包み込んでくれるこの人を、本当はすごくすごく愛しく思う。誰よりも、いちばん大切に思っている。

　できることならこの人が、私にとって最初で最後の恋人になってくれたらいい。

　社長にとってこの恋が、いちばん最後の恋になればいい。

　私はきっと、一生分の恋する気持ちをこの人だけに捧ささげている。

　その自覚はあるのに、どう伝えていいのかわからない。

　もう身体の中には収まりきらなくて、溢れ出しそうなこの想い。早く社長に届けたいって、素直な私は言っているけど、それに見合うだけの言葉が見つからないの。

　言葉にしなきゃ伝わらない気持ちがあると言うけれど、激しい攻防を繰り返すうちに、〝好き〟の二文字には収まりきらなくなった。

　言葉では伝えられない気持ちを、どうやって伝えたらいいんだろう……。










好き




〝好き〟の二文字では伝えきれなくなってしまった気持ちは、どうすればあなたに届くだろう。

　日に日に膨れ上がる想いを伝えるには私の言葉では拙つたなすぎて、まだ大事なことをあなたにちゃんと伝えられずにいます――。




「もう夜なのに暖かいですね！　半袖でもよさそう」

　夏が近づくにつれて一日が長くなり、突き抜けるように青い空がどこまでも高く伸びていく。

　日が暮れた後も、頬を撫でる風は透き通るように優しく、柔らかさをまとってビルの間をすり抜ける。微かに夏の匂いが混ざる街にはそっと夜の幕が下ろされ、心地よい静けさを漂わせていた。

　残業をした平日の夜は、『外は暗くて危ないから』と社長が家まで送ってくれる。

　恋人同士になってから既に半年を超えているのに、妹扱いが抜けないのか、社長が単に過保護な人なのか、遅くなった夜はいつもそう。

　初めの数回は遠慮したんだけど、『半分はお前のためだが、半分は俺のためだ。俺の寿命を縮めたくなかったら好きにさせてくれ』とのことで、私の家までふたりでのんびり帰るのはもう定番。

「調子にのってあんまり薄着するなよ。風邪引くぞ」

「だ、大丈夫ですよ！　子どもじゃないんですから……」

　私がぷりぷりと頬を膨らませると、社長は笑いながら、繋いだ手をグンッと引き寄せる。

「ぅわっ……！」

　ふいに引っぱられてよろけた身体は、社長の硬い胸にぶつかって止まった。

　社長は少し屈むと、私の耳元に唇を寄せて言った。

「もうどんなにがんばったって、梨子を子どもとは思えねえよ」

　すぐに襲ってやりたくなる、となんだか危険な発言をして、私の鼓動をいとも簡単に操ってしまう。

「な、なな、なんてこと言うんですか！　は、ハレンチですよ！」

「自分の女襲ったところでハレンチもなにもねーだろ」

　く、くそー！　悔しい、悔しい、悔しい！

　ケラケラと楽しそうに笑う社長をなんとかギャフンと言わせてやりたいけれど、私のほうがそれどころじゃない。

『自分の女』だって……。

　社長がこういうことを言うたびに、私はもう妹みたいな存在でもなければ、ただの社員でもないんだって思わされる。社長の一挙手一投足、そのすべてにドキドキして、私の心臓はいつもかわいそうになるほど忙しい。

　この前、こうして夜道をふたりで歩いたときもそうだった。

　今みたいに手は繋がれたままだったけど、そのとき社長は電話中だった。すると、反対側から酔っ払った男の人たちが歩いてきた。

　ちょっと若い感じの集団で、かなり酔っている様子だった。

　狭い歩道だし、手を離して社長の後ろを歩こうと思ったら、私がそうするより早く社長が手を離して、そのまま私の肩を抱いてグッと引き寄せた。そして騒がしい酔っ払いたちとうまくすれ違うと、私を離してまたちゃんと手を繋ぎ直した。

　真面目な顔で電話したまま、さも当然みたいにそんなことをやってのけるから、落ち着いた声で会話を続ける社長の隣で、私はひとりで勝手に暴れる心臓と格闘した。

　極めつけに、『電話中だったからな。手の届くとこにいてくれたほうが安心だ』なんて言われて、私は心の中で全力で白旗を振るしかなかった。

「あれ、もしかして西城くん？」

　私が密かに社長に撃墜された日のことを思い出していたら、ふと後ろから社長を呼ぶ声が聞こえた。つられて後ろを振り返る。

　そこにいたのは、隙のないお化粧をして長い髪を明るくキレイな色に染めた女の人だった。小さな顔の横で大ぶりのピアスが揺れている。

　彼女は社長の顔を見て、長いまつ毛に囲まれた瞳をパッと輝かせた。

「やっぱり！　久しぶりね！」

「……沙さ織おりか？」

　少し考えてから器用に片方の眉を上げて言った社長に、沙織さんという名の女の人が嬉しそうに頷く。

　なんの知り合いなんだろう……？

　なんとなく身の置き場がなくて、隣に立つ社長の顔を見上げた。

　目が合うと、社長は私を安心させるみたいに繋いだ手にギュッと力を込めた。

「あら、もしかして今の彼女さん？」

　その様子を見て、沙織さんがあっけらかんと言う。

「ああ」

　社長は沙織さんのほうに視線を戻しながら、表情ひとつ変えることなく言った。

「ちょっと年が離れてるのね」

「まあな」

　ニコニコしたままの沙織さんはイヤミで言っているわけじゃないだろうけど、やっぱり傍から見たらそう思われるんだなって、私は俯いてキュッと口を閉じた。

「ねえ、せっかく会えたんだし、また今度連絡してよ。西城くんならいつでもいいわ。なんなら、その子の後でもかまわないし……」

「いや、悪いけど」

　沙織さんの言葉に頭が真っ白になる前に、社長がその声を遮る。困ったように笑うと、繋いだ手を少しだけ持ち上げて言った。

「こいつは、そういうのじゃねえんだ。よそ見して他の男に持ってかれたら困るから」

　沙織さんが驚いたように目を丸くして、初めて私をまっすぐに見た。

　うっ……！　め、目力が……！

　私はその視線についよろけそうになったけど、社長の手をギュッと握り返して、なんとかその場に踏んばり胸を張った。

　すると沙織さんはハッと思い出したように言った。

「あ、もしかしてこの子のこと？　ずっとお預け食らってる年下の女の子って」

「お預けって言うな。待ってただけだ」

「なぁーんだ」

　クスクスと笑った沙織さんが、私のほうを見てニッコリする。

「ごめんなさいね、あなたが噂の西城くんの待ち人だったのね。彼の〝弱点〟に敵わないのはわかってるから、心配しないで」

　そしてあっさりと手を振って、私たちの前を通り過ぎていった。

　ポカーンとして私が見上げると、社長はなんだか決まりの悪そうな顔をして髪をくしゃくしゃと乱した。

「む、昔の知り合いだ。怒ってもいいけど、頼むから泣くなよ」

　昔の知り合いって……。会話から察するに、たぶんそういうお付き合いのあった人だよね？

　社長がいろんな女の人を相手にしてきたのは知っている。だけど実際に相手の女の人に会ってしまったのは初めてだったから、なんかびっくりしちゃった……。

　一方で、社長がきっぱり断ってくれてよかったと、すごくホッとした。

　でも、それだけじゃない。あまりにもあっさりとまっすぐに、どんなときも言葉や態度で気持ちを伝えてくれる社長に、胸の奥がウズウズしてくる。

　意地っぱりの隙間を縫って、次々と飛び出してくる気持ち。早くここから出してほしいと暴れ回って、今にも胸の中で弾けてしまいそう。

　どうしよう、どうしよう。どうしたら、このウズウズする気持ちは収まるの？




「……梨子？」

　結局、アパートのドアの前まで黙ったままだった私。

　鍵を開けても突っ立ったままの私の顔を、窺うように社長が覗き込んだ。その薄茶色の瞳に、ただまっすぐに映り込む自分を見たとき……。

　私はなにかに突き動かされるように、部屋のドアを開けて社長を玄関の中に引っぱり込んだ。そのまま社長の背中を壁に押しつけて、その胸に飛び込む。

　バタンとドアが閉まる音がして、真っ暗な玄関の中で私は抱きつく腕に力を込めた。

「……梨子？　あいつは確かに昔の知り合いだけど、今は本当に梨子だけだから」

　社長がオフィスでは絶対聞けないような情けない声を出す。モゴモゴといつかも聞いたことがあるような言い訳を続ける社長の言葉を止めるために、背伸びをして、形のいいその唇に自分の唇を押しつけた。

　驚いて、今度こそ完全にフリーズする社長。その胸に顔を埋めて、もう一度抱きつく腕に力を込める。

　ふたりきりの、静かな玄関先。くっついて、ひとつになりそうなほど近くにいる社長にだけ聞こえるような、溜め息ほどの小さな声で……。

「……――」

　私の震える唇が、ずっと言えずにいた二文字をそっと紡ぎ出した。

　社長が息を呑んで、その二文字がちゃんと届いたんだってわかった。そしたらだんだん恥ずかしくなってきて、頬がポカポカと熱を上げる。

　い、言っちゃった……まあ、もういいんだけど。

　だって、こんなの最初から私の惨敗だってわかっている。

　初めてキスをされたあの日、私はもう社長に捕まっていたの。いつかこうなることは、ずっと前から決まってたんだって思うもん。

　無言でギューッとしがみつく私の背中に、社長が恐る恐る両腕を回す。まるで、初めて抱きしめるみたいに。

「……もう降参」

　私の心の中の声が、社長の言葉と重なった。

「俺も、すげー好き」

　社長は背中を丸めて私を優しく包み込むと、低くて甘い声を耳元でそっと響かせた。

　気持ちを伝えて、同じ気持ちが返ってくること。それがこんなに胸をドキドキさせることだなんて、この瞬間まで知らなかった。

　社長の言葉が今までよりもっと熱をもって、心の奥深くまで染み渡る。そしていちばん奥に触れたとき、思ったの。

　私きっと、この心臓が止まるまで、この人を好きな気持ちは止められない。




　私と社長の恋愛闘争。

　ついに『好き』と言ってしまった私に、わかったことがひとつ。

　言葉では伝えきれない想いもたくさんある。だけど、だからこそ、拙い言葉でも何度でも伝え続けるしかないんだって。

　だってこの気持ちはもう、『好き』だとしか言いようがないの――。
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決着




　そろそろ限界かもしれない。

　ただでさえ、ここ一カ月続く忙しさのせいで、先週もその前の週も彼女を連れて帰ることができなかった。

　俺は無意識のうちに相当深いシワを刻んでいたらしい眉間を押さえて、溜め息を吐いた。

　この小さな建築デザイン事務所も、設立からもうすぐ四年目を迎える。

　初めのころは仕事なんて、それこそそこら中を走り回ってもぎ取ってくるようなものだったのに、今ではこうしてあまりの忙しさに目が回りそうになる日もある。経営もそれなりに軌道に乗っている。

　ありがたいことではあるが、さすがに我慢の限界が近づいている気がする。

「やったぁ！　できた！　できましたー！」

「おー！　すごいよ、かっこいいよ。プロがやったみたいだよ！」

「えへへ、それは褒めすぎだよー」

「いやあ、梨子ちゃんは優秀だね。ご褒美にアイスをおごってあげよう」

「え、松丸くん、いま二月だけど。さすがにアイスは寒いよ」

　ペンを握ったまま、頬杖をついて見つめる先で呑気に笑っているのは、ウチの社員で設計担当の松丸颯太。仕事には真面目だし、人懐っこくてお人好しな、いいヤツだが、調子に乗りすぎるきらいがある。

　それから事務兼広報担当の椎名梨子。現在二十二歳。八歳年下の彼女は、俺の地元の知り合いであり、そして……俺の恋人でもある。

　長いまつ毛とくっきりした二重が印象的な黒目がちの瞳は、まるで猫のようだ。笑うと小さく浮かぶえくぼと、ぷっくりと赤い唇は、若干飢え気味の俺の視線をいつも以上に引き寄せる。松丸と楽しそうに話すたびに胸元まで伸びた髪がフワフワと揺れ、彼女の丸くて白い頬を柔らかく撫でている。

　しかし、彼女は少し意地っぱりでもある。

　まあ、そこもかなりツボだったりするんだけどな。

「あ、じゃあさ、久々に同期ふたりで飲みにでも……」

　自分のデスクでパソコンと向き合う彼女の後ろに立った松丸が、さり気なくその細い肩に手を置いた。

　プチッと、なにかが切れるような音がした。

　なれなれしく触るな、アホウ。さっきからムダに近いんだよ。俺でさえこの三週間、満足に触ってねえんだぞ。大体男とふたりで飲みなんて許すわけねえってのが、いつになったらわかるんだ、あのバカ。

「ひぃっ！」

　梨子の肩に置かれた手に呪いをかける勢いで睨みつけると、松丸がブルリと震え上がって、弾かれたように手を引っ込めた。

「え、なに？　どうしたの、変な声出して」

「い、いや、なんか寒気が……」

「寒気？　風邪じゃないの？　最近冷え込んでるもんね。気をつけてね」

「う、うん。たぶんブリザードが吹き荒れてると思うから気をつける」

　ははは、と引きつった笑みを浮かべた松丸が、俺の絶対零度の視線から逃れるようにそそくさと自分のデスクに戻っていく。俺の恋人はそんな松丸を見て首を傾げた。

　どっと疲れたような気がして左手で目元を覆うと、開いた指の隙間からこちらを心配そうに窺う瞳と目が合った。

　梨子はキョロキョロしながら立ち上がると、俺のデスクの前へまっすぐ歩いてくる。

「あの、社長」

　どこか緊張したように頬を上気させる彼女を見上げると、ここが会社だってことも忘れてその頬に手を伸ばしたくなる。

「この前言ってたホームページのリニューアル、私なりにやってみたんです。後で確認してもらってもいいですか？」

「ああ、そうか。ご苦労様。今日中に確認する」

　そういえば、そうだった。一応、今までもこの事務所のサイトは存在していたが、必要最低限の情報しかなくてつまらないという意見をもらうことがあった。そのリニューアルを梨子に頼んでいたことも、すっかり頭から抜け落ちていた。

「あの、社長……、お疲れ、ですか？」

「ん？　いや、まあ……」

　お疲れっていうか、このクソ忙しいせいでお前に触れられないのがツラいんだけど。

「それって、今度プレゼンするジュエリーショップの？」

「ああ。といっても、全然進んでねえけどな」

　俺は目の前に広がるほぼ真っ白な紙に目を落とした。

　店舗デザインは特に考えることがたくさんある。外観はもちろん、全体のイメージから各部のデザイン、客動線と照明、効果的な売り場の演出……。常にコストを考えながらも依頼主の希望とショップのイメージに合うようなデザインにしていかなければならない。

　ただパソコンに向かっているだけではなかなか考えがまとまらない俺は、大抵こうして浮かぶアイデアを紙に書きつけていく。ついでに軽いコスト計算なんかも済ませてしまって、パソコンで作業をするときはそれだけに没頭できるようにしたい。

「さすがに来週からは本格的な作業を始めたいからな。今日中になんとかしておきたい」

　今週のうちに終わらせておきたい仕事はいくつかあるが、これがいちばん厄介だ。

　できれば、今日こそは梨子を家に連れて帰りたい。先週の金曜も先々週の金曜も、俺が遅くまで残業をしていたせいで彼女を連れて帰ることはできなかった。立て込む仕事のおかげで、土日もあってないようなものだ。

　前回こいつに心ゆくまで触れたのはいつのことだったか……。正直、飢え死に寸前。そろそろ充電が必要だ。

「でも素敵ですね、ジュエリーショップ！　きっとどのお客さんもウキウキしてお店に入ってくるんでしょうね」

「……ああ、そうだな」

　キラキラと目を輝かせて頬を押さえる梨子を見て、疲れに支配されてガチガチに固まった頭が少しだけ軽くなったような気がする。

　ぺこりと頭を下げて遠ざかる小さな背中を見ながら、彼女の姿が俺のデザインしたジュエリーショップに吸い込まれていく様子を想像した。

　きっと梨子なら、あの大きな瞳をいっぱいに見開いて、白い頬を淡く染め上げながら、とびきり嬉しそうな顔をして選ぶだろう。

　鮮明に浮かんだイメージが消えないうちに、俺は久しぶりにペンを動かした。

　黒い瞳を潤ませて、俺を見上げる梨子。そして彼女が選んだ小さな輪っかをその細い指にはめる俺……。

　自然と緩む頬を意識的に引き締めて、想像の中の梨子に引っぱられるように白い紙にアイデアを埋め尽くしていく。

「うわあ、だいぶ降ってきましたね」

　自分のデスクに戻った梨子が、窓の外を見て、誰にともなく言った。

　その声につられて窓の外へ視線を移すと、朝からチラチラと降り始めていた雪が少しずつ質量を増し、ビルの八階から見下ろす街に舞い降りていく。ひらひらと踊る雪は、白いバラの花びらのように見えた。

　あの日の景色も、降り積もった雪のおかげで真っ白だった――。
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　俺は大学院の修士課程一年目で、梨子はまだ中学三年生。

　忙しさを理由になかなか地元へ帰ろうとしない俺に『いい加減帰ってこい』としつこく連絡を寄越す母親のためにせっかく正月に帰省したというのに、酒が足りないからと帰るなり買い出しに行かされた俺は、イヤミのように大量に買い込んだ日本酒が入った袋を両手にぶら下げて、灰色の空の下を歩いていた。

「あー、俺もそろそろ彼女とかほしいなー」

「ははは、じゃあお前、もっとレベル低いとこ狙えよ。あいつは難しいって」

「うるせーな。わかってるよ」

　俺の数歩前を互いの肩を小突きあいながら歩くのは、梨子と同じ中学校の制服を着た男子生徒だ。

　特に急ぐ理由もなかったし、俺は彼らの後ろをのそのそと雪を踏みしめながら歩いて、中学生らしい会話にぼんやりと耳を傾ける。

「でもさ、あいつのどこが好きなわけ？　お前、そんなに仲よかったか？」

「んー？　そりゃかわいいとこだろ、あと細いのにあれでけっこー胸もあるとこ」

「ははは！　お前、下心丸出しじゃん！」

　ケラケラと笑い合うそいつらの話を聞きながら、まあ男子中学生なんてそんなもんだよな、と思った。

　このとき俺はけっこうヘトヘトだった。帰省前の数日は徹夜で研究に打ち込んで、下宿先から実家までの長い距離を自分の車を運転しながら帰ってきた。込み上げるあくびに人目もはばからず大きく口を開けようとしたとき……。

「でもなぁ……なんかあいつには手ぇ出しにくいんだよな。よくわかんないけど、おっかねーオッサンのお気に入りだったじゃん。確か西城とかいう人」

　先ほど〝好きな女〟に対して失礼な発言をした中学生が言った。

　思いがけず飛び出した自分の名前に俺の耳はピクリと反応して、出かけていたあくびも引っ込む。

　おい、待て待て。まさかお前らの話してる女って……。

「いや、でももうここら辺にいないだろ？　その西城ってオッサン。それとお前に彼女ができないことは関係ないんじゃないの？」

「じゃあお前、手ぇ出してみろよ。椎名に」

「え、ムリムリ。梨子ちゃんはかわいいけど、あの人はおっかねーもん」

「ほらなー」と言って、梨子へ邪よこしまな目を向けるクソガキが肩を落とした。

　俺は動揺で落としそうになった袋を持ち直して、なんとか気持ちを落ち着けようとした。

　梨子は小さなころから特別大事に思ってきた存在だった。

　もちろん八歳も年下の梨子に対して恋愛感情なんてないが、なんというか、あいつも男たちにそういう目で見られる年になったのかと思うと、複雑な気分になった。

　さすがにガキの恋愛にあれこれ言うつもりはなかったけれど、大事にしてきたものに下心満載で近づく男は排除したいような気もする。

「あー、くそ！　あの西城ってヤツ、ムダにおっかねーよな！　しかもオッサンのくせに椎名のこと好きとかなんだよ！　ロリコンかよ！」

　俺が複雑な心情と悶々と戦っていると、目の前の男子中学生がそう叫んで頭を抱えた。

　くそ、このガキが。言わせておけばこいつら、オッサン、オッサンって、俺はまだ二十三だぞ。昔はやんちゃだった時期もあったが、今では真面目な大学院生だろうが。そして断じてロリコンでもない。

「しかもさ、あの人の仲間みたいな人が言ってたぜ。『椎名梨子は西城虎鉄が本気で大事にしてる女だから絶対に手は出さないほうがいい』って」

「あー、あれな、俺も聞いたことある。眼鏡かけた優しそうな人だろ？　俺も『きっとボコボコにされるから気をつけな』って教えてもらったもん。なんであんないい人が仲間なんだろうなー」

　おい、それ絶対、要だろ。優しくなんかねえよ。ある意味、あいつがいちばん怖いんだよ。

　俺は頭の中にヘラヘラと笑う要の顔を思い浮かべて、ムダに整ったその顔を一発殴ってやった。

　確かに梨子のことは大事にしてるけど、これじゃ完全に変な伝わり方してるだろうが。

「おい、お前ら」

　ついに耐えかねて前を歩くふたりに声をかけると、同時に振り向き、まだ大人の男というほどには成長しきってない顔をポカンとさせた。

「あのな、別にボコボコにしたりはしないけどな。あいつが俺の大事にしてる女なのは本当だから、梨子を傷つけるようなことは絶対にするなよ」

　梨子だって、もう恋のひとつやふたつ、覚えたっておかしくない年だ。それにとやかく言うつもりはない。ただ、泣かせないようにしてやってくれ。

　そう言ったつもりだったのにうまく伝わらなかったのか、ふたりは雪に負けないくらい真っ白な顔になって、ついには白を通り越して青くなった。

「あ、あんた……まさか……！」

「おっ、おい！　行こうぜ！」

　どうやら俺がその『おっかねーオッサン』だということに気がついたようで、雪道を転げそうになりながら脱だっ兎とのごとく逃げ出していった。

　俺、そんなに怖い顔してんのかな。

　さすがに八歳も年下の中学生にまで怖がられているとは思わなくて、若干……いや、かなりヘコむ。

　確かに、こっちで生活をしていたころの俺の素行は褒められたものじゃないってことは自覚している。それこそケンカなんてしょっちゅうだったし。

　親や先生の言うことには従わないというのが楽しかったり、夜中に仲間同士でバカ騒ぎをして近所迷惑だと怒られたり、平日の昼間に人気のない海で堂々と遊泳して警察に補導されたり……。

　そんな俺や要に臆することなく、いつも屈託のない顔で笑っていた梨子を思い出す。あいつは俺らのことを怖がるどころか、喜んで後に付いてこようとした。

　キラキラした黒い瞳で俺を見上げる小さな梨子を思い浮かべると、なんとなく胸の奥が温かくなったような気がして、俺は薄く笑って灰色の空を見上げながら歩いた。

　ギュッギュッと踏みしめられる雪の音だけが、小気味よく響く。俺の上にチラチラと降り始めた雪が髪を白く染めていく。

　すぐそこまでの買い出しだと思って傘は持ってこなかったが、どのみちもうすぐ実家の屋根も見えてくるころだ。

　こんな日はどこの家も家族でテレビを観ながらみかんか餅を食べているに違いなく、この季節でなければ聞こえてくるはずのさまざまな生活の音も雪に染み込み、吸い取られたかのようだった。

　白く霞んだ世界に、たったひとり取り残されたような気分になる。雪の降る世界というのは幻想的でもあるが、それでいてひどく寂しく、少しばかり空恐ろしい。

　左手に、梨子の住む家が見えてきた。

「虎鉄？」

　俺を呼ぶ懐かしい声にふと顔を上げた。

　空と地上の境界がなくなったみたいに真っ白な世界で佇たたずむ少女。ひらひらと舞う白い花びらの中、俺を見つけて驚いたように目を丸くさせている。

　中学の制服を着た梨子だった。

「うわ、やっぱり虎鉄だ！　なにやってるの？　頭、真っ白じゃん！」

　赤い傘をさした梨子がぱたぱたと駆け寄ってきて、背伸びをして手を伸ばすと、俺の頭の上に積もっていた雪を払った。前に会ったときよりも、ずいぶん背が伸びたみたいだった。

　一生懸命に雪を払い落としている梨子と目が合うと、パチリと瞬きをした梨子が慌てて手を引っ込めて少し距離を空ける。

「か、帰ってきてたんだね」

「ああ、ついさっき」

「ふーん……。きょ、今日はね、学校で模試があったの。もうすぐ高校受験だから」

　そうか、高校受験か。

　丈が合わなくなってきたのか、少し短く見えるスカートの下からうっすらと赤くなった膝が覗いている。

　記憶の中の梨子はいつまでも小さな小学生のままだったのに、ときどき帰ってきてその姿を見るたびに、少しずつ大人に近づいていることに驚かされる。

「ねえ、なんか疲れてる？　勉強大変なの？」

　心配そうに俺を見上げる梨子の小さな鼻が、寒さのせいで赤く染まっていた。

「んー、まあな」

「あ！　そうだ、ちょっと来て！」

「あ？　お、おい……」

　両手が塞がった俺の腕を掴んだ梨子はそのまま腕を引っぱってぐんぐん進み、自分の家の玄関へ招き入れた。

「お父さんとお母さんね、ふたりで買い物に行ったの。上がっていいよ」

　そう言って梨子は廊下の先に消えていった。ポツンと玄関に残された俺はとりあえず両手に提げていた袋をその場に置いた。

　梨子の家に来たことはこれまでに数回あったはずだが、いつ、なんの機会に来たのかも思い出せないほど曖昧な記憶だった。

　どうしたもんかとその場に突っ立っていると、廊下の奥のドアからひょっこりと顔を出した梨子が手招きをする。

「なにしてんの？　早く来て」

　それだけ言うとまたすぐに部屋の中に引っ込み、ぱたぱたと足音を響かせている。

「……お邪魔します」

　梨子の両親が留守のうちに家に上がることを少し申し訳なく思いつつ、靴を脱いで廊下をまっすぐに進む。確か、梨子が入っていった部屋はリビングだったはずだ。

　梨子のお母さんは笑って許してくれるかもしれないが、お父さんのほうは大事なひとり娘が留守番をしているときに、八歳も年上の男が上がり込んだことを知ったら怒るんじゃないだろうか。あの人は、梨子のことを溺愛しているし。

　ふと、さっきの梨子の同級生らしき中学生たちの会話が頭を過る。

　もうすぐ高校生になる女の子なんだから、男を簡単に家に入れちゃいけないんだと言って聞かせたほうがいいかもしれない。危なっかしくて気が気じゃない。

　それは、手のかかる妹を心配する兄のような気持ちなんだと思っていた。

　俺がリビングに足を踏み入れたのと同時に、電子レンジの『チン』という音が陽気に響く。

　カウンターキッチンの奥から出てきた梨子が、ホカホカと湯気をたてる赤いマグカップをテーブルの上に置いた。それからイスを引いて、俺をそこに座るように促す。

「なんだ、これ」

　俺は目の前のマグカップを覗いて言った。梨子がテーブルの周りをぐるりと回って、俺の正面の席に座る。

「ホットミルクだよ！　飲んでいいよ」

「いや、そりゃ見りゃわかるけどよ……」

　ニコニコと得意げに笑う梨子からもう一度マグカップの中身に視線を移すと、そこには白くてとろりとした温かいミルクが注がれている。

「あのね、ホッとするでしょ、それ飲んだら。虎鉄、あんまり帰ってこないから、きっと勉強が忙しいんだろうなって思ってたの」

　白く透き通った頬をほんの少し赤く染めてはにかむ梨子の笑顔を、なぜだか今でも鮮明に思い出せる。

「お帰りなさい」

　照れくさそうに笑う梨子を見て、ガクッと肩の力が抜けた。

「……お前な、あんまり簡単に男を家に入れるなよ。ひとりで留守番してるときなんて、絶対にダメだ」

「え？　なんで？」

　梨子が黒い瞳をくるんと丸める。

　わかんないのかよ。ちゃんと『わかった』と言って頷くまで、根気よく説明してやらないと。

　そう決意した俺は、とりあえずホットミルクをひと口飲んだ。少し砂糖を入れてあるのか、ほんのりと甘く優しい味がする。

「あのな、もうすぐ高校生になるんだろ。あんまり無防備に男の人とふたりきりになったら、ひどいことされるかもしれないぞ」

「ひどいこと？」

　パチパチと瞬きを繰り返す梨子に力強く頷いてやると、しばらく思案してから「わかった」と言ってニコニコと笑った。

「……お前、本当にわかったのか？」

「うん、わかったよ」

「いや、絶対わかってないだろ」

　間髪入れずに返すと、梨子が唇を尖らせてムスッと拗ねたような顔をする。

「わかってるよ、そのくらい。もう小学生じゃないんだよ。虎鉄が私のこと心配してくれてるんだってことくらい、ちゃんとわかった。でも……」

　梨子はほんの少し視線をさまよわせると、部屋の蛍光灯に照らされていつもより白く見える頬をほんのりと淡く染め上げる。そしてそれを隠そうとするかのように、怒ったような顔で俺を見つめた。

「でも、今は大丈夫でしょ。だって虎鉄だもん。虎鉄が、私にひどいことなんてするわけないもん」

「だから、そうやって油断して隙を見せるとだな……」

「わかってるよ」

　やっぱりもう少し言い聞かせる必要があると判断して、さらに言い募ろうとする俺の言葉を、梨子が強く遮った。

「全部、わかってるよ。虎鉄は私をうんとかわいがってくれたもん。今だって、大事にしてくれて、心配してくれてる。だから、虎鉄はひどいことなんてしない」

　梨子が、しっかりとした強い視線を俺に向ける。

　突然、目の前の梨子が大人びて見えて、思わず息を呑んだ。

「虎鉄が私にすることに、ひどいことなんてひとつもない」

　はっきりと告げられた言葉に、俺の心臓は一度だけ大きく脈を打った。

　なぜかはわからない。無条件に俺を信頼する目の前の女の子を、守ってあげたいと思った。同時に、俺だって男なんだってわからせてやりたいとも。

　こいつは、わかってて言ってるんだろうか。『なにをされてもいい』って言ってるようにしか聞こえない。いや、そんなふうに受け取る俺のほうがおかしいんだろうか。

　ふいに、まっすぐに俺を見つめる梨子の瞳に映るのが、いつまでも俺だけならいいのにと思った。こんなふうに信頼を寄せる男も、隙を見せてもいいと思う男も、いつまでも俺だけならいい。

「……バカ」

　小さく呟いて、手の中のホットミルクに視線を落とした。

　……バカは俺かもしれない。梨子を側に置いておきたいと思っている。俺を慕ってくれる梨子を手放したくない。

「……俺以外の男は、そうじゃないと思えよ」

　低く唸るように言うと、俺を言い負かしたことに満足したのか、嬉しそうな顔をした梨子が満面の笑みでコクンと頷く。

「うん、わかってる。大丈夫だよ。ちゃんと気をつける」

「……隙、見せるなよ」

「わかってるってば。虎鉄じゃない男の人には見せない」

　自覚があるのかないのか、男を喜ばせるような発言に思わず顔を歪める。

　こいつ、本当に大丈夫なのか……？

　一刻でも早く迎えに来て、手の届くところに置いておきたい。どこの誰とも知れぬ男に踏み荒らされる前に、この腕に閉じ込めて大事に守ってやりたい。

　これは過保護な兄のような気持ちだろうか。そうでないとするなら、いったいなんと言う名前の感情だろう。

　名づけようのない気持ちは、確かに俺の中に芽生えてしまった。

　苦い顔をする俺を見て、梨子が一瞬キョトンとする。だけど俺が言い負かされて悔しがっているとでも思ったのか、ニヤニヤと得意げな顔をして胸を張ってみせた。

　セーラー服を柔らかく押し上げるそれは、こいつはもう小学生じゃないんだと俺に突きつけているようで、男の性さがとはいえ、梨子をそんな目で見てしまった自分にますます混乱した。

　俺が頭を抱えると、なにがそんなに嬉しいのか、クスクスと笑い始める。

　そうやって笑っている顔を見ていると、さっきとは打って変わって幼い少女のようにも見えた。くるくると表情を変えては、彼女の持つ表情のほとんどを知った気でいた俺に、まだまだ俺の見たことのない表情もあるのだと思い知らされる。

　少しずつ大人に近づいて、きっと梨子は思ったより手強い存在になる。

　そんな予感に俺が眉を下げてひとまずの『降参』を示すように笑ってみせると、梨子は頬に小さなえくぼを浮かべて、今日いちばんの幸せそうな笑顔を見せた。

　小さくて頼りない存在が、その笑顔をいつまでも失くすことがないといい。それを守るためならなんだってするから、その役割を俺にくれたらいいのに……。

　冷めかけたホットミルクに口をつけながら、俺は初めてはっきりと願った。
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　それから俺は大学院を卒業して、三年間実務の経験を積んだ後に、夢だった個人事務所を設立した。

　相変わらず梨子に対する気持ちの正体は掴めずにいたが、あいつを迎えに行きたいという想いだけは、確かに俺の中に息づいていた。

　そして梨子が短大を卒業する年に迎えに行って、あのころよりもさらに成長した梨子を側で見ているうちに、ごまかしようもなく惹かれていった。

　迎えに行くまでに最後に会ったのは梨子が高校一年の秋ごろだったが、事務所で働く彼女はもうきちんとした大人の女性だ。それでいて花がほころぶような笑顔も素直でまっすぐな心も決して萎しおれることはない。意地っぱりには少しだけ磨きがかかったが、表情に出やすいぶん、俺から見ればそんなのはただのかわいい照れ隠しでしかなかった。

　いい女になったな、と思う。

　設計に関する専門的な知識なんてひとつも持ち合わせていなかっただろうに、自分の仕事を覚える傍ら、少しでも詳しくなろうと必死に勉強をしていたのを知っている。自分だって慣れない環境で苦労している中、同期入社の松丸を気遣って、彼がミスをして落ち込んでいるときには『おいしいものを食べに行こうよ』とさり気なく声をかけていたのも知っている。

　そんな梨子を見るたび気が気じゃなくて、あいつに変な男が寄ってくる前に早く捕まえてこの腕の中に閉じ込めてやりたいと思っていた。それはもう、兄として妹を想うような気持ちだなんて言い訳が通用しないほど強く燃え上がる感情で、日に日に俺の身を焦がしていくものだった。

　それでも、あいつは長い間、妹のような存在だと思っていたし、二十一歳になったばかりの彼女からしてみれば今さら八歳も年上の俺を恋愛対象にしたりするだろうかと、自分の気持ちにブレーキをかけていた。

　梨子を独り占めしたい気持ちを必死で抑え込む俺の心を知ってか知らずか、梨子は出会いを求めて合コンに精を出した。

　そしてある日の残業中、突然、要が連絡を寄越してきたのだ。

【梨子ちゃん捕獲。ファースト・キスをすませたいらしいので、グズグズしている誰かさんの代わりにもらっておきます。『東とう部ぶ公こう園えん』なんて、雰囲気あっていいと思わない？】

　メールを見た瞬間、頭が真っ白になって、なにがなんだかわからないまま会社を飛び出していた。

　なんで要が梨子と一緒にいる？　まさか今日の合コンで会ったのか？　ていうか要のヤツ、いったいなにを考えてんだ！

　ヘラヘラと呑気に笑う顔が、梨子のぷっくりとした小さな唇に口づけているところを想像して、俺はますます走るスピードを速める。

　手に握ったままだった携帯を操作して、とにかく必要最低限のことだけ打ち込んでメールを返した。

【触るな】

　秋の名残を留める、少し冷たい風が頬を切る。肺を刺す小さな痛みを感じながらも、スピードを緩めることなく、ただひたすら梨子の姿を求めて走った。

　俺はいつからあいつを女として見るようになってたんだとか、そもそもこの気持ちは本当に恋愛と呼べるようなものなのかとか、柄にもなくグズグズと悩んでいた自分に蹴りを入れてやりたい気分だ。

　もう、そんなことはどうでもいい。その答えがなんであろうと、今さら他の男にくれてやるなんて選択肢は微み塵じんも残っていないんじゃないのか？　あいつ以上に大切に思える女もいなければ、俺以上にあいつを大切にできる男もいない。

『あー、くそ！　要のヤツ、梨子に手ぇ出してたら本気でぶん殴る！』

　俺はひとりの男として、梨子のことを他の誰にも渡したくないと思っていた。




　今日中に終わらせたいと思っていた仕事がなんとか片付いて時計を見上げると、ちょうど終業時間間際で、これならこのまま梨子を自分の家に連れて帰ってもいいかもしれないと思った。

　他の社員がぱらぱらと事務所を出ていき、オフィスの中に俺と梨子だけが残る。

　昨日までは松丸なんか半分泣きながら残業していたが、さすがに今日は早く帰りたかったのだろう。終業時間が迫るにつれて側に寄るのも躊躇するくらい集中して、猛スピードで仕事をこなしていた。

　ふうっと息を吐きながらデスクの上を軽く片付け始める俺を横目に見て、梨子がソワソワとこちらへ近づいてくる。

「あれ……」

　しかし、散らかった書類やファイルを整理するうちに、あるものがないことに気がついた。

「……社長？」

　ガサゴソと音を立てて資料を漁りだした俺を見て、梨子が心配そうに呼ぶ。

　だけど俺の必死の捜索も虚しく、目当てのものは見つからない。……となると、可能性はひとつだった。

「なにか失くしものですか？」

「……昼に終わらせたジュエリーショップの店舗デザインのメモ、ここに置いておいたはずなんだけど、見当たらないんだ」

「え!?　一緒に探しましょうか？」

「いや、実はその後、その上に処分しようと思ってた書類を重ねて置いた」

「……へ？」

　梨子はポカンと口を開けている。

「……たぶん、さっきまとめてシュレッダーかけた」

「え、えぇ!?」

　梨子の驚いた声を聞きながら、俺はガクッと肩を落とした。

　おぼろげでも覚えている部分はあるし、完全に振り出しに戻ったわけじゃないが、それでも作業効率は確実に落ちるだろう。

「め、珍しいですね、社長がそんなことしちゃうの……」

　恋人同士になってから週末を俺の家で過ごすのは習慣のようなものになっていたし、今日こそは梨子を連れて帰りたいと思って必死に仕事を片付けた。

　おそらく梨子も俺の気持ちに気づいていただろうし、なんとか終業時間までに終わらせたのを見て、こうして様子を窺いに来てくれたんだろうけど……。

　メモのことは諦めてまた来週やり直すのか、それとも梨子との時間を諦めて来週に残してある仕事を少しでも多く進めるのか。

　散々迷った挙句、デスクに両手をついてがっくりとうなだれながら梨子に謝った。

「悪い、梨子。さすがにあれを今日もう一度やる気力はないが、そのぶん来週に回そうと思っていたことをやっておきたい。だから、今日は……」

　ジュエリーショップの店舗デザインは、プレゼンまでもう日がない。来週あれを一気にやるのなら、それだけに集中できるようにしておきたかった。

　自分のくだらないミスのせいで帰る時間が遅くなるのだから、いくら俺が飢え死に寸前の状態だからといって、梨子を付き合わせるのは申し訳ない。しかし、理性ではわかっていても、それを口にするのはなかなか難しかった。

「あの、社長……」

　言いよどむ俺を見て、自分のカバンをギュッと抱え直した梨子がこちらを窺うように覗き込む。

　本人は当然無自覚なんだろうが、そんな姿すら今の俺を煽るには充分で、手放しそうになる理性のしっぽを必死に手繰り寄せる。

「ん？」

「あの、もしお邪魔じゃなかったら、待ってても……いいですか？　その……今日は社長のお家に、帰りたい……です」

　目の縁をほんの少し赤く染めた梨子は、その表情を隠すように拗ねたような顔をした。つんと尖った小さな唇はまるで俺を誘ってるようで、完全に逆効果。

「梨子……」

　俺がつい会社でその名前を口にすると、わかりやすくピクリと肩を揺らした梨子が一歩後ずさって一気にまくしたてた。

「あ、あの、絶対邪魔しないですし！　掃除でもしてますね、最近ちょっとホコリっぽいですよね！」

　ははは、と笑って荷物を置くと、それぞれのデスク周りにあるゴミ箱のゴミをいそいそと回収し始める。

　ウチは社員も少ないし特に当番などは決まってなくて、各々が気づいたときに掃除をするようなスタイルだから、ときどき溢れそうになっているゴミ箱があるのは事実だ。

　照れ隠しのようにアワアワと動き回る梨子を見て、頬が緩む。

　俺はもう一度デスクに座り直して、ふたりきりになったオフィスの中、かわいい恋人の気配を感じながらも来週に回そうとしていた別の仕事に没頭し始めた。




　仕事の手を止めて時計を見上げると、もうすぐ日付を跨またごうかという時間だった。

「……梨子？」

　オフィスを見回してみても姿の見えない彼女の名前を呟くと、給湯室のほうから小さな頭がひょっこりと顔を出した。

「社長、もう終わりましたか？」

「ああ、待たせて悪かった。そろそろ帰ろう」

　妙に嬉しそうな顔をした梨子がコクンと頷いて、弾むような足取りで歩いてくる。

　あーあ、そんなにかわいい顔して笑っていいのかよ。今夜はどうやってかわいがってやろうか。

　さっそく策略を巡らせる俺の目の前に、梨子がグンと片手を差し出した。その手に握られているのは、ホカホカと湯気をたてる赤いマグカップだった。

「お疲れ様です、社長。ホットミルクでもいかがですか？」

　いつかも体験したことがあるようなシチュエーションに驚いて梨子を見上げる。すると、さっきまで隠しようもなくニコニコ笑ってたくせに、目を丸くする俺を見て突然照れたのか、今さらになって眉をしかめて口元をキュッと引き締める。

　もう付き合い始めて一年以上経つのに、いまだにときどき妙な意地を張ろうとする梨子がかわいくて仕方がない。

「どうぞ、社長」

　押しつけられたマグカップを受け取ると、梨子は両手を背中に引っ込めた。

　俺はイスに腰を下ろし、どこかソワソワした様子の梨子を見上げて首を傾げた。

「あの、それから……これ、ですよね？　社長の探してたメモって……」

「……は？」

　おずおずと差し出された紙を見て、俺は思わず間抜けな声を上げた。

　それは確かに俺の探していたメモで、確実にシュレッダーにかけられたもの。その証拠に紙はところどころ文字がいびつに歪んでいる。

「お前、まさかこれ繋ぎ合わせたのか!?」

　驚いて見上げると、思いのほか大きな声を出してしまったせいか、ぴくっと肩を上げた梨子が慌てたように両手を振る。

「た、大したことないです！　すぐでしたよ、すぐ！　けっこー楽しかったんですよ、パズルみたいで」

　へへへ、となんでもないように笑う梨子を信じられない思いで見上げる。

　だって梨子は、このメモを見たわけじゃない。特別な紙を使ってるわけでもない、なんの変哲もない見覚えのないメモの断片を探し出して繋ぎ合わせるなんて、どれだけ大変だったことか。

「……ありがとう」

　まだ少し驚いたまま、テープで繋げられたメモを受け取ると、ほんの一瞬俯いた梨子がものすごく嬉しそうに表情を崩した。

　まるで夜空に浮かんだ花火のように一瞬だけ花開いた笑顔は、俺より背の低い彼女を見下ろすいつもの角度なら見逃していたかもしれない。

　だけど今、座っているおかげでばっちりと捉えた表情は、俺の心臓を撃ち抜くに充分な破壊力を備えていた。

「あの、も、もう……勤務時間外、ですよね？」

　想定外の奇襲にまだ放心状態の俺を見下ろして、梨子が恐る恐る確認するように言った。

「ん？　ああ、そうだな」

「じゃ、じゃあ……ごほん。失礼します」

　咳せき払ばらいなんかして、妙に改まった梨子。デスクに手をついて身を乗り出すと、俺をまっすぐに見つめていた瞳を閉じた。長いまつ毛が小さく震えている。

　すると、ここ数週間、焦がれてやまなかった赤くて小さなその唇が、固まったまま動けない俺の唇をそっと塞いで離れていった。

　至近距離でゆっくりと開かれた黒い瞳がキラキラと揺れて光っている。

「しゃ、社長のほうがうんと大人で、お仕事もできるのはわかってます。でも、忙しすぎて大事なメモまでシュレッダーかけちゃうほど疲れてるなら言ってください。私にできることなんて、少ないかもしれないけど……」

　度重なる攻撃に完全に撃墜された俺は、不覚にも反応を示すことすらできずにフリーズ状態。

「かっこよくて余裕のある社長もいいですけど、そうじゃなくたって、ちゃんと好きだし……」

　この距離だからなんとか聞こえたような小さな声でモゴモゴと言った梨子と、目を見開いたままの俺の視線がバチリと交わった。

「すっ、好きですよ!?　ウソじゃないです！　ちゃんと好きですからね!?」

　梨子はなにを勘違いしたのか、慌てて両手をキュッと握りしめて身体を離すと大きな声で宣言する。

　梨子と恋人同士になってから一年と少し。初めのうちは意地でも言おうとしなかったその二文字も、うまく引き出してやればなんとか伝えてくれるようになった。

　それでも梨子が自分の意志でこうやって言葉にしてくれたことはまだ数えるほどしかない。

「はは、知ってるよ」

　本当は今すぐ引き寄せてギュウギュウに抱きしめてやりたいくらい嬉しかった。それでも必死にいつもの自分を繕ってそう言ってやると、そこでハッと気づいたかのように突然慌てだした梨子が、どんどん赤く染まっていく頬をごまかすようにまくしたてる。

「も、もう、早く帰りましょう！　ずっとそれくっつけてたからヘトヘトなんです！し、支度してきますから!!」

　自分の荷物なんて既にまとめてあるくせに、なんの支度をしに行ったんだか、給湯室の中にすっ飛んで行く梨子。

　その背中を見ながら、堪え切れない想いに頬を緩めつつ、梨子が用意してくれたホットミルクに口をつけた。それは懐かしい記憶と一緒に混ざり合って、俺の心を柔らかく包み込んで温める。

「俺も、好きだよ」

　小さく呟いた言葉が、優しい味のするミルクの中にそっと溶け込んでいった。




　翌朝。目を覚ましたのは二度目で、俺が一度起きたときにうっすらと目を開けた梨子も、今は俺の腕の中で小さな寝息を立てて眠っていた。

　シーツから覗く剥き出しの細い肩が目に毒で、無防備にすり寄ってくる華きゃ奢しゃな身体をそっと抱きしめても足りなかった。

　丸い額や白い頬に、優しくキスを降らせる。

「ヤバい、止まらなくなりそ」

　首すじや鎖骨に唇を押しつけても、少しきつめに抱き寄せても、昨夜ムリをさせすぎたせいで疲れてるのか、梨子はなかなか起きる気配を見せない。

　本気で止められなくなる前に、形のいい耳に唇を寄せる。

「梨子、起きろ」

　そっと囁くと、小鳥が体を震わせるようにまつ毛が小さく揺れて、ゆっくりと目を開いた。

　梨子が目を覚ました世界で、その瞳に最初に映るのが俺であること。その小さな幸せが、これからもずっと続いていけばいい。

「ふふ、おはよう」

　寝起きの無防備な梨子は、素直に小さく微笑んで俺の心を満たしていく。

「……もう、降参だよ」

　彼女の表情も仕草も一つひとつがたまらなく愛しく思えて、きっと俺はこれから先もずっとこうして白旗を振り続ける。

　だけど、それでかまわない。お前がそうやって俺の隣で笑ってくれるなら、なんだってしてみせるから。

「え？　ちょ、きゃっ！　な、なに!?」

　梨子をくるくると転がして、その身体に白いシーツを巻きつける。そっとベッドから抱き上げると、シーツの裾がふわりと広がって、そのまま優しく床の上に立たせてやる。

「ほら、これ持って」

　ベッドの枕元に用意していた一輪の赤いバラを差し出す。

「え、えぇ!?　な、なにこれ!?」

　目を白黒させた梨子が反射的に受け取ると、俺は小さくてかわいい、俺のお気に入りの鼻先にそっとキスを落とした。

　部屋に差し込む柔らかな朝日が白い壁に反射して、白いシーツを身にまとった梨子をキラキラと輝かせる。真っ白な世界に佇む彼女の手の中で、赤いバラが揺れている。

「梨子がいない人生は、想像しようと思ってもできなかった。俺はこれから先もずっと、お前を離してやれそうにない」

　パチパチと瞬きを繰り返す梨子に微笑んで、片膝をついて跪き、彼女の左手をそっと持ち上げる。

　俺がポケットから小さな指輪を取り出すのを見て、彼女の瞳にみるみる涙の膜が張られていく。

「な、なんで……そんなの持って……」

　彼女の薬指に指輪をはめる。

　感動的なシーンのはずなのに、梨子はなぜか悔しそうに唇を尖らせて、涙目で俺を見下ろしてくる。

「ず、ズルい……。なんでぴったりなの」

「ズルくなんかねえよ」

　キュッと唇を引き結んだ梨子は、今にも泣き出しそうだった。

「梨子」

　世界でいちばん大事な人。

　誰よりもお前を大切にしてみせるから。だから、どうか……。

「俺と、結婚してください」

　少しの緊張と共にプロポーズの言葉を口にすると、梨子の大きな瞳は弾かれたように次々と涙をこぼす。小さな雫が丸い頬をはらはらと流れ落ちた。

　指輪の光る左手が、俺の手をギュッと握りしめている。

　涙を流しながらコクコクと何度も頷く梨子。堪え切れなくなったように両手を伸ばして、胸の中に勢いよく飛び込んできた。

　軽い衝撃を受け止めてそのままふたりで床の上に座り込むと、小さな身体をギュッと抱きしめ返した。

「する、結婚。ありがとう、大好き」

　大好きと何度も口にする梨子の顔をそっと上向かせて、頬に伝う涙を指先で優しく拭ってやる。

「なんだ、今朝はやけに素直だな」

「だ、だって、こ、こて、虎鉄が……」

　グズグズと鼻をすする梨子がかわいくて、赤くなった目元にキスをする。

　この愛しい彼女が、どうかいつまでも幸せに笑っていられますように。

　彼女が涙を流すときは、すぐ側にかけつけて抱きしめてやれますように。

　絶対に、その手を離したりしないから。

「愛してるよ」

　小さく囁いて、魔法をかけるように唇を重ねた。

　しかしどんなに深くキスをしても、まだまだ足りない。いつになく素直な梨子にむくむくと膨らむ気持ちを抑えきれなくなり、視線を逸らせばその隅にちらつくベッド。

　キュッとすがりつく左手に、こいつは俺のものだって示すようにキラリと光る指輪を見て、プロポーズを終えた側からがっつくのもどうなんだと小さく囁きかけてくる理性を完全に無視することにした。

「わ、きゃあ！」

　もう一度梨子を抱き上げてベッドに押し倒す。梨子は、わたわたと慌ててシーツを引っぱり上げ、臨戦態勢を整える。

「な、なにして……！」

「なにって、言わせてぇの？」

「ち、違う！　だって、あ、あさ、朝だし！」

「だから？　朝だろうが昼だろうが、するときはしてるだろ」

「は、はは、ハレンチ！」

　頬を赤く染めてキッと俺を睨み上げる梨子があまりにもかわいかったから、俺は上気した頬にキスを落として微笑んだ。

「好きだ、梨子」

「ず、ズルい！　反則！」

「反則でもなんでもいいけど、そろそろ諦めたら？」

　お前がどれだけ意地を張ろうと、絶対に逃がしたりしない。それは、お前も充分わかってるだろ？




　俺と梨子の恋愛闘争。

　決着の瞬間、最後に白旗を振ったのは俺か、梨子か。

　まあ、それがどちらだろうと、彼女の左手薬指に小さく輝くのは、まぎれもなく俺の贈った指輪。梨子がそれを受け取って頷いてくれただけで……。

　俺は、この決着に異議はナイ。





ＥＮＤ












あとがき




　はじめまして、ふじさわ さほです。

　この度は『絶対に好きじゃナイ！』をお手に取っていただき、本当にありがとうございました。

　こうして応援してくださった皆さまのおかげで、サイト版からさらに加筆し、虎鉄目線の特別番外編を書かせていただき、文庫本として皆さまにお届けできることを本当に嬉しく思っています。不良社長の虎鉄や、意地っぱりの梨子をはじめとして、この作品が皆さまの毎日にほんの少しのドキドキを添えられたのなら、それほど幸せなことはありません。ちなみに私のお気に入りキャラは梨子の同僚である松丸くんです。しかし事務所内でもみんなに愛されつつ邪見にされがちだった松丸には、名前がありませんでしたので、これを機会に「颯太」と命名しました。松丸に名前ができたのもまた、皆さまのおかげです。よかったね、松丸。




　この作品は、肌を刺す冷たい夜の風に、ほんの少し春の香りを感じるようになったある日、突然思い立って執筆をはじめました。「さほ」という名前は、春の女神である佐保姫さまからいただいたものです。まさかこのような機会に恵まれるとは露程も想像していなかったあの頃。今となってはかなりおこがましい名前だったのではないかと、密かに冷や汗をかいています。

　だけどもしかしたら、こうして皆さまに出会えたことは、女神さまの気まぐれと懐の深さによる後押しのおかげかもしれません。また春がくるたびに、この作品が与えてくれた、たくさんの方々との出会いに感謝したいと思います。




　最後になりましたが、書籍化にあたりお世話になりました皆さまに改めてお礼申し上げます。何もかもが初めての経験となる私を丁寧に導き、支えてくださった編集担当の増子様と編集協力のヨダ様。何度となく眺めてはニヤニヤするほど素敵な表紙に仕上げてくださったイラストレーターのｐｏｔｏ様。そして何より、ひっそりと連載を始めた本作を見つけ出し、あたたかく見守り、応援してくださった皆さまに心より感謝いたします。

　本当にありがとうございました。


ふじさわ さほ









この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。










絶対に好きじゃナイ！
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